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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、外部から視認できない排出先に印刷物を出力
する必要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能に
よる印刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記外部から視認できない排出先に印刷物を
出力する必要があるジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機
能による印刷を前記印刷手段によって実行させる制御手段と、を備えることを特徴とする
印刷システム。
【請求項２】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、予め定められた種類の後処理であって複数の
工程からなる特定種類の後処理を行う必要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷
の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記特定種類の後処理を行う必要があるジョ
ブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印刷
手段によって実行させる制御手段と、を備えることを特徴とする印刷システム。
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【請求項３】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、予め定められた特定種類の消耗材を用いる必
要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印
刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記特定種類の消耗材を用いる必要があるジ
ョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印
刷手段によって実行させる制御手段と、を備えることを特徴とする印刷システム。
【請求項４】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記印刷手段を具備する印刷装置に具備され
る原稿読取手段によって読取られる原稿の印刷データの印刷を要するジョブである場合に
、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実
行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、予め定められたタイプの印刷ジョブであって
前記印刷手段を具備する印刷装置とデータ通信可能な装置から送信される印刷データの印
刷を要するジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による
印刷を前記印刷手段によって実行させる制御手段と、を備えることを特徴とする印刷シス
テム。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブの印刷データを用いて前記確認プリント機能によ
る印刷を前記印刷手段によって実行させることを特徴とする印刷システム。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷
を前記印刷手段によって実行させることを特徴とする印刷システム。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブの途中で前記確認プリント機能による印刷を行う
場合に、
　前記制御手段は、
　前記確認プリント機能による印刷を予め定められた間隔でもって繰り返し前記印刷手段
によって実行させることを特徴とする印刷システム。
【請求項８】
　請求項７に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　予め定められた規定時間よりも短い値の特定時間分の印刷を当該ジョブにて行う度に、
当該ジョブの印刷にかわって、前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって
実行させることを特徴とする印刷システム。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブの途中で前記確認プリント機能による印刷を行う
にあたり当該ジョブの印刷を何枚行ったら前記確認プリント機能による印刷を行うのかを
決定するために、枚数を指定する第１の指示がユーザインタフェースを介してユーザによ
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り予め入力されている場合に、
　当該第１の指示に従って前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実行
可能にし、
　前記制御手段は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブの途中で前記確認プリント機能による印刷を行う
にあたり当該ジョブの印刷を何分行ったら前記確認プリント機能による印刷を行うのかを
決定するために、時間を指定する第２の指示がユーザインタフェースを介してユーザによ
り予め入力されている場合に、
　当該第２の指示に従って前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実行
可能にすることを特徴とする印刷システム。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記印刷システムは、
　前記確認プリント機能による印刷を自動的に実行する第１のモードと、
　前記印刷手段により印刷を実行している最中に前記確認プリント機能による印刷要求が
ユーザインタフェースを介してユーザにより入力されたことに応じて、前記確認プリント
機能による印刷を実行する第２のモードを有することを特徴とする印刷システム。
【請求項１１】
　請求項１０記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行する場合でも、
　前記第２のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行する場合でも、
　前記印刷手段により印刷対象となるジョブの印刷の途中で当該ジョブの印刷にかわって
実行される前記確認プリント機能による印刷で得られる印刷物を、当該ジョブの印刷に利
用される排出先とは異なる排出先に対して出力可能にする、ことを特徴とする印刷システ
ム。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行する場合でも、
　前記第２のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行する場合でも、
　特定種類の後処理装置の内部に具備される排出先に対して前記確認プリント機能による
印刷で得られる印刷物を出力すること無しに、
　前記特定種類の後処理装置の外部に具備される排出先に対して前記確認プリント機能に
よる印刷で得られる印刷物を出力可能にする、
　ことを特徴とする印刷システム。
【請求項１３】
　請求項１０乃至１２の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、
　前記第１のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行する場合でも、
　前記第２のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行する場合でも、
　前記印刷手段により印刷対象となるジョブの印刷の途中で当該ジョブの印刷にかわって
前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実行させた後に当該ジョブの印
刷を前記印刷手段によって再開可能にする、
　ことを特徴とする印刷システム。
【請求項１４】
　請求項１３記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、少なくとも、
　前記第２のモードに従って前記確認プリント機能による印刷を実行するのに先立って、
前記ジョブの印刷を再開させることを禁止する指示がユーザインタフェースを介してユー
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ザにより予め入力されている場合は、
　前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実行させた後に、当該ジョブ
の印刷を前記印刷手段によって再開することを禁止する、
　ことを特徴とする印刷システム。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、前記印刷手段を具備する印刷装置に具備されることを特徴とする印刷
システム。
【請求項１６】
　請求項１乃至１３の何れか１項に記載の印刷システムであって、
　前記制御手段は、前記印刷手段を具備する印刷装置とデータ通信可能な他の装置に具備
されることを特徴とする印刷システム。
【請求項１７】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を印刷手段によって実行させる印刷システムの制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、外部から視認できない排出先に印刷物を出力
する必要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能に
よる印刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記外部から視認できない排出先に印刷物を
出力する必要があるジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機
能による印刷を前記印刷手段によって実行させることを特徴とする印刷システムの制御方
法。
【請求項１８】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を印刷手段によって実行させる印刷システムの制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、予め定められた種類の後処理であって複数の
工程からなる特定種類の後処理を行う必要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷
の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記特定種類の後処理を行う必要があるジョ
ブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印刷
手段によって実行させることを特徴とする印刷システムの制御方法。
【請求項１９】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を印刷手段によって実行させる印刷システムの制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、予め定められた特定種類の消耗材を用いる必
要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印
刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記特定種類の消耗材を用いる必要があるジ
ョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印
刷手段によって実行させることを特徴とする印刷システムの制御方法。
【請求項２０】
　印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリン
ト機能による印刷を印刷手段によって実行させる印刷システムの制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記印刷手段を具備する印刷装置に具備され
る原稿読取手段によって読取られる原稿の印刷データの印刷を要するジョブである場合に
、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による印刷を前記印刷手段によって実
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行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、予め定められたタイプの印刷ジョブであって
前記印刷手段を具備する印刷装置とデータ通信可能な装置から送信される印刷データの印
刷を要するジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能による
印刷を前記印刷手段によって実行させることを特徴とする印刷システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷システム、印刷システムの制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の印刷業界では、印刷工程においてオフセット製版印刷機が用いられていたため、
版下作成工程が必要であった。しかしながら、版下作成は一度行うとその修正が容易では
ないため、修正を行う場合、コストがかかってしまう。従って、版下作成にあたっては、
入念な校正（即ち、入念なレイアウトのチェックや色の確認作業）が必須となる。このた
め、出版物の発行までに時間がかかっていた。
【０００３】
　このような状況に対し、近年では、電子写真方式の印刷装置やインクジェット方式の印
刷装置を利用したＰＯＤ（Ｐｒｉｎｔ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）印刷システムが提案されて
いる（特許文献１、２参照）。
【０００４】
　このようなＰＯＤ印刷システムにより、上述したような版下作成や、その他複雑な作業
が不要になる。
【特許文献１】特開２００４－３１０７４６号公報
【特許文献２】特開２００４－３１０７４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このようなＰＯＤ印刷システムの製品実用化を目指すことを想定してみ
ると、まだまだ検討の余地が残されていると考える。
【０００６】
　たとえば、上述したようなＰＯＤ印刷システムを印刷業者などが利用するケースを想定
してみる。このような印刷環境では、顧客が満足する印刷物を可能な限り大量に効率良く
且つ短期間で作成できるようにすることが重要視される。
【０００７】
　また、このような印刷環境では、顧客が満足する印刷物を印刷システムから出力されて
いるか否かの確認を、印刷現場のオペレータが行いたいといったニーズが予想される。そ
の一方で、印刷システムの印刷動作を無駄に止めずに連続運転させたいといったニーズが
予想される。
【０００８】
　これらの状況を鑑みると、印刷システムによる印刷動作を無駄に停止させずに、上述の
ような印刷物の確認を行うことができるようにして欲しいといったニーズが今後発生しう
る。特に今後は次のようなニーズが要求されうる。即ち、印刷結果の確認及び／又は印刷
条件の変更に利用可能な確認プリント機能を用いた印刷を印刷手段に自動的に実行させる
為の条件を印刷対象のジョブが満足することに応じて、この機能による印刷をこの手段に
自動的に実行させたいというニーズである。しかし、現状このような提案は何らなされて
いない。
【０００９】
　本発明は以上の問題に鑑みなされたものである。即ち印刷結果の確認及び／又は印刷条
件の変更の為に利用可能な確認プリント機能による印刷を印刷手段によって自動的に実行
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させる為の条件を印刷対象ジョブが満足することに応じてこの機能による印刷を印刷手段
にて自動的に実行可能にすることを目的とする。このように、印刷システムの印刷動作を
無駄に停止させずに確認プリント機能を有効活用できる使い勝手の良い印刷環境を、オペ
レータに不用意に手間をとらせることなく、構築することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の目的を達成する為に、例えば、本発明の印刷システムは以下の構成を備える。
【００１１】
　即ち、印刷結果の確認、及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認
プリント機能による印刷を行う印刷手段と、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、外部から視認できない排出先に印刷物を出力
する必要が無いジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機能に
よる印刷を前記印刷手段によって実行しないようにし、
　前記印刷手段による印刷対象のジョブが、前記外部から視認できない排出先に印刷物を
出力する必要があるジョブである場合に、当該ジョブの印刷の途中で前記確認プリント機
能による印刷を前記印刷手段によって実行させる制御手段と、を備えることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１に記載の発明によれば、次のようなことが可能となる。即ち、印刷結果の確認
及び／又は印刷条件の変更の為に利用することが可能な確認プリント機能による印刷を印
刷手段によって自動的に実行させる為の条件を印刷対象のジョブが満足することに応じて
この機能による印刷を印刷手段により自動的に実行可能となる。
【００１５】
　このように本発明によれば、印刷システムの印刷動作を無駄に停止させずに確認プリン
ト機能を有効活用できる使い勝手の良い印刷環境を、オペレータに不用意に手間をとらせ
ることなく構築できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照し、本発明の好適な実施形態について説明する。
【００１７】
　図１のＰＯＤシステム１００００は、印刷システム１０００、スキャナ１０２、サーバ
コンピュータ１０３（ＰＣ１０３）、クライアントコンピュータ１０４（ＰＣ１０４）を
有し、それらはネットワーク１０１を介して接続されている。また、ＰＯＤシステム１０
０００は、紙折り機１０７、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０、くるみ製本機１０８等
を有する。
【００１８】
　印刷システム１０００は、図２に示す如く、印刷装置１００とシート処理装置２００と
を有する。なお、本実施形態では、印刷装置１００として、コピー機能及びプリンタ機能
等、複数の機能を有するＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ
）を例に取り説明する。しかしながら、印刷装置１００は、コピー機能のみ、あるいは、
プリンタ機能のみの単一機能型の印刷装置であっても良い。
【００１９】
　ＰＣ１０３は、ネットワーク１０１に接続された各種装置とのデータの送受信を管理す
る。ＰＣ１０４は、ネットワーク１０１を介して、画像データを印刷装置１００やＰＣ１
０３に送信する。また、紙折り機１０７は、印刷装置１００で印刷されたシートの折り処
理を行う。くるみ製本機１０８は、印刷装置１００で印刷されたシートに対するくるみ製
本処理を行う。断裁機１０９は、複数枚のシートからなるシート束毎に、印刷装置１００
で印刷されたシートの断裁処理を行う。中綴じ製本機１１０は、印刷装置１００で印刷さ
れたシートに対する中綴じ製本処理を行う。
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【００２０】
　紙折り機１０７、くるみ製本機１０８、断裁機１０９、中綴じ製本機１１０を利用する
場合、ユーザは印刷装置１００で印刷されたシートを印刷システム１０００から取り出し
、利用する装置にセットし、その装置によって処理を実行させる。また、図１のＰＯＤシ
ステム１００００が有する複数の装置のうち、中綴じ製本機１１０以外の装置は、ネット
ワーク１０１に接続されており、互いに他装置とデータ通信可能に構成されている。
【００２１】
　次に、印刷システム１０００の構成について、図２のシステムブロック図を用いて説明
する。
【００２２】
　印刷システム１０００に含まれる図２に示す各ユニットのうちのシート処理装置２００
以外のユニットは、印刷装置１００に含まれる。印刷装置１００には、任意の台数のシー
ト処理装置２００を接続することができる。
【００２３】
　印刷システム１０００は、印刷装置１００で印刷されたシートに対するシート処理を、
印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００により実行できるように構成されてい
る。ただし、シート処理装置２００を接続せずに印刷装置１００のみで印刷システム１０
００を構成することも可能である。
【００２４】
　シート処理装置２００は、印刷装置１００と通信可能に構成され、印刷装置１００から
の指示を受け、後述するようなシート処理を実行することができる。スキャナ部２０１は
、原稿上の画像を読み取り、これを画像データに変換し、他のユニットに転送する。外部
Ｉ／Ｆ２０２は、ネットワーク１０１に接続された他の装置との間でデータの送受信を行
う。プリンタ部２０３は、入力された画像データに基づく画像をシート上に印刷する。操
作部２０４は、後述するハードキー入力部（キー入力部）４０２や、タッチパネル部４０
１を有し、それらを介してユーザからの指示を受付ける。また、操作部２０４は、操作部
２０４が有するタッチパネルに各種表示を行う。
【００２５】
　制御部２０５は、印刷システム１０００が有する各種ユニットの処理や動作等を統括的
に制御する。即ち、印刷装置１００及び印刷装置１００に接続されたシート処理装置２０
０の動作も制御する。ＲＯＭ２０７は、制御部２０５によって実行される各種コンピュー
タプログラムを記憶する。例えば、ＲＯＭ２０７は、後述するフローチャートの各種処理
を制御部２０５に実行させる為のプログラムや、後述する各種設定画面を表示するために
必要な表示制御プログラムを記憶する。また、ＲＯＭ２０７は、ＰＣ１０３やＰＣ１０４
等から受信したＰＤＬ（ページ記述言語）コードデータを、制御部２０５が解釈し、ラス
タイメージデータに展開する動作を実行するためのプログラムを記憶する。他にも、ＲＯ
Ｍ２０７は、ブートシーケンスやフォント情報等を記憶する。ＲＡＭ２０８は、スキャナ
部２０１や外部Ｉ／Ｆ２０２から送られてきた画像データや、ＲＯＭ２０７からロードさ
れた各種プログラム、設定情報を記憶する。またＲＡＭ２０８は、シート処理装置２００
に関する情報（印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００の台数（０からｎ台）
と、各シート処理装置２００の機能に関する情報、また、各シート処理装置２００の接続
順序等）を記憶する。
【００２６】
　ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）２０９は、ハードディスクとハードディスクへのデ
ータの読み書きを行う駆動部等で構成される。ＨＤＤ２０９は、スキャナ部２０１や外部
Ｉ／Ｆ２０２から入力され、圧縮伸張部２１０によって圧縮された画像データを記憶する
為の大容量の記憶装置である。制御部２０５は、ユーザからの指示に基づいて、ＨＤＤ２
０９に格納された画像データをプリンタ部２０３によって印刷することができる。また、
制御部２０５は、ユーザからの指示に基づいて、ＨＤＤ２０９に格納された画像データを
、外部Ｉ／Ｆ２０２を介してＰＣ１０３等の外部装置へ送信することもできる。
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【００２７】
　圧縮伸張部２１０は、ＪＢＩＧやＪＰＥＧ等といった各種圧縮方式によってＲＡＭ２０
８、ＨＤＤ２０９に記憶されている画像データ等の圧縮・伸張動作を行う。
【００２８】
　次に、印刷システム１０００の構成について、図３を用いて説明する。図３は、印刷装
置１００と印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００の断面図である。
【００２９】
　自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）３０１は、原稿トレイの積載面にセットされた原稿束を１
頁目の原稿から、ページ順に、順番に分離して、スキャナ３０２によって原稿走査するた
めに原稿台ガラス上へ搬送する。
【００３０】
　スキャナ３０２は、原稿台ガラス上に搬送された原稿の画像を読み取り、ＣＣＤによっ
て画像データに変換する。回転多面鏡（ポリゴンミラー等）３０３は、画像データに応じ
て変調された、例えばレーザ光などの光線を入射させ、反射ミラーを介して反射走査光と
して感光ドラム３０４に照射する。感光ドラム３０４上にレーザ光によって形成された潜
像はトナーによって現像され、転写ドラム３０５上に貼り付けられたシート材に対してト
ナー像を転写する。この一連の画像形成プロセスをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シ
アン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）のトナーに対して順次実行することによりフルカラー画像が
形成される。４回の画像形成プロセスの後に、フルカラー画像形成された転写ドラム３０
５上のシート材は、分離爪３０６によって分離され、定着前搬送器３０７によって定着器
３０８へ搬送される。定着器３０８は、ローラやベルトの組合せによって構成され、ハロ
ゲンヒータなどの熱源を内蔵し、トナー像が転写されたシート材上のトナーを、熱と圧力
によって溶解、定着させる。排紙フラッパ３０９は、揺動軸を中心に揺動可能に構成され
、シート材の搬送方向を規定する。排紙フラッパ３０９が図中時計回りの方向に揺動して
いるときには、シート材は真直ぐに搬送され、排紙ローラ３１０によって機外へ排出され
る。
【００３１】
　制御部２０５は、以上のような一連のシーケンスによって、片面印刷を実行するように
印刷装置１００を制御する。
【００３２】
　一方、シート材の両面に画像を形成する場合には、排紙フラッパ３０９が図中反時計回
りの方向に揺動し、シート材は下方向に進路を変更され両面搬送部へと送り込まれる。両
面搬送部は、反転フラッパ３１１、反転ローラ３１２、反転ガイド３１３および両面トレ
イ３１４を備える。反転フラッパ３１１は、揺動軸を中心に揺動し、シート材の搬送方向
を規定する。制御部２０５は、両面印刷ジョブを処理する場合、プリンタ部２０３でシー
トの第１面にプリント済みのシートを、反転フラッパ３１１を図中反時計回りの方向に揺
動し、反転ローラ３１２を介して、反転ガイド３１３へと送り込むよう制御する。そして
、シート材後端が反転ローラ３１２に狭持された状態で反転ローラ３１２を一旦停止させ
、引き続き反転フラッパ３１１が図中時計回りの方向に揺動させる。且つ、反転ローラ３
１２を逆方向に回転させる。これにより、シートスイッチバックして搬送させ、シートの
後端と先端が入れ替わった状態で、このシートを両面トレイ３１４へと導くよう制御する
。両面トレイ３１４ではシート材を一旦積載し、その後、再給紙ローラ３１５によってシ
ート材は再びレジストローラ３１６へと送り込まれる。このときシート材は、１面目の転
写工程とは反対の面が感光ドラム３０４と対向する側になって送られてきている。そして
、先述したプロセスと同様にしてシートの第２面に対して２面目の画像を形成させる。そ
して、シート材の両面に画像が形成され、定着工程を経て排紙ローラ３１０を介して印刷
装置１００本体内部から機外へとシートを排出させる。制御部２０５は、以上のような一
連のシーケンスによって、両面印刷を実行するように印刷装置１００を制御する。
【００３３】
　また、印刷装置１００は、印刷処理に要するシートを収納する給紙部を有する。給紙部
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には、給紙カセット３１７、３１８（例えば、それぞれ５００枚のシートを収容可能）、
給紙デッキ３１９（例えば、５０００枚のシートを収納可能）、手差しトレイ３２０等が
ある。給紙カセット３１７、３１８、給紙デッキ３１９は、サイズや材質の異なる各種シ
ートを、給紙部ごとに区別してセットできる。また、手差しトレイ３２０には、ＯＨＰシ
ート等の特殊なシートを含む各種シートをセットすることができる。給紙カセット３１７
、３１８、給紙デッキ３１９、手差しトレイ３２０には、それぞれに給紙ローラが設けら
れており、給紙ローラによってシートは１枚単位で連続的に給送される。
【００３４】
　次に、図３に示すシート処理装置２００について説明する。
【００３５】
　本実施形態の印刷システム１０００におけるシート処理装置２００は、上流の装置から
下流の装置にシート搬送路を介してシートを搬送できるのであれば、任意の種類の装置を
任意の台数だけ連結することができる。例えば、図３に示すように、印刷装置１００に近
い順に、大容量スタッカ２００－３ａ、糊付け製本機２００－３ｂ、中綴じ製本機２００
－３ｃの順序で連結し、これらを印刷システム１０００にてそれぞれ選択的に利用するこ
とができる。また、シート処理装置２００のそれぞれがシート排出部を備え、ユーザは、
シート処理がなされたシートを、それぞれのシート処理装置のシート排出部から取出すこ
とができる。
【００３６】
　制御部２０５は、印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００にて実行可能な種
類のシート処理の候補から、ユーザが所望する種類のシート処理の実行要求を、操作部２
０４を介して印刷実行要求と共に受付ける。そして、操作部２０４を介して処理対象とな
るジョブの印刷実行要求をユーザから受付けたことに応じて、制御部２０５は、そのジョ
ブにて要する印刷処理をプリンタ部２０３で実行させる。そして、制御部２０５は、この
印刷処理がなされたジョブのシートを、ユーザが所望するシート処理を実行可能なシート
処理装置までシート搬送路を介して搬送させ、そのシート処理装置でシート処理を実行さ
せる。
【００３７】
　例えば、印刷システム１０００が図３に示すシステム構成の場合に、ユーザから印刷実
行要求を受付けた処理対象のジョブが、大容量スタッカ２００－３ａによる大量積載処理
を行うように指示されたジョブであるとする。このジョブを「スタッカジョブ」と呼ぶ。
【００３８】
　このスタッカジョブを、図３のシステム構成にて処理する場合、制御部２０５は、印刷
装置１００で印刷されたこのジョブのシートを、図３のＡ点を通過させて、大容量スタッ
カ２００－３ａ内部へ搬送させる。その後、制御部２０５は、このジョブの積載処理を大
容量スタッカ２００－３ａで実行させる。そして、制御部２０５は、大容量スタッカ２０
０－３ａで積載処理がなされたこのジョブの印刷物を、他の装置（例えば後段の装置）へ
搬送せずに、大容量スタッカ２００－３ａ内部の排紙先Ｘに保持させる。
【００３９】
　ユーザは、この図３の排紙先Ｘにホールドされたスタッカジョブの印刷物を、排紙先Ｘ
の個所から直接取出すことができる。それにより、図３のシート搬送方向、最下流の排紙
先Ｚまでシートを搬送して、排紙先Ｚからスタッカジョブの印刷物を取出すといった、一
連の装置の動作やユーザの操作が不要になる。
【００４０】
　また、図３のシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象のジョブが
、糊付け製本機２００－３ｂによるシート処理（例えば、くるみ製本処理、または、天糊
製本処理の何れかの糊付け製本処理）を行うように指示されたジョブであるとする。この
ジョブを「糊付け製本ジョブ」と呼ぶ。
【００４１】
　この糊付け製本ジョブを、図３のシステム構成にて処理する場合、制御部２０５は、印
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刷装置１００で印刷されたシートを、図３のＡ点及びＢ点を介して糊付け製本機２００－
３ｂ内部へ搬送させる。その後、制御部２０５は、このジョブの糊付け製本処理を糊付け
製本機２００－３ｂで実行させる。そして、制御部２０５は、糊付け製本機２００－３ｂ
で糊付け製本処理がなされたこのジョブの印刷物を、他の装置（例えば後段の装置）へ搬
送させずに、そのまま、糊付け製本機２００－３ｂ内部の排紙先Ｙに保持させる。
【００４２】
　更に、例えば、図３のシステム構成にてユーザから印刷実行要求を受付けた処理対象の
ジョブが、中綴じ製本機２００－３ｃによるシート処理を行うように指示されたジョブで
あるとする。中綴じ製本機２００－３ｃによるシート処理には、例えば、中綴じ製本、パ
ンチ処理、断裁処理、シフト排紙処理、折り処理等がある。ここでは、このジョブを「中
綴じ製本ジョブ」と呼ぶ。
【００４３】
　この中綴じ製本ジョブを、図３のシステム構成にて処理する場合、制御部２０５は、印
刷装置１００で印刷されたこのジョブのシートを、Ａ点及びＢ点及びＣ点を通過させて中
綴じ製本機２００－３ｃに搬送させる。その後、制御部２０５は、このジョブのシート処
理を中綴じ製本機２００－３ｃで実行させる。そして、制御部２０５は、この中綴じ製本
機２００－３ｃによるシート処理がなされた中綴じ製本ジョブの印刷物を、中綴じ製本機
２００－３ｃの排紙先Ｚに保持させる。
【００４４】
　尚、排紙先Ｚには複数の排紙先候補がある。これは、中綴じ製本機２００－３ｃが複数
種類のシート処理を実行することができ、シート処理ごとに排紙先をわける際に用いられ
るものである。
【００４５】
　図１～図３で説明したように、本実施形態の印刷システム１０００は、印刷装置１００
に対して、複数台のシート処理装置を接続することができる。そして、これら複数台のシ
ート処理装置は、任意の組合せで、印刷装置１００に対して接続できる。また、これら複
数台のシート処理装置の接続順序も、装置同士のシート搬送路がつながる範囲内において
自由に変更することができる。また、印刷装置１００に接続可能なシート処理装置の候補
も複数種類存在する。
【００４６】
　次に、図４に示す断面図を用いて、シート処理装置２００に適用可能な大容量スタッカ
の内部構成について説明する。本実施形態にてこの大容量スタッカは、後述する確認プリ
ント機能による印刷で得られる印刷物をスタックする構成を有する特定種類の後処理装置
として機能する。そして、大容量スタッカは、上流の装置から搬送されたシートを３つの
搬送パスに選択的に搬送する。１つは、サンプルトレイパスであり、１つはスタックパス
であり、１つはストレートパスである。
【００４７】
　大容量スタッカ内部に備えるスタックパスは、スタックトレイにシートを搬送するため
のシート搬送路である。図４のスタックトレイは、伸縮可能なステイなどの上に載置され
る積載ユニットである。伸縮可能なステイの下には、着脱可能な台車が備えられている。
この台車を用いていることで、スタックトレイに積載されたシートをオペレータが運搬で
きる。
【００４８】
　この大容量スタッカによりシートの積載処理を行うように設定されたジョブの実行要求
を操作部２０４を介してユーザから受付けたとする。この場合、制御部２０５は、印刷装
置１００にて印刷されたシートを、この大容量スタッカが備えるスタックパスに搬送し、
スタックパスを介してスタックトレイへ排紙する。
【００４９】
　図４に示す大容量スタッカのストレートパスは、この大容量スタッカが有するスタック
トレイを用いたシートの積載処理を要さないジョブのシートを後段の装置へ搬送するため
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のシート搬送路である。
【００５０】
　サンプルトレイパスは、サンプルトレイにシートを排出するためのシート搬送路である
。これらは、出力の確認を要する作業等を行う際にスタックトレイからの出力物の取出し
を簡略化する場合等に用いられる。例えば、この場合、制御部２０５は、印刷装置１００
にて印刷されたシートをサンプルトレイパスへ搬送してサンプルトレイに排出させる。本
実施形態では、このサンプルトレイに確認プリント機能による印刷で得られる印刷物を出
力するように制御部２０５により制御している。
【００５１】
　尚、この大容量スタッカ内部のシート搬送路にはシートの搬送状況やジャムを検知する
為に要する複数のシート検知センサが設けられている。
【００５２】
　また、大容量スタッカは不図示のＣＰＵを備え、これら各センサからのシート検知情報
を、データ通信を行うための信号線を介して制御部２０５に通知する。制御部２０５は、
この大容量スタッカから通知された情報に基づき、大容量スタッカ内部のシートの搬送状
況やジャムを把握する。尚、大容量スタッカと印刷装置１００の間に他のシート処理装置
が接続されている場合、そのシート処理装置が備える不図示のＣＰＵが、この大容量スタ
ッカのセンサの情報を制御部２０５に通知する。
【００５３】
　次に、図５を用いて、操作部２０４の構成を説明する。
【００５４】
　操作部２０４は、タッチパネル部４０１と、キー入力部４０２とを備える。タッチパネ
ル部４０１は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：液晶表示部）
とその上に貼られた透明電極からなり、ユーザから指示を受付けるための各種設定画面を
表示する。このタッチパネル部４０１は、各種画面を表示する機能とユーザからの指示を
受付ける指示入力機能を兼ね備える。キー入力部４０２は、電源キー５０１やスタートキ
ー５０３や、ストップキー５０２やユーザモードキー５０５、テンキー５０６を備える。
スタートキー５０３は、コピージョブや、送信ジョブの実行を印刷装置１００に開始させ
る場合に用いられる。テンキー５０６は、印刷部数等の数値入力の設定を行う場合に用い
られる。
【００５５】
　制御部２０５は、このタッチパネル部４０１に表示される各種画面を介して受付けたユ
ーザ指示や、キー入力部４０２を介して受付けたユーザ指示、に基いた各種処理を行うよ
うに印刷システム１０００を制御する。
【００５６】
　図６は、印刷装置１００により印刷されたシートに対して実行すべきシート処理の種類
をユーザに選択させるための設定画面の表示例を示す図である。制御部２０５は、タッチ
パネル部４０１に表示される画面上の図５に示すシート処理設定のキー６０９がユーザに
より押されると、この図６の画面をタッチパネル部４０１に表示させる。この図６の画面
は、印刷システム１０００に含まれるシート処理装置２００を用いて実行可能なシート処
理の種類をユーザが選択できるように構成された設定画面である。制御部２０５は、この
図６の画面を介して、処理対象となるジョブにて実行すべきシート処理の設定をユーザか
ら受付け、その設定に従ったシート処理をシート処理装置２００で実行させる。
【００５７】
　図７に示す画面は、印刷装置１００にシート処理装置２００が接続されるケースにて、
どのような種類のシート処理装置をどのような接続順序で何台接続するのか等を特定する
ための情報をユーザが登録できるように構成された設定画面である。制御部２０５は、ユ
ーザモードキー５０５が押された場合に、この図７に示す画面をタッチパネル部４０１に
表示できるように制御する。
【００５８】
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　例えば、印刷システム１０００を図３に示すようなシステム構成にする場合、図７に示
すように、大容量スタッカ、糊付け製本機、中綴じ製本機の３台のシート処理装置を大容
量スタッカから順番に印刷装置１００に接続する旨を示す登録情報を設定する。制御部２
０５は、この図７の画面を介してユーザにより設定されたシート処理装置２００に係る情
報をシステム構成情報としてＲＡＭ２０８に保持させ、適宜読み出して参照する。これに
より、制御部２０５は、印刷装置１００に対してどのようなシート処理装置をどのような
接続順序で何台接続するのか等を確認する。
【００５９】
　なお、印刷システム１０００は、複数のジョブのデータを記憶可能なＨＤＤ２０９のデ
ータの印刷処理を実行可能なプリンタ部２０３を有する印刷装置１００を具備する。また
、印刷システム１０００は、印刷装置１００と複数台のシート処理装置２００が接続でき
るように構成されている。また、印刷装置１００に接続可能なこれら複数台のシート処理
装置２００はそれぞれ、プリンタ部２０３で印刷がなされたジョブのシート（印刷物又は
印刷媒体とも呼ぶ）に対するシート処理（フィニッシング又は後処理とも呼ぶ）を実行可
能に構成されている。また、これらのシート処理装置２００は、各装置毎に、自装置でシ
ート処理を施した印刷物をオペレータが取出すことができるように構成されている。そし
て、本実施形態の印刷システム１０００は、プリンタ部２０３からこれら複数台のシート
処理装置２００に対して、プリンタ部２０３により印刷がなされたジョブのシートを、選
択的に供給できるように構成されている。
【００６０】
　そして本実施形態にて印刷システム１０００に適用される印刷装置１００は、印刷結果
の確認及び／又は印刷条件の変更のために利用することが可能な確認プリント機能を具備
している。
【００６１】
　そして本実施形態にて制御部２０５は、この確認プリント機能による印刷をプリンタ部
２０３（印刷手段）によって自動的に実行させるための制御手段として機能する。
【００６２】
　また、制御部２０５は、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、確認プリント機
能による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行させるための条件を満足するか否
かの判断を行う判断手段としても機能する。
【００６３】
　そして、この判断により、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、確認プリント
機能による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行させるための条件を満足する判
断結果が得られたとする。
【００６４】
　このように、印刷対象のジョブが、確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３に
よって自動的に実行させるための条件を満足することに応じて、制御部２０５は、確認プ
リント機能による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行させる。
【００６５】
　このように本実施形態の印刷システム１０００は、印刷対象のジョブが、確認プリント
機能による印刷を自動的に実行させるための条件を満足することに応じて、当該機能によ
る印刷を自動的に実行できるように構成されている。このように、印刷システム１０００
の印刷動作を無駄に停止させずに確認プリント機能を有効活用できる使い勝手の良い印刷
環境を、オペレータに不用意に手間をとらせることなく構築できる仕組みを具備している
。
【００６６】
　なお、この確認プリント機能よる印刷を行う場合、制御部２０５は、プリンタ部２０３
による印刷対象のジョブの印刷データを用いて確認プリント機能による印刷をプリンタ部
２０３によって自動的に実行させる。なおかつ、確認プリント機能よる印刷を行う場合、
制御部２０５は、この印刷対象のジョブの印刷の途中で当該確認プリント機能による印刷



(13) JP 5196921 B2 2013.5.15

10

20

30

40

50

をプリンタ部２０３によって自動的に実行させる。これにより、実際に利用される印刷デ
ータそのものを用いた印刷結果の確認が出来る。そして、無駄に印刷動作を停止させる事
無しに、印刷濃度等の実際に印刷動作が進むにつれて出力結果に変化を及ぼすようなパラ
メータを、抜き取りチェックのような感覚でオペレータは簡単に確認できる。
【００６７】
　また、前述の判断に関する１つの実施形態として、本実施形態にて制御部２０５は、プ
リンタ部２０３による印刷対象のジョブが、印刷を完了するために予め定められた枚数以
上（規定枚数以上）の印刷媒体を要するジョブか否かを判断する。
【００６８】
　そして、もし、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、印刷を完了するために予
め定められた枚数以上の印刷媒体を要さないジョブであるとする。このケースに該当する
判断を下した場合、制御部２０５は、当該ジョブの印刷の途中で該確認プリント機能によ
る印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行すること無しに当該ジョブの印刷をプリ
ンタ部２０３によって完了させる。
【００６９】
　一方、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、印刷を完了するために予め定めら
れた枚数以上の印刷媒体を要するジョブであるとする。このケースに該当する判断を下し
た場合に、制御部２０５は、当該ジョブの印刷の途中で当該確認プリント機能による印刷
をプリンタ部２０３によって自動的に実行させる。
【００７０】
　なお、この構成にかわって以下に示す構成を具備するものでも本発明の一実施形態に適
用できる。
【００７１】
　たとえば前述の判断の別の実施形態として、制御部２０５は、プリンタ部２０３による
印刷対象のジョブが、印刷を完了するために予め定められた時間以上（規定時間以上）の
時間を要するジョブか否かを判断する。
【００７２】
　そして、もし、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、印刷を完了するために予
め定められた時間以上の時間を要さないジョブであるとする。このケースに該当する判断
を下した場合、制御部２０５は、当該ジョブの印刷の途中で該確認プリント機能による印
刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行すること無しに、当該ジョブの印刷をプリン
タ部２０３によって完了させる。
【００７３】
　一方、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、印刷を完了するために予め定めら
れた時間以上の時間を要するジョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場
合に、制御部２０５は、当該ジョブの印刷の途中で当該確認プリント機能による印刷をプ
リンタ部２０３によって自動的に実行させる。
【００７４】
　なお、この構成にかわって以下に示す構成を具備するものでも本発明の一実施形態に適
用できる。
【００７５】
　たとえば前述の判断の別の実施形態として、制御部２０５は、プリンタ部２０３による
印刷対象のジョブが、特定種類の後処理装置の内部に具備される予め定められた排出先に
印刷物を出力する必要のあるジョブか否かを判断する。なお、本実施形態にて前述の大容
量スタッカの内部に具備されるスタックトレイは、この特定種類の後処理装置の内部に具
備される予め定められた排出先の具体例である。
【００７６】
　そして、もし、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この特定種類の後処理装
置の内部に具備される予め定められた排出先に印刷物を出力する必要が無いジョブである
とする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は、当該ジョブの印刷の
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途中で該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行すること
無しに、当該ジョブの印刷をプリンタ部２０３によって完了させる。
【００７７】
　一方、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この予め定められた排出先に印刷
物を出力する必要があるジョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場合、
制御部２０５は、当該ジョブの印刷の途中で当該確認プリント機能による印刷をプリンタ
部２０３によって自動的に実行させる。
【００７８】
　このように構成することで、例えば、印刷物の排紙先が、後処理装置の筐体外部に露出
する排紙先である場合に、制御部２０５は、自動的に確認プリントを実行することを禁止
するよう制御する。一方、例えば、印刷物の排紙先が、後処理装置の筐体内部に具備され
る排紙先である場合には、制御部２０５は、自動的に確認プリントを実行できるように制
御する。このような構成に、本実施形態の印刷システム１０００は適用できる。これによ
り、大容量スタッカの内部の排紙先を用いて印刷している最中は、大容量スタッカにどん
な印刷物が出力されているのかをオペレータが確認できない、といったトラブルの発生を
抑制できる。しかも、このようなトラブルを抑制しつつ、排紙先に関係なく一律的に確認
プリントを自動的に行わないようにすることで、必要以上に確認プリントを自動的に行わ
ないようにすることができ、生産性に影響を及ぼすような無駄な動作を抑制できる。この
ように確認プリント機能の利便性が向上できる。
【００７９】
　なお、この構成にかわって以下に示す構成を具備するものでも本発明の一実施形態に適
用できる。
【００８０】
　たとえば前述の判断の別の実施形態として、制御部２０５は、プリンタ部２０３による
印刷対象のジョブが、複数の工程からなる特定種類の後処理を行う必要のあるジョブか否
かを判断する。なお、印刷物本文に糊付けする工程と表紙を接着する工程と小口を断裁す
る工程などからなる上述した糊付け製本機によるくるみ製本処理などは、この特定種類の
後処理の具体例である。
【００８１】
　そして、もし、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この特定種類の後処理を
行う必要の無いジョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２
０５は、当該ジョブの印刷の途中で該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３に
よって自動的に実行すること無しに、当該ジョブの印刷をプリンタ部２０３によって完了
させる。
【００８２】
　一方、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この特定種類の後処理を行う必要
の有るジョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は、
当該ジョブの印刷の途中で、当該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３によっ
て自動的に実行させる。
【００８３】
　このように構成することで、たとえば、印刷対象のジョブが、ステイプルジョブといっ
た単純な作業工程からなる後処理を要するジョブである場合は、自動的に確認プリントを
実行することを禁止するよう制御部２０５により制御する。一方、たとえば、印刷対象の
ジョブが、前述の糊付け製本ジョブといった高度な高付加価値機能の後処理を要するジョ
ブの場合は、自動的に確認プリントを実行できるように制御部２０５により制御する。こ
のような構成に本実施形態の印刷システム１０００は適用できる。これにより、確認プリ
ント機能の利便性を向上でき、時間と労力を費やしてようやく完成した高付加価値機能の
後処理が施された印刷物であるにも拘らず、印刷結果に不備があるといったトラブルの発
生を抑えることができる。
【００８４】
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　なお、この構成にかわって以下に示す構成を具備するものでも本発明の一実施形態に適
用できる。
【００８５】
　たとえば前述の判断の別の実施形態として、制御部２０５は、プリンタ部２０３による
印刷対象のジョブが、特定種類の消耗材を用いる必要の有るジョブか否か判断する。なお
、カラープリントに利用するトナーや光沢感を出すために利用されるクリアトナーといっ
た付加価値の高いトナーは、この特定種類の消耗材の具体例である。また、糊付け製本す
る際に利用される糊といった付加価値の高い後処理資源も、この特定種類の消耗材の具体
例である。また、光沢紙といった付加価値の高い印刷媒体も、この特定種類の消耗材の具
体例である。
【００８６】
　そして、もし、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この特定種類の消耗材を
用いる必要の無いジョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部
２０５は、当該ジョブの印刷の途中で該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３
によって自動的に実行すること無しに、当該ジョブの印刷をプリンタ部２０３によって完
了させる。
【００８７】
　一方、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この特定種類の消耗材を用いる必
要のあるジョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は
、当該ジョブの印刷の途中で当該確認プリント機能による印刷を、プリンタ部２０３によ
って自動的に実行させる。
【００８８】
　このように構成することで、たとえば、印刷対象のジョブが、モノクロ印刷ジョブや、
ステイプルジョブや、普通紙を印刷に利用するジョブ、などであるとする。このように、
印刷対象のジョブが、カラー印刷ジョブや、糊付け製本ジョブや、光沢紙を印刷に利用す
るジョブ、よりは付加価値の低い消耗材を要するジョブであるとする。この場合は、自動
的に確認プリントを実行することを禁止するよう、制御部２０５により制御する。一方、
たとえば、印刷対象のジョブが、これらカラー印刷ジョブや、糊付け製本ジョブや、光沢
紙を印刷に利用するジョブ、であるとする。この場合は、自動的に確認プリントを実行で
きるように、制御部２０５により制御する。このような構成に本実施形態の印刷システム
１０００は適用できる。これにより、確認プリント機能の利便性を向上でき、高い付加価
値の消耗材を用いてようやく完成した印刷物であるにも拘らず、印刷結果に不備があると
いったトラブルの発生を抑えることができる。
【００８９】
　なお、この構成にかわって以下に示す構成を具備するものでも本発明の一実施形態に適
用できる。
【００９０】
　たとえば前述の判断の別の実施形態として、制御部２０５は、プリンタ部２０３による
印刷対象のジョブが、第１のジョブ種のジョブか第２のジョブ種のジョブかを判断する。
原稿読取手段として機能するスキャナ３０２によって読取られる原稿の印刷データの印刷
を要するジョブは、この第１のジョブ種のジョブの具体例である。一方、ＰＣ１０４など
の情報処理装置など、印刷装置１００とデータ通信可能な外部の他装置から送信される印
刷データの印刷を要するジョブは、この第２のジョブ種のジョブの具体例である。
【００９１】
　そして、もし、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この第１のジョブ種のジ
ョブであるとする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は、当該ジョ
ブの印刷の途中で該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実
行すること無しに、当該ジョブの印刷をプリンタ部２０３によって完了させる。
【００９２】
　一方、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブが、この第２のジョブ種のジョブであ
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るとする。このケースに該当する判断を下した場合、制御部２０５は、当該ジョブの印刷
の途中で、当該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行さ
せる。
【００９３】
　このように構成することで、たとえば、印刷対象のジョブがコピージョブなど、印刷装
置１００の前に存在するオペレータ自身が印刷される原稿の内容を事前に把握しているケ
ースに該当するジョブなどであるとする。この場合は、自動的に確認プリントを実行する
ことを禁止するよう制御部２０５により制御する。一方、たとえば、印刷対象のジョブが
外部からのＰＤＬジョブなど、印刷装置１００の前に存在するオペレータ自身が印刷され
る原稿の内容を事前に把握していないケースに該当するジョブなどであるとする。このよ
うに、印刷システム１０００の前に存在するオペレータとは違うユーザが外部などの遠隔
の端末から印刷ジョブを投入したケースであるとする。この場合は、自動的に確認プリン
トを実行できるように制御部２０５により制御する。このような構成に本実施形態の印刷
システム１０００は適用できる。これにより、確認プリント機能の利便性が向上でき、印
刷システム１０００のオペレータ自身が印刷されるデータの内容を事前に知らない場合で
も、そのデータの印刷結果が容易に確認できる。また、たとえば、コピーをとろうとオペ
レータが印刷システム１０００の目の前に赴いたら外部からの印刷が行われており、どん
なデータを印刷していのかその時点で理解できないといったトラブルの発生も抑制できる
。
【００９４】
　以上、本実施形態の印刷システム１０００は、確認プリント機能による印刷を自動的に
行う構成として、複数種類の構成に対応するよう構成されている。しかし、これら前述し
た複数種類の構成のうちの１つのみ或いは２個以上の構成或いは全ての構成を具備するよ
うに印刷システム１０００を構成しても良い。このように種々の変更や応用に対応した構
成を具備したものも本実施形態に包含されるのであるが、以下に示す本実施形態の印刷シ
ステム１０００が具備する構成に相当する構成も具備することが好ましい。
【００９５】
　たとえば前述のように、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブの印刷の途中で、確
認プリント機能による印刷を自動的に行うとする。この場合、制御部２０５は、確認プリ
ント機能による印刷を予め定められた間隔でもって繰り返しプリンタ部２０３によって自
動的に実行させることができるように制御する。
【００９６】
　たとえば、印刷対象のジョブが予め定められた枚数以上の印刷を要するジョブであると
する。この場合、本実施形態にて制御部２０５は、このジョブの印刷においてこの予め定
められた枚数よりも少ない値の特定枚数分の印刷を行う度に、このジョブの印刷にかわっ
て、前述の確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３により自動的に実行させる。
たとえば本実施形態にて、印刷対象のジョブが５０００枚以上の印刷を要するジョブであ
ることを制御部２０５により判断したとする。この場合、これを条件に制御部２０５は、
当該ジョブの印刷において印刷用紙１００枚連続して印刷する度に、この印刷にかわって
自動的にこのジョブの為の確認プリントをプリンタ部２０３に実行させる。この一連の制
御は当該構成の具体例である。
【００９７】
　また、たとえば、印刷対象のジョブが、印刷開始から印刷完了までの印刷に要する所要
時間が予め定められた時間以上の大量印刷ジョブであるとする。この場合、本実施形態に
て制御部２０５は、該ジョブの印刷完了までに必要な時間よりも短い値の特定時間分のこ
のジョブの印刷を行う度に、当該ジョブの印刷にかわって、確認プリント機能による印刷
をプリンタ部２０３により自動的に実行させる。たとえば本実施形態にて、印刷対象のジ
ョブが印刷完了迄に２０分以上の印刷を要するジョブであることを制御部２０５により判
断したとする。この場合、これを条件に制御部２０５は、当該ジョブの印刷を５分間連続
して実行する度に、当該印刷にかわって自動的に該ジョブの為の確認プリントをプリンタ
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部２０３に実行させる。この一連の制御は当該構成の具体例である。
【００９８】
　本実施形態の印刷システム１０００は、前者の構成のように、特定枚数印刷したらその
ジョブの確認プリントを実行する動作と、後者の構成のように特定時間分印刷をしたらそ
のジョブの確認プリントを実行する動作とが選択的に実行できるよう構成されている。
【００９９】
　そのために本実施形態では、制御部２０５が、第１の指示または第２の指示をユーザイ
ンタフェースを介してユーザから予め受け付ける手段として機能する。
【０１００】
　第１の指示とは、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブの印刷の途中で確認プリン
ト機能による印刷を自動的に行う場合、当該ジョブの印刷を何枚行ったら該機能による印
刷を自動的に行うのかを決定する為に、その枚数を指定するユーザからの指示である。本
実施形態では、第１の指示がユーザインタフェースを介してユーザにより予め入力済みの
場合、その第１の指示に従って当該確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３によ
り自動的に実行できるよう制御部２０５により制御する。
【０１０１】
　一方、第２の指示とは、次のような指示である。即ち、プリンタ部２０３による印刷対
象のジョブの印刷の途中で確認プリント機能による印刷を自動的に行うにあたり、当該ジ
ョブの印刷を何分行ったら該機能による印刷を自動的に行うのかを決定するために、その
時間を指定するユーザからの指示である。本実施形態では、第２の指示がユーザインタフ
ェースを介してユーザにより予め入力済みの場合、その第２の指示に従って当該確認プリ
ント機能による印刷をプリンタ部２０３により自動的に実行できるよう制御部２０５によ
り制御する。
【０１０２】
　以上各種構成を具備することで印刷システム１０００における確認プリント機能に係る
前述の効果を向上させることができるという、更なる効果が得られる。なお、これらの構
成に加えて、本実施形態にて印刷システム１０００は以下の構成も具備している。
【０１０３】
　例えば本実施形態にて制御部２０５は、プリンタ部２０３による印刷対象のジョブの印
刷の途中で確認プリント機能による印刷を自動的に行うことを禁止または許可する要求を
、ユーザインタフェースを介してユーザから事前に受け付ける手段としても機能する。
【０１０４】
　そして、もし、確認プリント機能による印刷を自動的に行うことを禁止するための要求
が当該ユーザインタフェースを介してユーザにより予め入力済みであるとする。この場合
、その要求に基いて制御部２０５は、前述の各構成のように、プリンタ部２０３による印
刷対象のジョブの印刷の途中で確認プリント機能による印刷を自動的に行うことを禁止す
る。一方、この要求が、当該ユーザインタフェースを介してユーザにより予め入力済みで
は無いとする。たとえば、確認プリント機能による印刷を自動的に行うことを許可する指
示が当該ユーザインタフェースを介してユーザにより予め入力済みであるとする。これに
該当する判断を下した場合、制御部２０５は、前述の各構成のように、プリンタ部２０３
による印刷対象のジョブの印刷の途中で、確認プリント機能による印刷を自動的に行うこ
とを許可する。
【０１０５】
　以上説明した各種の構成のように、本実施形態にて制御部２０５は、確認プリント機能
による印刷をプリンタ部２０３によって自動的に実行させるための条件を満足するか否か
の判断を行う。そして、この条件に満足しないと判断した場合、制御部２０５は、プリン
タ部２０３による印刷対象のジョブの印刷の途中で、確認プリント機能による印刷を自動
的に行わない（禁止する）よう制御する。
【０１０６】
　このように本実施形態の印刷システム１０００は、印刷対象のジョブの印刷の途中で確
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認プリント機能による印刷を自動的に行うことを禁止するケースに対応する構成も具備し
ている。ただし、このケースにおいても、ユーザから明示的に確認プリントを実行させる
指示が入力された場合には、制御部２０５は、当該ジョブの印刷の途中で確認プリント機
能による印刷をプリンタ部２０３により実行することを許可する。
【０１０７】
　たとえば、印刷対象のジョブの印刷の途中で、確認プリント機能による印刷を自動的に
行うことを禁止するとする。本実施形態ではこのケースにおいても、制御部２０５は、プ
リンタ部２０３による印刷対象のジョブの印刷をプリンタ部２０３で実行している最中に
、当該機能による印刷要求を前述のユーザインタフェースを介してユーザから受付ること
を許可する。そして、この要求がユーザインターフェースを介して該ジョブの印刷実行中
に入力された事を条件に、制御部２０５は、該ジョブの印刷の途中で前述の確認プリント
機能による印刷を、プリンタ部２０３により実行させる。このように本実施形態の印刷シ
ステム１０００は手動入力に対応した構成も具備する。
【０１０８】
　即ち、本実施形態の印刷システム１０００は、確認プリント機能による印刷をプリンタ
部２０３により実行させる方法として、第１のモードと第２のモードの２種類のモードを
有する。
【０１０９】
　そして、本実施形態の印刷システム１０００は、この第１のモードとして、前述したよ
うに、予め定められた条件を満足することに応じて、確認プリント機能による印刷をプリ
ンタ部２０３により自動的に実行させる自動モードを有する。この条件は、本実施形態に
おいて、確認プリント機能による印刷を自動的に実行させることを制御部２０５が許可す
るために予め定められた規定条件であって、自動確認プリントの実行許可条件を定義した
制御部２０５により利用される判断材料データである。
【０１１０】
　なお、この自動モードに関し、前述した実施形態では、確認プリント機能による印刷を
プリンタ部２０３によって自動的に実行させるための予め定められた規定条件として、以
下の７種類を説明した。
【０１１１】
　（１）　印刷対象のジョブが、印刷を完了するために、条件として予め定められた規定
枚数（後述の具体例では５０００枚）以上の印刷媒体を要するジョブであること。
【０１１２】
　（２）　印刷対象のジョブが、印刷を完了するために、条件として予め定められた規定
時間（たとえば１０分）以上の時間を要するジョブであること。
【０１１３】
　（３）　印刷対象のジョブが、条件として予め定められた排出先であって、特定種類の
後処理装置の内部に具備される排出先（本形態では大容量スタッカのスタックトレイ）に
印刷物を出力する必要のあるジョブであること。
【０１１４】
　（４）　印刷対象のジョブが、条件として予め定められた種類の後処理であって、複数
の工程からなる特定種類の後処理（たとえば、糊付け、断裁等の工程を要するくるみ製本
処理）を行う必要のあるジョブであること。
【０１１５】
　（５）　印刷対象のジョブが、条件として予め定められた特定種類の消耗材（前述の例
では付加価値の高い色材や印刷媒体や綴じ部材）を要するジョブであること。
【０１１６】
　（６）　印刷対象のジョブが、条件として予め定められたタイプ（属性）の印刷ジョブ
であって、印刷装置１００とデータ通信可能な他の装置から送信される印刷データの印刷
を要するジョブであること。
【０１１７】
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　（７）　確認プリント機能による印刷を自動的に行うことを禁止する要求が、ユーザイ
ンタフェースを介してユーザにより予め入力されていないこと。
【０１１８】
　これら（１）～（７）の規定条件は、確認プリント機能による自動印刷を実行するため
の管理情報として、予め印刷装置１００内のメモリに登録されている。なお、本実施形態
では、管理者等の特定のオペレータが不図示の初期設定画面を介してこれらの規定条件に
対応する設定を変更できるように構成されている。
【０１１９】
　例えば、制御部２０５は、前述の（１）に相当する規定枚数として５０００が初期値と
して登録されている場合に、オペレータからの指示に応答して図１１Ｂに示したユーザイ
ンタフェースを操作部２０４に表示させる。このユーザインタフェースでは、５０００枚
をデフォルト表示する。そして、このユーザインタフェースでは、この規定枚数として採
用可能な設定値の候補として１０００枚～９９９９枚を提示する。そして、このユーザイ
ンタフェースにて、この範囲内の値がオペレータにより設定されると、これに応答して制
御部２０５は、オペレータが設定した値をこの規定枚数として利用するように設定変更す
る。その他の規定条件についても同様に、ユーザインタフェースからの指示で変更できる
。
【０１２０】
　本実施形態の印刷システム１０００は、前述したとおり、制御部２０５による制御によ
って、これら７つの条件の全てに対応する構成を具備する。このような構成のものは当然
、本実施形態に包含されるわけだが、これに限定されるものではない。たとえば、これら
７つの条件のうちの１つのみに対応する構成を具備する装置或いはシステム、２～６個の
複数の条件に対応する構成を具備する装置或いはシステムであっても、本実施形態に包含
される。
【０１２１】
　また、これら（１）～（７）の条件に対応する前述の判断を行うにあたり、制御部２０
５は、印刷対象となるジョブの印刷処理条件、印刷データのトータルのページ数、印刷シ
ステム１０００のシステム構成情報や初期設定に関する情報を取得する。たとえば、印刷
処理条件は、図５や図６のユーザインタフェースにて、ユーザにより設定された設定情報
をもとに、制御部２０５により特定される。ページ数は、ジョブの属性情報から取得する
。或いは、ＨＤＤ２０９に記憶される印刷データのページ数をカウントするカウンタから
の情報により、このページ数の合計が制御部２０５により特定される。また、印刷システ
ム１０００のシステム構成情報や初期設定に関する情報は、印刷装置１００のメモリに予
め登録されているので、この情報を読出すことで、制御部２０５により特定される。そし
て、これら取得した各情報によって、制御部２０５は、これら（１）～（７）の条件に対
応する前述の判断及び制御を行う。ただし、これらは例示的なものであって、前述のよう
に、確認プリント機能による印刷を自動的に実行させる条件を満足するか否かに関する判
断が可能であるならば、如何なる構成でも良い。
【０１２２】
　そして本実施形態の印刷システム１０００は、この自動モードの他にも更に、第２のモ
ードとして、手動モードも有する。本実施形態の印刷システム１０００は前述したように
、プリンタ部２０３が印刷を実行している最中に確認プリント機能による印刷要求がユー
ザインタフェースを介してユーザから入力されたことに応じて、確認プリント機能による
印刷を実行するモードを有する。このモードが当該手動モードに該当する。
【０１２３】
　このように印刷システム１０００は、第１のモード（自動モード）と第２のモード（手
動モード）の両方を具備するわけだが、本実施形態の印刷システム１０００は、これら２
つのモードに共通して適用される構成要件を更に具備している。これは、確認プリント機
能に関する、本実施形態にて得られる効果を更に向上させる仕組みである。
【０１２４】
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　たとえば、第１のモードに従って確認プリント機能による印刷を行う場合でも、第２の
モードに従って確認プリント機能による印刷を行う場合でも、制御部２０５は、当該機能
による印刷で得られる印刷物の排紙先が同じとなるよう制御する。そして、どちらのケー
スであっても制御部２０５は、印刷対象のジョブの印刷の途中で当該ジョブの印刷にかわ
って実行される確認プリント機能による印刷で得られる印刷物を、該ジョブの印刷に利用
される排出先とは異なる排出先へ出力するよう制御する。このように、本実施形態にて制
御部２０５は、確認プリント機能にて印刷される印刷物ための排出先制御手段としても機
能する。
【０１２５】
　なお、どちらのモードにおいても制御部２０５は、確認プリント機能で得られる印刷物
は同じ場所（排紙先）に出力するよう制御するわけだが、本実施形態では、排出先として
、前述した大容量スタッカのサンプルトレイが選択されるよう制御している。このように
、制御部２０５は、自動でも手動でも、確認プリント機能で得られる印刷物を後処理装置
の機外に露出した排出先へ出力させる。そして本実施形態では更に、自動でも手動でも確
認プリント機能で得られる印刷物は、大容量スタッカのスタックトレイといった後処理装
置内部の排出先へ出力されないように、制御部２０５により制御している。
【０１２６】
　このように制御部２０５は、第１のモードと第２のモードの何れのモードで確認プリン
ト機能による印刷を実行する場合でも、特定種類の後処理装置の内部に具備される排出先
へ、当該機能による印刷で得られる印刷物を出力することを禁止する。そして何れのケー
スでも制御部２０５は、この出力先へ確認プリント機能による印刷で得られる印刷物を出
力すること無しに、特定種類の後処理装置の外部に具備される排出先へ、該機能による印
刷で得られる印刷物を出力できるよう（出力可能に）制御する。
【０１２７】
　これらの構成によって、第１のモードと第２のモードの何れかによって確認プリント機
能で得られる印刷物の排紙先が異なってしまい、オペレータが困惑するといったトラブル
の発生を抑制できる。また、一方のモードでは機外に露出した排出先に当該印刷物が排出
されるにも拘らず、他方のモードでは機内の排出先に当該印刷物が排出されてしまい、オ
ペレータの負荷増大や当該機能の利便性の低下を招くといったトラブルの発生も抑制でき
る。
【０１２８】
　なお、本実施形態の印刷システム１０００は、これらの構成以外にも、第１のモード、
第２のモードで共通して適用される制御に対応した構成を具備している。
【０１２９】
　例えば第１のモード、第２のモードのどちらのモードで確認プリント機能による印刷を
実行する場合でも、制御部２０５は、印刷対象となるジョブの印刷の途中で、当該ジョブ
の印刷にかわって確認プリント機能による印刷をプリンタ部２０３により実行させる。そ
して、どちらのケースにおいても、制御部２０５は、当該確認プリント機能による印刷を
プリンタ部２０３によって実行させた後に、印刷対象のジョブの印刷をプリンタ部２０３
によって自動的に再開できるよう（再開可能に）制御している。
【０１３０】
　これにより第１のモード、第２のモードの何れのモードにおいても、確認プリント機能
による印刷が原因で無駄に印刷対象のジョブの生産性が低下するというトラブル無しに、
確認プリント機能により得られる前述の各種効果が図れるという更なる効果が図れる。
【０１３１】
　ただし本実施形態では少なくとも、第２のモードに従った確認プリント機能による印刷
に先立って、この印刷を自動的に再開させることを禁止する指示を、ユーザインタフェー
スを介してユーザから予め受付可能に制御部２０５により制御している。もし、この指示
を事前に受付済みならば、少なくとも第２のモードにおいては、確認プリント機能による
印刷を実行させた後に、この印刷をプリンタ部２０３により自動的に再開することは禁止
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するよう制御部２０５により制御する。
【０１３２】
　これにより、第１のモード、第２のモード毎に、ユーザのニーズに柔軟に対応できる仕
組みが提供でき、確認プリント機能により得られる前述の各種効果が図れるという更なる
効果が図れる。
【０１３３】
　なお、確認プリント機能による印刷を自動的に実行させる、とは、該機能による印刷指
示を印刷対象となるジョブのためにユーザが明示的にいちいち指示すること無しに、前述
の条件を満足することに応じて当該機能による印刷を実行させることを意味する。
【０１３４】
　また、本実施形態では前述のとおり、確認プリント機能に係わる複数種類の判断及び／
又は制御を、印刷装置１００に具備される制御部２０５が行う。ただし、これ以外の構成
でもよく、これに限定されるものでもない。例えば、ＰＣ１０３、１０４等の情報処理装
置やシート処理装置（１０８、１０９等）の後処理装置といった装置（印刷装置１００と
通信手段を介してデータ通信可能な装置）に具備される制御部が、これらの判断及び／又
は制御を制御部２０５のかわりに行う。このような構成でも本実施形態は適用できる。な
お、このように、印刷装置１００とは異なる他の装置によってこれらの判断及び／又は制
御が行われる場合には、前述のユーザインタフェースはその装置によって提供されるよう
に構成する。
【０１３５】
　また、これら確認プリント機能に係わる複数種類の判断及び／又は制御を、１つの手段
によって行う構成でも良いし、複数の手段に分担し、それらの手段が協働することでこれ
らの判断及び／又は制御を実行する構成でもよい。これにより、たとえば、１つのＣＰＵ
で装置及び／又はシステムが制御される構成でも、複数のＣＰＵが協働することで装置及
び／又はシステムが制御される構成でも良い。このように、各種の変形、応用が可能であ
る。
【０１３６】
　次に、以上に説明した本実施形態の印刷システム１０００が具備する確認プリント機能
に係わる構成の補足説明と、具体例の説明を以下に列挙する。
【０１３７】
　なお、以下に説明する各種の構成は、前述した確認プリント機能に係わる各種構成に対
して矛盾の無い範囲内で取捨選択して適宜適用可能なものとしても良い。また、以下に説
明する構成はあくまでも例示的なものとし、以下の記載に限定されるものでもなく、前述
した確認プリント機能に係わる各種の構成に基づいた構成だけでもって本実施形態の構成
は完成させても良い。また、以下の例示では、前述のユーザインタフェースの具体例とし
て操作部２０４及び／又は操作部２０４により表示される画面を採用しているが、これに
限定されるものではない。例えば、前述のようにＰＣ１０３やＰＣ１０４で確認プリント
機能に関する判断及び／又は制御を行う場合には、その装置の操作／又はその操作部によ
り表示される画面が本実施形態におけるユーザインタフェースとして適用される。
【０１３８】
　まず、本実施形態にて、印刷システム１０００が具備する確認プリント機能は、前述し
たように、印刷結果の確認及び／又は印刷条件の変更のために利用することができる機能
である。そして本実施形態では、この機能を利用することで、処理対象のジョブの印刷動
作を開始させた時点からこのジョブの印刷動作が終了する時点迄の期間中に、そのジョブ
の確認用の印刷物を印刷システム１０００に作成させることができる。
【０１３９】
　例えば、処理対象のジョブの為に、操作部２０４を介して、印刷実行要求をオペレータ
から受付けたとする。この印刷実行要求に応答し、制御部２０５は、このジョブの印刷動
作を印刷システム１０００により開始させる。その後、制御部２０５は、この印刷動作を
実際に印刷システム１０００にて実行させている最中に、この印刷実行中のジョブの為の
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確認プリント動作の実行要求をオペレータから受付けることができるように、操作部２０
４を制御する。そして、このジョブの印刷動作をプリンタ部２０３により実行させている
最中に、このジョブの為の確認プリント要求をオペレータから受付けた、もしくはこのジ
ョブの印刷状態が自動実行条件に合致したとする。この場合、制御部２０５は、この確認
プリント要求がオペレータによりなされた事、もしくはこのジョブの印刷状態が自動実行
条件に合致したことに応答して、プリンタ部２０３による印刷実行中のこのジョブの印刷
動作を中断させる。そして、この確認プリント動作の対象となるジョブの印刷動作が印刷
システム１０００にて中断された直後に、制御部２０５は、このジョブの確認プリント動
作を印刷システム１０００に実行させる。尚、この確認プリント動作では、この確認プリ
ント要求がなされたジョブの確認用の印刷物が印刷システム１０００により作成される。
また、この確認プリント動作を行う場合、制御部２０５は、この印刷動作が中断されたジ
ョブの印刷データをＨＤＤ２０９から読み出して、印刷装置１００により印刷処理を実行
させる。この確認プリントによる印刷処理を完了した後、制御部２０５は、オペレータに
確認プリントを完了したことを通知する。そして、この確認プリント動作を完遂させた直
後に、制御部２０５は、印刷中断状態のこのジョブの印刷動作を自動的に再開（継続）さ
せるように、印刷システム１０００を制御する。
【０１４０】
　また制御部２０５は、処理対象のジョブの印刷設定が操作部２０４で行われた際にジョ
ブの印刷枚数が既定の枚数を上回る場合、このジョブの確認プリント要求の自動実行を可
能にするよう、操作部２０４に確認プリントの自動実行条件の設定画面を表示する。
【０１４１】
　例えば、操作部２０４において、あらかじめ確認プリントの自動実行条件の入力を許可
する条件が設定されているとする。そのとき、操作部２０４においてユーザにより印刷条
件が入力されたとする。この後、制御部２０５は、処理対象のジョブの為に、操作部２０
４を介して印刷実行要求をオペレータから受付けたとする。この印刷実行要求に応答し、
制御部２０５は、このジョブの印刷動作を印刷システム１０００により開始させる。その
後、制御部２０５は、この印刷動作を実際に印刷システム１０００にて実行させている最
中に、この印刷実行中のジョブの為の確認プリント動作の実行要求をオペレータから受付
けることができるように、操作部２０４を制御する。同時に、実行中のジョブの印刷状況
が、ジョブ開始前に操作部２０４に設定された条件に合致するかどうかの判定処理を行う
。制御部２０５が、確認プリントの自動実行条件に合致すると判断した場合、操作部２０
４において確認プリント要求がなされている／いないに関わらず、プリンタ部２０３によ
る印刷実行中のこのジョブの印刷動作を中断させる。そして、この実行中のジョブの印刷
動作が印刷システム１０００にて中断された直後に、制御部２０５は、このジョブの確認
プリント動作を印刷システム１０００に実行させる。尚、この確認プリント動作では、こ
の実行中のジョブの確認用の印刷物が印刷システム１０００により作成される。また、こ
の確認プリント動作を行う場合、制御部２０５は、この印刷動作が中断されたジョブの印
刷データをＨＤＤ２０９から読み出して、印刷装置１００により印刷処理を実行させる。
制御部２０５は、この確認プリントによる印刷処理の完了後、オペレータに確認プリント
が完了したことを通知するよう制御する。そして、この確認プリント動作を完遂させた直
後に、制御部２０５は、印刷中断状態のこのジョブの印刷動作を自動的に再開（継続）さ
せるように、印刷システム１０００を制御する。
【０１４２】
　尚、確認プリント動作の実行要求に応じて中断される印刷動作に相当し、且つこの確認
プリント動作の終了に応じて自動的に印刷システム１０００で再開される印刷動作の事を
、この確認プリント動作が実行されたジョブの本番用の印刷動作と称す。或いは、確認プ
リント要求がなされたジョブの印刷動作と称す。また、この確認プリントの対象となるジ
ョブの印刷動作で作成対象となる印刷物の事を、確認プリント動作の対象のジョブの本番
用印刷物と称す。或いは、確認プリント要求がなされたジョブの印刷物と称す。これに対
して、確認プリント動作により作成対象となる印刷物の事は、確認プリント要求がなされ
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たジョブの確認用印刷物と称す。
【０１４３】
　この具体例では、オペレータの設定と本番用印刷物の設定に基づいて、第１タイプの確
認プリント動作と第２タイプの確認プリント動作を選択的且つ自動的に実行するか又は手
動で実行するかを、選択可能に制御部２０５が制御する構成を説明する。
【０１４４】
　またこの具体例では、オペレータにより確認プリント要求がなされないジョブの確認プ
リントを、操作部２０４で指定された前述の条件の１例に包含される条件に基づき印刷シ
ステム１０００で自動的に実行させるよう、制御部２０５が制御する構成を説明する。
【０１４５】
　この第１タイプの確認プリント動作は、確認プリント要求がなされたジョブの本番用の
印刷動作で利用する印刷データの全頁分の印刷データを、１回分（即ち、１セット分）印
刷システム１０００で印刷させる動作である。
【０１４６】
　一方、この第２タイプの確認プリント動作は、確認プリント要求がなされたジョブの印
刷データの１頁分の印刷のみを印刷システム１０００で実行させる動作である。尚、この
第２タイプの確認プリント動作では、確認プリント要求がオペレータにより操作部２０４
を介して入力された時点において、そのとき印刷を行っている頁を印刷させるように、制
御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０１４７】
　例えば、１００ページ分の文書データからなるジョブの印刷動作を印刷システム１００
０に開始させているとする。そして、現在、２５ページ目の印刷をプリンタ部２０３によ
り実行させているタイミングで、このジョブの確認プリント要求が操作部２０４を介して
オペレータから入力されたとする。且つ、その際、１ページ分のみの確認プリント要求が
なされたとする。この場合、制御部２０５は、その確認プリント要求がなされた時点で印
刷中の頁に該当する２５頁目の印刷データのみの印刷を、確認プリント動作として実行さ
せるように印刷システム１０００を制御する。尚、本実施形態にて、印刷システム１００
０は、プリンタ部２０３に対して、頁単位で給紙コマンドを発行するように構成されてい
る。そこで、この第２タイプの確認プリント動作では、確認プリント要求が入力された際
に給紙コマンドが発行されている頁と同じ頁を印刷するように、制御部２０５は印刷シス
テム１０００を制御する。このように本実施形態では、確認プリント要求が入力された時
点で印刷中の頁と同じ頁のみを印刷させる第２タイプの確認プリント動作を、印刷システ
ム１０００にて実行可能に制御部２０５が制御する。
【０１４８】
　また、自動実行で行われる第２タイプの確認プリント動作では、現在実行中の印刷ジョ
ブの実行途中結果が確認プリントの自動実行条件と合致した時点において、そのとき印刷
中の頁を印刷させるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０１４９】
　例えば、１００００ページ分の文書データからなるジョブの印刷動作を印刷システム１
０００に開始させているとする。このとき、確認プリントの自動実行条件として、５００
枚ごとに、その時点で印刷中のページについて確認プリントを実行するとする。そして１
０分間印刷を行った時点で、このジョブの累計印刷枚数が５００枚に達したとする。この
場合、制御部２０５は、印刷中の５００ページ目と同じページの印刷データのみの印刷を
確認プリント動作として実行させるように印刷システム１０００を制御する。尚、本実施
形態にて、印刷システム１０００は、プリンタ部２０３に対して、頁単位で給紙コマンド
を発行するように構成されている。そこで、この第２タイプの確認プリント動作では、確
認プリント要求が入力された際に給紙コマンドが発行されている頁と同じ頁を印刷するよ
うに、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。このように本実施形態では、確
認プリント要求が入力された時点で印刷中の頁と同じ頁のみを印刷させる第２タイプの確
認プリント動作を、印刷システム１０００にて実行可能に制御部２０５が制御する。
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【０１５０】
　また、例えば１００ページ分の文書データを１００部印刷するジョブの印刷動作を、印
刷システム１０００に開始させているとする。このとき、確認プリントの自動実行条件と
して、１０分毎にその時点で印刷中のページを含む１部について確認プリントを実行する
とする。そして６８０枚印刷した時点で、このジョブの累計印刷時間が開始から１０分に
達したとする。この場合、制御部２０５は、印刷中の６８０ページを含む文書データの１
ページからの印刷を確認プリント動作として実行させるように印刷システム１０００を制
御する。尚、本実施形態にて、印刷システム１０００は、プリンタ部２０３に対して、頁
単位で給紙コマンドを発行するように構成されている。第２タイプの確認プリント動作を
行う場合、確認プリント要求が入力された際に給紙コマンドが発行されている頁に相当す
る印刷データを１ページ分だけ印刷するように、制御部２０５は印刷システム１０００を
制御する。このように本実施形態では、確認プリント要求が入力された時点で印刷中の頁
を含む印刷データを印刷させる第２タイプの確認プリント動作を、印刷システム１０００
にて実行可能に制御部２０５が制御する。
【０１５１】
　なお、確認プリントによる印刷処理の実行後、制御部２０５は、確認プリントを実行し
たことをオペレータに通知する制御を行う。この具体例では、以下の３種類の通知の全て
を行う構成を説明するが、これに限定されるものでもない。たとえば、以下の何れか１つ
又は２つの通知のみを実行するものでも良い。また、以下に例示する通知処理は、前述し
たように、第１のモード、第２のモードの何れのモードにおいても共通に適用される構成
としても良いが、これ以外でも良い。たとえば、前述した第１のモード（自動モード）の
場合においてのみ以下に例示する通知処理を実行し、第２のモード（手動モード）の場合
には以下の通知処理を実行しないよう制御部２０５により制御する。このように構成する
ことで、必要以上の処理を簡略化することができ、前述した確認プリント機能に関する効
果が更に一層向上可能となる。
【０１５２】
　（１）　印刷装置での表示による通知
　制御部２０５は、確認プリントを実行後、印刷システム１０００が備える操作部２０４
に、確認プリントを実行したことを表示する。また制御部２０５は、印刷システム１００
０が備えるランプの点灯による表示や、ブザーの鳴動による通知と組合せて、確認プリン
トの実行をオペレータに通知するよう制御する。係る制御により、オペレータは確認プリ
ントの実行を検知し、確認プリントの実行により印刷された確認用の印刷物の結果を確認
する。
【０１５３】
　（２）　電子メールによる通知
　また制御部２０５は、オペレータに確認プリントを実行したことを表記した電子メール
を、あらかじめ登録しておいた任意の電子メールアドレスに対して送信することで、確認
プリントの実行を通知するよう制御する。制御部２０５は電子メールに確認プリントの対
象となるジョブの情報と、ジョブの確認プリント実行時の状態、確認プリントを実行した
条件、実行結果、を記載するよう制御する。これにより、オペレータが印刷システム１０
００から離れた環境下で、かつ印刷システム１０００に依存しない電子メール受信可能な
環境で、確認プリントの実行を検知することが可能となる。
【０１５４】
　（３）　リモート端末への通知
　制御部２０５は、印刷システム１０００とネットワークを介してリモート接続されるＷ
ｅｂブラウザやクライアントソフトなどの端末に、確認プリントが実行されたことを表示
するよう制御する。このとき、制御部２０５は、確認プリントの対象となるジョブの情報
と、ジョブの確認プリント実行時の状態、確認プリントを実行した条件、実行結果、が表
示されるよう制御する。
【０１５５】
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　なお、これらの通知は、オペレータからの指示に基づいて選択的に行われる。ただし、
これら（１）～（３）の通知を、確認プリント実行時に同時に実行するように制御部２０
５が制御する構成でも良い。
【０１５６】
　なお、制御部２０５は、確認プリントを実行したことをオペレータに通知するのに並行
して、中断していた本番用の印刷物の印刷処理を再開させる。
【０１５７】
　また、確認プリント動作により作成された確認用の印刷物は、印刷システム１０００の
オペレータにより、目視で確認される。そしてこの具体例では、この確認用の印刷物の出
力結果を確認したオペレータからの要求に応答し、少なくとも以下に示す３つの処理を印
刷システム１０００にて選択的に実行可能に制御部２０５により制御する。
【０１５８】
　［１．確認プリントにより出力された確認用の印刷物の結果を見たオペレータからの要
求に応じて、制御部２０５が印刷システム１０００に実行させる処理の１例（その１）］
　例えば、確認プリント動作対象のジョブの確認用印刷物を目視した結果、所望とする出
力体裁ではないとオペレータが判断したとする。この場合、この確認プリント動作の実行
直後に、自動的に印刷システム１０００にて再開されているそのジョブの本番用の印刷動
作を、制御部２０５は、このオペレータからの要求に基いて中止（キャンセル）するよう
に、印刷システム１０００を制御する。これにより、そのジョブの処理自体を強制終了さ
せる。なお、制御部２０５は、このオペレータからの要求を、後述する図１０Ｅの画面２
４００Ｆのキー２４０１Ｆを介して受付ける。
【０１５９】
　［２．確認プリントにより出力された確認用の印刷物の結果を見たオペレータからの要
求に応じて、制御部２０５が印刷システム１０００に実行させる処理の１例（その２）～
確認プリントの対象の本番用の印刷ジョブ固有の印刷処理条件の変更を行う］
　確認用の印刷物を目視した結果、所望とする出力体裁ではないとオペレータが判断した
とする。この場合に、この確認プリント動作の実行直後に印刷システム１０００にて自動
的に再開されているそのジョブの本番用の印刷動作を、制御部２０５は、オペレータから
の要求に応じて一時停止するように印刷システム１０００を制御する。そして、その一時
停止期間中に、制御部２０５は、そのジョブの出力体裁を変更する設定をオペレータから
操作部２０４を介して受付ける。例えば、その本番用のジョブの印刷動作にて要する印刷
媒体の種類に関する変更設定や、印刷時の濃度の設定変更等を受付ける。又、印刷部数の
増減に関する設定変更や、ステイプル等の後処理に関する設定変更も、設定変更対象の１
例として受付可能にする。このような、そのジョブ固有の印刷処理条件の設定変更をオペ
レータから受け付け可能に制御部２０５は操作部２０４を制御する。その後、オペレータ
からの要求に基いて、設定変更後の印刷処理条件でもって、その本番用の印刷物の作成及
び出力を最初からやり直すように制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。この
ように、その確認プリント対象のジョブ固有の設定をオペレータにより変更可能にする。
なお、制御部２０５は、このオペレータからの一時停止要求を、後述する図１０Ｄの画面
２４００Ｄのキー２４０１Ｄを介して受付ける。また、制御部２０５は、このオペレータ
からの設定変更を、後述する図９Ｆの画面２３００Ａ、または図１０Ｃの画面２４００Ｃ
などを介して受付ける。
【０１６０】
　［３．確認プリントにより出力された確認用の印刷物の結果を見たオペレータからの要
求に応じて、制御部２０５が印刷システム１０００に実行させる処理の１例（その３）］
　このケースは、確認用の印刷物を目視した結果、そのジョブに限らず、その他のジョブ
にも影響のある、印刷システム１０００の機器固有の調整値の変更が必要とオペレータが
判断した場合に適用されるケースである。例えば、確認プリントの出力結果を確認した結
果、印刷装置１００を含む印刷システム１０００の機器固有の調整値（パラメータ）を修
正する必要があるとオペレータが判断した場合等が、これに該当する。尚、この機器固有
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のパラメータとは、例えば、プリンタ部２０３の定着部の温度や、印刷媒体の搬送スピー
ド等、印刷システム１０００の印刷プロセスに直接関係する機器固有のパラメータや、機
器の基準値とすべき印刷濃度の値などである。本実施形態では、この機器固有のパラメー
タとして、少なくとも以下に示す４つの何れかのパラメータが、これに含まれる。
（１）　印刷媒体に対する印字位置のクリープ（ずれ）補正量の調整
（２）　自動階調補正
（３）　濃度補正
（４）　文字／背景のコントラスト調整
　このような調整値が変更された場合、印刷装置１００を含む印刷システム１０００の出
力対象となる印刷ジョブの印刷出力結果にも、この調整値の変更結果が反映されるように
制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。つまり、これら機器固有の調整値（パ
ラメータ）自体も、処理対象となるジョブの印刷処理に影響の有る条件値である。本実施
形態では、このような機器固有の調整値（パラメータ）も、処理対象となる印刷ジョブに
関する印刷処理条件の１例として包含される。
【０１６１】
　又、本実施形態では、上述したような調整値以外にも、印刷出力結果に変化を与える要
素がある事を想定している。例えば、印刷装置１００のスキャナ部２０１が具備するフィ
ーダや、プリンタ部２０３のワイヤや、印刷媒体を搬送する為の各種ローラといった部材
は、その利用頻度や利用期間に応じて汚れ等が生じえる。このような場合は、このような
部材のクリーニングを行うことで、より高品位な出力結果が得られる。そこで、本実施形
態では、確認プリントの実行後に、オペレータからの要求に基き、以下に示す３つのうち
の少なくとも何れかの処置を印刷システム１０００で実行できるように制御部２０５が印
刷システム１０００を制御する。
（１）　フィーダのクリーニング
（２）　ワイヤのクリーニング
（３）　ローラのクリーニング
　このような各種部材のクリーニングを、印刷システム１０００の各種関係ユニットによ
り実行させたとする。この場合も、印刷装置１００を含む印刷システム１０００の出力対
象となる印刷ジョブの印刷出力結果に変化が生じる。このような印刷システム１０００が
具備する部材のクリーニング処理も、処理対象となるジョブの印刷処理に影響の有る処理
である。故に、印刷システム１０００が具備する部材のクリーニング処理を実行すること
も、処理対象となる印刷ジョブに関する印刷処理条件を変更することの１例として包含さ
れる。
【０１６２】
　そして、制御部２０５は、上述したような印刷システム１０００の機器固有の処理条件
（パラメータ）の変更を、上述した確認プリント動作の実行後に、オペレータ操作に応じ
て、印刷システム１０００に実行させる。その後、制御部２０５は、この変更済の機器固
有のパラメータに従った印刷プロセスでもって、この確認プリントが実行されたジョブを
処理できるように印刷システム１０００を制御する。尚且つ、このジョブのみならず、他
の印刷待ち行列のジョブ等、このジョブ以外のジョブについても、変更済の機器固有のパ
ラメータに従った印刷プロセスでもって処理するように、制御部２０５は印刷システム１
０００を制御する。
【０１６３】
　このように、確認プリント実行後に複数のジョブの印刷処理条件に影響のある機器固有
の処理条件をオペレータ要求に基づいて変更し、これら複数のジョブを印刷システム１０
００で連続的に処理できるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０１６４】
　例えば、制御部２０５が、この確認プリント動作を印刷システム１０００で実行させた
とする。この場合、制御部２０５は「この確認プリント動作対象のジョブの印刷動作に関
係し、且つこのジョブとは異なる他のジョブの印刷動作にも関係する印刷処理条件」を、
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操作部２０４を介して受付けたオペレータからの指示に従って変更できるように制御する
。なお、制御部２０５は、後述する図１０Ｃの画面２４００Ｃなどを介して確認プリント
実行後の設定変更をオペレータから受付ける。
【０１６５】
　次に、この確認プリントに係る構成について更に説明する。
【０１６６】
　例えば、まず、制御部２０５が、図５の表示を操作部２０４に実行させたとする。なお
、この表示処理は後述する図１６のステップＳ１０１の処理に相当する。
【０１６７】
　この図５の表示において、制御部２０５は、ユーザモードキー５０５が押下されること
で、図１１Ａで示されるような画面を表示するよう操作部２０４を制御する。この図１１
Ａに示した画面で、確認プリントの設定の為のキー１４０１が指示された場合、制御部２
０５は操作部２０４に図１１Ｂに示す「確認プリントの初期設定を入力可能な画面」を表
示するよう制御する。図１１Ｂにおいて領域１５０１内の印刷枚数は、自動確認プリント
を選択可能にするジョブの設定印刷枚数を示す。この処理は図１６のステップＳ１０２、
Ｓ１０３に相当する。
【０１６８】
　ここで設定された印刷枚数を閾値とする。即ち、印刷ジョブの印刷枚数が閾値以上にな
る場合、制御部２０５は、印刷ジョブの印刷条件設定画面において、自動確認プリントの
実行条件を設定可能となるよう制御する。この処理は、図１６のステップＳ１０５に相当
する。
【０１６９】
　例えばここで、オペレータが自動確認プリントを選択可能にするジョブの設定印刷枚数
として、５０００枚以上に設定したとする。この後、制御部２０５は、以降に印刷設定さ
れるジョブの設定印刷枚数が５０００枚を超えるよう設定されている場合に限り、図１２
に示されるジョブの自動確認プリント実行の選択画面が表示するよう制御する。
【０１７０】
　そして、この図５の表示を介して、制御部２０５が、処理対象のジョブの一連の印刷条
件をオペレータから受付けたとする。なお、この印刷条件を受付ける処理は後述する図１
６のステップＳ１０４の処理に相当する。また、ここでは、このジョブをジョブＸと称す
。また、このジョブＸは、合計１０頁からなる一連の原稿をスキャナ部２０１で読取り、
この読み取った原稿の印刷データを、ＨＤＤ２０９を介してプリンタ部２０３で印刷させ
るジョブとする。
【０１７１】
　また、この図５の表示を介して、このジョブＸの印刷条件として以下に例示の各処理条
件がオペレータにより設定されたとする。
（１）　印刷に要する印刷媒体の設定として「用紙サイズがＡ４サイズで、且つ用紙の種
類が普通紙」
（２）　印刷倍率は１００％
（３）　フィニシングの設定としてステイプル処理
（４）　トータルの印刷部数として「１００部」
　以上の（１）～（４）の各種処理条件のパラメータが、図５の表示を実行させた操作部
２０４を介してオペレータにより設定されたとする。この場合、制御部２０５は、このオ
ペレータの設定内容を反映するように操作部２０４を制御する。例えば、操作部２０４の
タッチパネル部４０１の表示内容を、図５に示す表示内容から、図９Ａに示す表示内容に
更新させるように、タッチパネル部４０１を制御する。
【０１７２】
　そして、ジョブＸの印刷枚数が、図１１Ｂに示す画面で設定された「自動確認プリント
の設定可能である条件」に合致する場合、制御部２０５は、このジョブＸのための確認プ
リントの自動実行条件の設定指示を受付けることを許可する。このとき制御部２０５は、



(28) JP 5196921 B2 2013.5.15

10

20

30

40

50

このジョブＸのための確認プリントの自動実行条件をオペレータが入力するために使用す
るキーとして、図９Ｂに示す画面のように、「確認プリント」キー２３１０を有効表示さ
せる。この「確認プリント」キー２３１０が指示された場合、制御部２０５は、図１２に
示す表示をタッチパネル部４０１に実行させる。そして、制御部２０５は、この図１２に
示す画面を介して、ジョブＸの為の確認プリントの自動実行条件の設定をオペレータから
受付ける。
【０１７３】
　例えば、オペレータが図１２に示す画面における詳細設定キー１６０３を指示した場合
、制御部２０５は、図１３Ａに示す画面をタッチパネル部４０１に表示させる。オペレー
タはタッチパネル部４０１において設定キー１７０１を指示して、既定の確認プリントを
自動実行する枚数の間隔を選択する。このキーを指示して枚数を選択する場合、制御部２
０５は、ジョブ開始からの累計印刷枚数が、設定された枚数間隔になるたびに、確認プリ
ントを自動的に実行するよう制御する。
【０１７４】
　また、オペレータはタッチパネル部４０１で、設定キー１７０２を指示して、既定の確
認プリントを自動実行する時間の間隔を選択する。このキーを指示して時間を選択する場
合、制御部２０５は、ジョブ開始からの累計印刷実行時間が、設定された時間間隔になる
たびに、確認プリントを自動実行するよう制御する。
【０１７５】
　ここで制御部２０５は、既定の自動実行条件をタッチパネル部４０１に表示し、その中
から選択させているが、その他の構成でもよい。例えば、制御部２０５は、図１２におい
て、詳細設定キー１６０３が指示された場合、自動実行条件として印刷枚数間隔、印刷実
行時間の何れを条件とするかを選択させる画面を、タッチパネル部４０１に表示する。オ
ペレータがどちらかを選択すると、制御部２０５は次に任意の間隔を入力させるような画
面をタッチパネル部４０１に表示する制御を行う。
【０１７６】
　図１３Ａに示す画面においてキー１７０４が指示された場合、制御部２０５はタッチパ
ネル部４０１に図１３Ｂに示す画面を表示する。ここで制御部２０５は、自動確認プリン
ト実行時の設定を受付ける。例えば、オペレータが図１３Ｂに示すキー１７０５を指示す
ると、制御部２０５は自動確認プリントの実行時に、第１タイプの確認プリントを実行す
るよう制御を行う。また図１３Ｂに示すキー１７０６を指示すると、制御部２０５は自動
確認プリントの実行時に、第２タイプの確認プリントを実行するよう制御を行う。
【０１７７】
　次に、このジョブＸの本番用の印刷動作を開始する場合について説明する。ここで、例
えば、上述した図９Ａに示す画面の表示をタッチパネル部４０１により実行させた状態に
おいて、オペレータがスタートキー５０３を押下したとする。これにより、制御部２０５
は、ジョブＸの印刷動作の実行要求（印刷実行要求）を、オペレータから操作部２０４を
介して受付けたと判断する。なお、この印刷実行要求（印刷開始要求）を受付けたか否か
の判断は、後述する図１６のステップＳ１０８の処理に相当する。また、この印刷動作は
、確認プリント動作の実行対象となるジョブＸの本番用の印刷動作に相当する。また、こ
のジョブＸの本番用の印刷動作が開始されるタイミングは、図８に示すＴ０の時点に相当
する。
【０１７８】
　このように、図９Ａに示す画面をタッチパネル部４０１に表示させている状態でスター
トキー５０３が押下されたとする。そして、このスタートキー５０３が押下された時点で
、このジョブＸ以外に印刷実行要求が入力済の他のジョブがＨＤＤ２０９内に存在しない
とする。この条件に合致する場合、制御部２０５は、このオペレータからのジョブＸの印
刷実行要求に応答し、ジョブＸの一連の印刷動作を印刷システム１０００により開始させ
る。そして、このジョブＸの一連の印刷動作として、制御部２０５は、以下に示す複数の
動作を実行するように、印刷システム１０００を制御する。
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【０１７９】
　まず、上述したように、スタートキー５０３を介してジョブＸの印刷実行要求をオペレ
ータから受付けたことに応じ、制御部２０５は、この１０頁分の原稿からなるジョブＸの
原稿の読取動作をスキャナ部２０１に先頭頁から順次実行させる。そしてこの読取動作を
印刷システム１０００が開始すると同時、若しくはＨＤＤ２０９内の１０頁分の原稿デー
タを制御部２０５が展開すると同時に、このジョブＸの進捗状況（処理状況）をオペレー
タに確認させる為の表示をタッチパネル部４０１に行わせる。制御部２０５は、ジョブＸ
の印刷実行要求をオペレータから受付けたタイミングで画面２３００Ａをポップアップ表
示するようにタッチパネル部４０１を制御する。なお、この画面２３００Ａをポップアッ
プ表示する処理は、後述する図１６のステップＳ１０９の処理に対応する。また、この画
面２３００Ａは、印刷動作が開始されるジョブの処理状況等の進捗状況をリアルタイムに
オペレータに通知出来るように構成されたジョブ処理状況画面である。尚、このジョブ処
理状況の画面２３００Ａは、図１６に示す「印刷状況画面」に相当する。
【０１８０】
　また制御部２０５は、ジョブＸの印刷動作を完遂する為に必要な動作（例えばジョブＸ
の読取動作、記憶動作、受信動作、記憶装置からの展開動作、印刷動作、フィニシング動
作等）を実行させる各ユニットから、ジョブＸに係るステータス情報を取得する。そして
、制御部２０５は、この画面２３００Ａの表示内容がこのステータス情報を反映した表示
内容となるように、タッチパネル部４０１を制御する。
【０１８１】
　尚、図９Ａ～図１１Ａや図１４、図１５に例示する画面一番下の表示欄２３００は、オ
ペレータに通知すべき優先度の高いステータス情報が存在する場合に、そのステータス情
報を表示できるように構成されているステータス表示部である。例えば、図９Ａに示す画
面の段階では、ジョブＸの実際の処理はまだ開始していない。この場合、図９Ａに示すよ
うに、制御部２０５は、表示欄２３００にはステータス情報を表示させないようにタッチ
パネル部４０１を制御する。一方、図９Ｄに示す画面の状態では、ジョブＸの印刷動作中
である。この場合、制御部２０５は、このジョブＸの処理状況を示す情報を表示欄２３０
０においても表示するように、タッチパネル部４０１を制御する。
【０１８２】
　尚、このジョブＸがプリンタ部２０３により現在印刷実行中では無いとする。この場合
、制御部２０５は、ジョブＸの為の確認プリント要求をオペレータから受付ける事は禁止
する。
【０１８３】
　例えば、図９Ｃに示す画面の段階では、ジョブＸのＨＤＤ２０９への記憶動作自体は開
始されたが、まだジョブＸの印刷データのプリントは開始していない状況である。この場
合、制御部２０５は、図９Ｃに示す画面の段階にてこのジョブＸの為の確認プリント要求
を受付ける事は禁止する。この場合、制御部２０５は、図９Ｃに示すように、キー２３０
１Ａをオペレータが指示出来ないように、キー２３０１Ａを無効表示状態となるようタッ
チパネル部４０１を制御する。このように、制御部２０５は、印刷システム１０００にて
処理対象のジョブが現在プリント中のジョブには該当しない場合、このジョブの確認プリ
ント要求をオペレータから受付ける事は禁止するように制御する。尚、このキー２３０１
Ａの表示を無効化する方法としては、図９Ｃに示すようにグレーアウト表示を行う構成で
も良いし、網掛け表示や非表示等の他の無効化表示を行う構成でも良い。
【０１８４】
　図９Ｃにおいて読み込みが終了した段階で、ジョブＸの合計印刷枚数が確定する。この
とき、制御部２０５は予め、図１１Ｂに示されるような自動確認プリント実行条件に合致
するかの判定を行う。そして、合致する場合、操作部２０４に図１２、図１３Ａ、図１３
Ｂに示されるような確認プリントの設定画面を表示するよう、制御する。
【０１８５】
　図１２に示すキー１６０１が指示され、確認プリントの自動実行を行うと設定された場
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合、制御部２０５は、確認プリントの自動実行条件の設定を行う。また、詳細設定キー１
６０３が指示された場合、制御部２０５は、続けて図１３Ａおよび図１３Ｂで示される画
面を表示するよう制御する。
【０１８６】
　図１２に示すＯＫキー１６０５、もしくは図１３Ｂに示すＯＫキー１７０８が指示され
た場合、制御部２０５は、画面を図９Ｃに示す表示に戻すように制御する。
【０１８７】
　図９Ｃに示す表示の段階からその後更に、ジョブＸの進捗状況に変化が生じたとする。
例えば、この１０頁の原稿からなるジョブＸの全頁をスキャナ部２０１からＨＤＤ２０９
へ転送したとする。例えば、このジョブＸのＨＤＤ２０９への記憶動作に関して、１０ペ
ージ分全て完了したとする。そして、現在、ＨＤＤ２０９からこのジョブＸの印刷データ
を、このジョブＸにて要するトータル１００部数分の印刷完遂を目指して読み出し、印刷
実行中であるとする。このような状況である事を特定する為の各種情報を、制御部２０５
は、操作部２０４やスキャナ部２０１やＨＤＤ２０９やプリンタ部２０３から取得する。
このように処理状況が変化した場合も、制御部２０５は、この取得した情報に基いた表示
内容となるように、画面２３００Ａの表示内容を更新するようにタッチパネル部４０１を
制御する。
【０１８８】
　例えば、制御部２０５は、このジョブＸの進捗状況の変化に対応するように、このジョ
ブＸの処理状況を示す画面２３００Ａの表示内容が図９Ｄに示す表示内容となるように、
タッチパネル部４０１を制御する。
【０１８９】
　図９Ｄに示す表示は、ジョブＸの印刷データのＨＤＤ２０９への記憶動作は完了し、現
在、ジョブＸの印刷データの印刷動作を実行している事をオペレータに確認できるように
構成された表示である。例えば、図９Ｄに示す画面では、「受付け番号０００３のジョブ
（この例では、ジョブＸ）はプリント中です」というメッセージを表示させている。また
、図９Ｄに示す画面では、このジョブＸは合計１００部数分の印刷を要するジョブであり
、そのうち現在４部目の印刷（４セット目の印刷）の１０枚目を印刷中である事をオペレ
ータに通知している。図９Ｄに示す表示の段階は、ジョブＸの印刷実行中の段階に該当す
る。図９Ｄに示すように、制御部２０５は、画面２３００Ａの「確認プリント」のキー２
３０１Ａが有効表示状態となるようにタッチパネル部４０１を制御する。このように、印
刷実行要求がなされた処理対象のジョブが現在印刷実行中のジョブに該当する場合、制御
部２０５は、そのジョブの為の確認プリント要求をオペレータから受付ける事は許可する
ように（有効となるように）制御する。尚、この画面２３００Ａのポップアップ表示が消
去された場合でも、オペレータにこのジョブの処理状況がわかるようにこのジョブのステ
ータス情報を表示欄２３００にも表示させるように、制御部２０５はタッチパネル部４０
１を制御する。
【０１９０】
　このように、制御部２０５は、印刷実行要求が行われたジョブの画面２３００Ａの表示
内容を、そのジョブの印刷システム１０００における処理状況に連動してリアルタイムに
更新するように、タッチパネル部４０１を制御する。この１例として図９Ａ～図９Ｄに示
した各表示を遷移させる制御例のように、制御部２０５は、ジョブＸの印刷システム１０
００における進捗状況に応じて画面２３００Ａの表示内容を順次更新するように、タッチ
パネル部４０１を制御する。また、制御部２０５は、タッチパネル部４０１の下方部に設
けた表示欄２３００の表示内容も、この処理対象のジョブの処理状況に連動した表示内容
となるようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０１９１】
　また、制御部２０５は、印刷実行要求がなされた処理対象のジョブが印刷システム１０
００により印刷実行中か否かに基づいて、そのジョブの確認プリント要求の受付可否を決
定する。例えば、ジョブＸの印刷動作がプリンタ部２０３により実行中である事を条件に
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、制御部２０５は、図９Ｄに示すように、キー２３０１Ａをオペレータが指示できるよう
に操作部２０４を制御する。これにより、このキー２３０１Ａを介してジョブＸの確認プ
リント要求をオペレータから受付ける事を許可する。このように、印刷実行要求がなされ
た処理対象のジョブが現在印刷実行中のジョブに該当する場合、制御部２０５は、そのジ
ョブの為の確認プリント要求をオペレータから受付ける事を許可するように（有効となる
ように）制御する。
【０１９２】
　また、制御部２０５は、印刷実行要求がなされた処理対象のジョブが印刷システム１０
００により印刷実行中であるか否かに基づいて、そのジョブの自動確認プリントの実行条
件を判定する。例えば、図１３Ａに示す画面で設定されるような５分間隔での確認プリン
トの自動実行条件が設定されている場合、ジョブＸの印刷動作がプリンタ部２０３により
実行中であることを条件に、制御部２０５は実行条件の判定を行う。即ち、図１０Ａに示
すプリントの一時停止キー２４０１Ａを指示されることにより行われる印刷処理の一時停
止中は、制御部２０５は、たとえ一時停止時間が５分以上続いたとしても、実行条件の判
定処理は行わないし確認プリントも実行しない。このように、印刷実行要求がなされた処
理対象のジョブが現在印刷実行中のジョブに該当する場合、制御部２０５は、そのジョブ
の為の確認プリントを自動的に実行するか否かを判定するよう制御する。
【０１９３】
　一方、このジョブＸが現在印刷実行中でない場合、図９Ｃに示したように、制御部２０
５は、キー２３０１Ａをオペレータが指示することができないように無効表示状態にし、
このジョブＸの為に確認プリント要求をオペレータから受付ける事は禁止する。このよう
に、印刷実行要求がなされた処理対象のジョブが現在印刷実行中のジョブには該当しない
場合、制御部２０５は、そのジョブの為の確認プリント要求をオペレータから受付ける事
は禁止するように（無効となるように）制御する。
【０１９４】
　次に、例えば、図９Ｄに示す表示をタッチパネル部４０１に実行させた状態にて、図９
Ｄに示すジョブ処理状況の画面２３００Ａにて有効表示状態のキー２３０１Ａがオペレー
タにより指示されたとする。この場合、制御部２０５は、このキー操作に応答し、図９Ｅ
に示す表示をタッチパネル部４０１に実行させる。なお、この処理は、後述する図１６の
ステップＳ１１５でＹＥＳと判定し、ステップＳ１１６の処理へ進むケースに相当する。
【０１９５】
　この図９Ｅに示す画面２３００Ｂは、確認プリント動作が実行されるべきジョブのため
に上述の第１タイプの確認プリント動作と第２タイプの確認プリント動作のどちらを実行
させるかをオペレータが決定できるように構成された表示画面である。この画面２３００
Ｂは、図１６に記す「確認プリントの種類の選択画面」に相当する。
【０１９６】
　この画面２３００Ｂに具備される「全ページ」キー２３０１Ｂは、確認プリント動作の
実行が許可対象のジョブのために第１タイプの確認プリント動作を印刷システム１０００
に実行させる指示をオペレータが入力可能に構成された表示キーである。
【０１９７】
　また、画面２３００Ｂに具備される「１枚（自動）」キー２３０２Ｂは、確認プリント
動作の実行が許可されているジョブのために第２タイプの確認プリント動作を印刷システ
ム１０００に実行させる指示をオペレータが入力可能に構成された表示キーである。
【０１９８】
　制御部２０５は、このキー２３０１Ｂ及びキー２３０２Ｂの選択は択一的な選択となる
ように制御する。また、オペレータが２３０１Ｂを選択した場合を除き、この画面２３０
０Ｂのキー２３０２Ｂが選択状態となるように制御部２０５は制御する。そして、何れか
の確認プリント動作がこれらのキーの何れかの選択により決定され、図９Ｅに示す「プリ
ント開始」キー２３０４Ｂがオペレータにより指示された時点で、制御部２０５は、確認
プリント動作の実行要求をオペレータから受付けたと判断する。一方、キー２３０４Ｂが
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指示されない場合、制御部２０５は、確認プリント動作の実行が許可されているジョブの
為の確認プリント動作は開始しないよう制御している。
【０１９９】
　例えば、現在の状況として、図９Ｅに示す表示を操作部２０４に実行させた状態であり
、且つキー２３０４Ｂがオペレータにより指示されていない状態であるとする。なお、こ
の判断は、後述する図１６のステップＳ１１７にてＮＯと判定したケースに対応する。そ
して、この状況の場合、制御部２０５は、ジョブＸの確認プリント動作を開始させる事は
禁止している。この状況の場合、制御部２０５は、このジョブＸの本番用の印刷動作の完
遂を目指して、印刷システム１０００によるジョブＸの本番用の印刷動作を引き続き継続
して実行させるように、印刷システム１０００を制御する。尚且つ、この状況をリアルタ
イムでオペレータに通知するように、ジョブＸのジョブ処理状況画面の表示内容も印刷状
況に連動して更新するようタッチパネル部４０１を制御する。
【０２００】
　この点に関し、例えば、図９Ｄに示す表示の段階では、「１０頁分の印刷データの１０
０部数分の印刷を本番用の印刷動作にて要するジョブＸ」の４部目（４セット目）の印刷
を実行中であった。その後、制御部２０５は、図９Ｅに示す表示を操作部２０４により実
行させる。且つ、図９Ｅに示すキー２３０４Ｂがオペレータにより指示されていない事を
確認している。この状況下の場合、制御部２０５は、確認プリント動作の対象として許可
するジョブＸの本番用の印刷動作を、印刷システム１０００で継続させる。例えば、現在
、制御部２０５は、ジョブＸの４部目（４セット目）の印刷をプリンタ部２０３により実
行させている最中であるとする。この場合、制御部２０５は、「受付け番号０００１のジ
ョブＸが現在プリント中であり、且つ現在トータル１００部（１００セット）のうちの４
部目（４セット目）を印刷中である」事をオペレータに通知する為に、タッチパネル部４
０１を制御する。この１例として制御部２０５は、画面２３００Ｂを表示させたままの状
態であっても、図９Ｅに示すように、ジョブＸの処理状況として、「０００１　コピー　
プリント中です（４／１００）」というメッセージを表示欄２３００に表示するよう、制
御している。
【０２０１】
　その後、この図９Ｅに示す画面２３００Ｂにおける「全ページ」キー２３０１Ｂがオペ
レータにより指示されたうえで、「プリント開始」キー２３０４Ｂがオペレータにより指
示されたとする。すると、このキー操作に応答し、制御部２０５は、第１タイプの確認プ
リント動作の実行要求がオペレータにより入力されたと判断する。なお、この判断は、後
述する図１６のステップＳ１１７においてＹＥＳと判定したケースに対応する。そして、
この要求が入力されたことを受けて、制御部２０５は、印刷システム１０００が現在実行
中のジョブに該当するジョブＸの本番用の印刷動作を停止（中断）させるように、印刷シ
ステム１０００を制御する。そして、制御部２０５は、このジョブＸの本番用の印刷動作
を中断させた直後に、このジョブＸの確認プリント動作として、第２タイプの確認プリン
ト動作は実行させずに、第１タイプのプリント動作を開始させるように印刷システム１０
００を制御する。
【０２０２】
　一方、図９Ｅに示す画面２３００Ｂにおける「１枚（自動）」キー２３０２Ｂがオペレ
ータにより指示されたうえで、「プリント開始」キー２３０４Ｂがオペレータにより指示
されたとする。この場合、このキー操作に応答し、制御部２０５は、第２タイプの確認プ
リント動作の実行要求がオペレータにより入力されたと判断する。この場合、制御部２０
５は、印刷システム１０００が現在実行中のジョブに該当するジョブＸの本番用の印刷動
作を停止（中断）させる。そして、その直後に、このジョブＸの確認プリント動作として
、第１タイプの確認プリント動作は実行させずに、第２タイプのプリント動作を開始させ
るように、印刷システム１０００を制御する。
【０２０３】
　また、上述したように、本番用の印刷動作の代わりに、印刷システム１０００にて開始



(33) JP 5196921 B2 2013.5.15

10

20

30

40

50

させる「第１タイプの確認プリント動作」では、その本番用の印刷動作における１セット
分の印刷にて印刷対象となる全ページの印刷データが全て１回分印刷される。例えば、こ
の例の場合、制御部２０５は、ジョブＸの第１タイプの確認プリント動作として、ジョブ
Ｘの１０頁分の印刷データを全頁１回分印刷するように、印刷システム１０００を制御す
る。
【０２０４】
　一方、上述したように、本番用の印刷動作の代わりに、印刷システム１０００に開始さ
せる「第２タイプの確認プリント動作」では、その本番用の印刷動作における１セット分
の印刷にて印刷対象となる全ページのうちの特定頁のみが１枚印刷される。本実施形態で
は上述したように、確認プリント要求が入力された時点で丁度印刷中の頁に該当する頁を
印刷させるように制御している。例えば、オペレータにより、画面２３００Ｂにおける「
１枚（自動）」キー２３０２Ｂが指示されたうえで、「プリント開始」キー２３０４Ｂが
指示されたとする。このキー２３０４Ｂに対する指示が入力されたタイミングで、ジョブ
Ｘの４セット目の印刷動作としてジョブＸの７頁目の印刷を開始するように、プリンタ部
２０３に制御部２０５が指示した段階であったとする。このように、ＨＤＤ２０９からジ
ョブＸの７頁目の印刷データを読出させ、その７頁目の印刷で用いられる１枚の印刷媒体
を給紙部から給送させる為の給紙コマンドをプリンタ部２０３に発行した段階であるとす
る。この場合、制御部２０５は、このジョブＸの本番用の印刷動作を中断させた直後に、
第２タイプの確認プリント動作として、ジョブＸの７頁目の印刷データのみに基づいた印
刷を１枚の印刷媒体に対して行うように、印刷システム１０００を制御する。このように
、キー２３０２Ｂとキー２３０４Ｂとが指示された場合、制御部２０５は、その時点でそ
のジョブの本番用の印刷動作の何頁目の印刷を行おうとしているのかを確認する。そして
、その確認した頁のみを確認プリント動作にて印刷させるように制御する。このように、
第２タイプの確認プリント動作にて印刷されるページは、オペレータが確認プリント要求
を入力したタイミングに基づいて自動的に決定され、そのページが１枚の印刷媒体に印刷
される。
【０２０５】
　尚、図９Ｅに示す「キャンセル」キー２３０３Ｂがオペレータにより指示されたとする
。この場合、このキー操作に応答し、制御部２０５は、確認プリント動作の実行を許可す
るジョブの為の確認プリントに関する設定をキャンセルする。そして、この場合、画面２
３００Ｂのポップアップ表示は終了し、このジョブの進捗状況を示す画面２３００Ａを再
度、タッチパネル部４０１に表示するように、制御部２０５は操作部２０４を制御する。
例えば、このケースではジョブＸの画面２３００Ａが再度表示される。
【０２０６】
　又、本実施形態では、第２タイプの確認プリント動作にて、制御部２０５自身の判断で
、自動的に確認プリント対象とする印刷頁を特定し、その特定頁の印刷のみを１枚の印刷
媒体に実行するように、制御部２０５が制御する構成を説明した。しかし、これ以外の構
成でも良い。例えば、キー２３０２Ｂがオペレータにより指示された後に、確認プリント
の実行を許可するジョブの印刷データのうちの任意の頁を、オペレータ自身が１ページ分
特定する。そして、オペレータによる任意の頁が選択され、キー２３０４Ｂが指示された
事に応答し、制御部２０５は、オペレータにより指定された任意の頁の印刷データに基づ
いた印刷を１枚の印刷媒体に対して行い、出力させるように制御する。このような構成で
も良い。但し、この構成でも、このような確認プリント要求は、そのジョブが現在印刷動
作中のジョブである事を条件とする。
【０２０７】
　以上説明したように、オペレータが図９Ｅに示す画面２３００Ｂにて、確認プリントの
種類を選択すべく、キー２３０１Ｂ及びキー２３０２Ｂの何れかを指示し、更に、確認プ
リント要求を入力すべく、キー２３０４Ｂが指示されたとする。これにより制御部２０５
は、確認プリント要求がオペレータによりなされたと判断する。なお、この処理は、後述
する図１６のステップＳ１１７においてＹＥＳと判定したケースに対応する。そして、こ
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れを受け、制御部２０５は、ジョブＸの本番用の印刷動作を自動的に中断（停止）させる
ように印刷システム１０００を制御する。なお、この処理は、後述する図１６のステップ
Ｓ１２１の処理に対応する。そして、制御部２０５は、このジョブＸの本番用の印刷動作
を中断させたうえで、このジョブＸの確認プリントとして、画面２３００Ｂでオペレータ
により選択された種類の確認プリント動作を、印刷システム１０００にて自動的に開始さ
せるように制御する。なお、この処理は、後述する図１６のステップＳ１２２の処理に対
応する。そしてその後、ジョブＸの為の確認プリント動作が印刷システム１０００にて完
了（終了）したとする。すると、制御部２０５は、このジョブＸの確認プリント動作が終
了した事に応じて、このジョブＸの本番用の印刷動作を自動的に再開（継続）させるよう
に、印刷システム１０００を制御する。なお、これらの処理は、後述する図１６のステッ
プＳ１２３～ステップＳ１２５までの処理に対応する。
【０２０８】
　またこのように、確認プリント動作が実行されたジョブの本番用の印刷動作を印刷シス
テム１０００で再開させるとする。この場合、制御部２０５は、この確認プリント動作の
実行要求がオペレータにより入力される直前迄に既に処理済の印刷分については、この再
開動作の際には印刷しないように、印刷システム１０００を制御する。そして、確認プリ
ント動作が終了した事に応じて自動的に再開させるこの本番用の印刷動作では、確認プリ
ント動作の実行前にそのジョブにて未処理部分（残り部分）の印刷動作のみを実行するよ
うに、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０２０９】
　例えば、上記確認プリント動作の対象であるジョブＸは、本番用の印刷動作として、「
１０頁からなる一連の印刷データをトータルで１００部数分（１００セット分）印刷する
必要があるジョブ」である。且つ、上述した例では、このジョブＸの為の確認プリント動
作の実行要求が図９Ｅに示すキー２３０４Ｂを用いてオペレータから入力される直前迄に
、既にジョブＸの本番用の印刷動作として４部目（４セット目）の７頁目の印刷までを実
行済の状況である。この場合、制御部２０５は、確認プリント動作が終了した事に応じて
自動的に再開させるジョブＸの本番用の印刷動作としては、以下の動作を順次実行するよ
うに、印刷システム１０００を制御する。
【０２１０】
　（１）　４部目（４セット目）の印刷を完了させるべく、ジョブＸの８～１０頁目まで
の印刷データを、３枚の印刷用紙を用いて、１ページずつ印刷させる。
【０２１１】
　（２）　５セット目の印刷から、最終部数に該当する１００セット目の印刷までを、完
了させる。
【０２１２】
　即ち、ジョブＸの確認プリント動作直後に自動的に再開させるジョブＸの印刷動作では
、［４セット目の残り印刷枚数３枚］と、［５セット目～１００セット目の印刷分に該当
する（１０枚×９５セット）］との合計に相当する、９５３枚分の印刷を実行させる。
【０２１３】
　このように、本実施形態にてこの確認プリント動作が行われる場合、制御部２０５は、
以下に示す動作を順次、自動的に実行させるように印刷システム１０００を制御する。
【０２１４】
　［動作１］　まず、制御部２０５は、スタートキー５０３を用いたオペレータからの印
刷実行要求の入力に応答して、または確認プリントの自動実行条件に合致した場合に、処
理対象となるジョブの印刷動作を印刷システム１０００に開始させる。この印刷動作は、
確認プリント動作の対象となるジョブの本番用の印刷動作に相当する。この印刷動作の開
始のタイミングは、図８に示すＴ０の時点に相当する。また、この［動作１］は、図８に
示すＴ０の時点からＴＸの時点直前までの期間中に印刷システム１０００にて実行される
、図８に示す［工程１］の動作に相当する。
【０２１５】



(35) JP 5196921 B2 2013.5.15

10

20

30

40

50

　［動作２］　次に、制御部２０５は、キー２３０４Ｂを用いたオペレータからの確認プ
リント動作の実行要求の入力に応答して、またはジョブの印刷状況が確認プリントの自動
実行条件に合致した場合、この本番用の印刷動作を中断させる。そして、この本番用の印
刷動作の中断直後に、制御部２０５は、そのジョブの確認プリント動作を印刷システム１
０００により自動的に開始させる。この確認プリント動作では、この印刷動作が中断され
たジョブの印刷データを用いた印刷処理が実行される。
【０２１６】
　また、このキー２３０４Ｂに対する指示に先立ち、画面２３００Ｂにおけるキー２３０
１Ｂがオペレータにより指示されていたとする。この場合、制御部２０５は、この確認プ
リント動作にて、上述の第１タイプの確認プリント動作を印刷システム１０００に実行さ
せる。一方、このキー２３０４Ｂに対する指示に先立ち、画面２３００Ｂにおけるキー２
３０２Ｂがオペレータにより指示されていたとする。この場合、制御部２０５は、この確
認プリント動作にて、上述の第２タイプの確認プリント動作を印刷システム１０００に実
行させる。
【０２１７】
　オペレータからの確認プリント動作の実行要求の指示ではなく、確認プリントの自動実
行条件に合致する場合、予め図１３Ｂに示すキー１７０５がオペレータにより指示されて
いるとする。この場合、制御部２０５は、この確認プリント動作にて上述の第１タイプの
確認プリント動作を印刷システム１０００に実行させる。また、予め図１３Ｂに示すキー
１７０６がオペレータにより指示されていると、制御部２０５は、この確認プリント動作
にて上述の第２タイプの確認プリント動作を印刷システム１０００に実行させる。
【０２１８】
　この確認プリントの開始タイミングは図８に示すＴＸの時点に相当する。また、この［
動作２］における確認プリント動作が、図８に示すＴＸの時点からＴＹの時点直前までの
期間中にて実行される図８に示す［工程２］の動作に相当する。
【０２１９】
　［動作３］　次に、制御部２０５は、この確認プリント動作の終了直後に、上述の印刷
中断対象のジョブの本番用の印刷動作を印刷システム１０００により自動的に再開（継続
）させる。この印刷動作を再開するタイミングが図８に示すＴＹの時点に相当する。そし
て、この［動作３］は、図８に示すＴＹの時点から図８に示す最後の直前までの期間中に
て実行される、図８に示す［工程３］の動作に相当する。
【０２２０】
　図８に示す制御シーケンスを参照しても分るように、この確認プリント機能を利用する
場合、印刷システム１０００の印刷動作が無駄に停止されることなく連続運転出来るよう
に、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０２２１】
　例えば、図８に示すＴ０の時点からＴＸの時点までの期間中において、図８に示す［工
程１］のように、制御部２０５は、プリンタ部２０３による印刷動作を実行できるように
する。なおかつ、図８に示すＴＸの時点からＴＹの時点までの期間中においても、図８に
示す［工程２］のように、制御部２０５は、プリンタ部２０３による印刷動作を停止させ
ること無く持続（継続）できるように印刷システム１０００を制御する。なおかつ、図８
に示すＴＹの時点から図８に示す最後の時点までの期間中においても、図８に示す［工程
３］のように、制御部２０５は、プリンタ部２０３による印刷動作を停止させることなく
持続（継続）できるように印刷システム１０００を制御する。
【０２２２】
　このように、印刷システム１０００にて確認プリント機能に関する動作を実行させたと
しても、印刷システム１０００における印刷動作を無駄に止めずに連続動作できるように
構成されている。
【０２２３】
　このような確認プリント機能に関する仕組みも、試しコピー機能とは異なる点である。
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【０２２４】
　上述の如く制御部２０５は、プリンタ部２０３によるジョブＸの本番用の印刷動作中に
キー２３０４Ｂがオペレータから入力された事を受けるか、ジョブの印刷状況が確認プリ
ントの自動実行条件に合致する場合、このジョブＸの本番用の印刷動作を中断させる。そ
して、このジョブＸの印刷動作を中断させた時点から、制御部２０５は、このジョブＸの
確認プリント動作を印刷システム１０００に開始させる。そして、このジョブＸの確認プ
リント動作が終了したことに応じて、制御部２０５は、この時点から、この印刷中断対象
のジョブＸの本番用の印刷動作を印刷装置１００により再開させる（継続）させる。この
ようにジョブＸの本番用の印刷動作が再び実行期間中になったら、制御部２０５は再度、
このジョブＸについての画面２３００Ａをタッチパネル部４０１に自動的に表示させる。
【０２２５】
　また、上述したように、キー２３０４Ｂが指示された場合、自動的に、画面２３００Ｂ
のポップアップ表示は終了し、ジョブＸについての画面２３００Ａを再度表示するように
、制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。この１例として、制御部２０５は、
ジョブＸの本番用の印刷動作が再開された時点から図９Ｆに示す表示をタッチパネル部４
０１に行わせる。
【０２２６】
　この図９Ｆに示す表示をタッチパネル部４０１に行わせている段階は、ジョブＸの確認
プリント動作も終了し、現在、ジョブＸの印刷動作を再開させている段階に該当する。こ
の段階は、図８に示す［工程３］の動作を印刷システム１０００にて実行中の段階に該当
する。
【０２２７】
　上述したように、ジョブＸの確認プリント動作の終了に応じて、制御部２０５がジョブ
Ｘの印刷動作を印刷システム１０００により自動的に再開させたとする。そして、印刷シ
ステム１０００にて再開させたジョブＸの本番用の印刷動作の進捗状況として現在、ジョ
ブＸの５９部目（５９セット目）の１０枚目を印刷実行中であるとする。この場合、制御
部２０５は、図９Ｆに示す画面２３００Ａに示すように、受付番号０００１のジョブに該
当するジョブＸの画面の表示内容も、この現在の印刷進捗状況に合致した表示内容となる
ようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０２２８】
　ここで、制御部２０５は、タッチパネル部４０１に再表示させた図９Ｆに示す画面２３
００Ａにおいても、上述した「確認プリント」のキー２３０１Ａが有効表示状態となるよ
うに、タッチパネル部４０１を制御する。そして、この図９Ｆに示す画面２３００Ａにて
有効表示状態のキー２３０１Ａがオペレータにより指示されたとする。この場合、このキ
ー操作に応答して、制御部２０５は、図９Ｅに示す確認プリントの種類の選択の画面２３
００Ｂを再度タッチパネル部４０１に表示させる。
【０２２９】
　そして、タッチパネル部４０１に再表示させた図９Ｅに示す画面２３００Ｂを介してキ
ー２３０４Ｂが再度指示されたとする。この場合、制御部２０５は、このキー２３０４Ｂ
に対する指示による２回目の確認プリント要求に応答し、以下の動作を順次実行するよう
に印刷システム１０００を制御する。
【０２３０】
　もしくは、ジョブＸの印刷状況が進み、印刷枚数もしくは印刷実行時間が確認プリント
の自動実行条件に再度合致したとする。この場合も同様に、制御部２０５は、確認プリン
トの自動実行条件に従い、以下の動作を順次実行するように印刷システム１０００を制御
する。
【０２３１】
　［動作Ａ１］　ジョブＸの１回目の確認プリント動作の終了に応じて印刷システム１０
００により再開済みのこのジョブＸの本番用の印刷動作を、制御部２０５は再度中断させ
る。
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【０２３２】
　［動作Ａ２］　ジョブＸの印刷動作が中断された直後に、制御部２０５は、このジョブ
Ｘの２回目の確認プリント動作を印刷システム１０００に実行させる。なお、この２回目
の確認プリント動作でも、この印刷動作が中断されたジョブＸの印刷データを用いた印刷
処理が実行される。
【０２３３】
　また、キー２３０４Ｂに対する指示による２回目の確認プリント要求の入力に先立ち、
画面２３００Ｂにおけるキー２３０１Ｂがオペレータにより指示されていたとする。この
場合、制御部２０５は、この２回目の確認プリント動作にて上述の第１タイプの確認プリ
ント動作を印刷システム１０００に実行させる。一方、キー２３０４Ｂに対する指示によ
る２回目の確認プリント要求の入力に先立ち、画面２３００Ｂにおけるキー２３０２Ｂが
オペレータにより指示されていたとする。この場合、制御部２０５は、この２回目の確認
プリント動作にて上述の第２タイプの確認プリント動作を印刷システム１０００に実行さ
せる。
【０２３４】
　キーによる確認プリント実行要求と同様に、自動確認プリント実行の場合も、予め図１
３Ｂに示すキー１７０５が指示されていれば、制御部２０５は第１タイプの確認プリント
動作を印刷システム１０００に実行させる。また、予め図１３Ｂに示すキー１７０６が指
示されていれば、第２タイプの確認プリント動作を印刷システム１０００に実行させる。
【０２３５】
　［動作Ａ３］　ジョブＸの為の２回目の確認プリント動作が終了した直後に、制御部２
０５は、このジョブＸの本番用の印刷動作を印刷システム１０００にて再度自動的に再開
（継続）させる。このように、確認プリント動作が２回行われたジョブＸの２回目の印刷
再開動作が行われる。
【０２３６】
　尚、この［動作Ａ３］にて再開対象となるジョブＸの本番用の印刷動作では、この［動
作Ａ２］の開始直前までに処理した分の印刷は実行させずに、［動作Ａ２］の開始直前ま
での段階で未処理であった部分に相当する印刷動作を実行させる。例えば、図９Ｆに示す
表示の直後にジョブＸの為の２回目の確認プリント要求がキー２３０４Ｂを介して入力さ
れた、若しくはジョブＸの印刷進捗状況が確認プリントの自動実行条件に合致したとする
。この場合には、１０頁からなる一連の印刷データをトータル１００セット分印刷するジ
ョブに該当するジョブＸの５９セット目の１０枚目の印刷までは、既に処理済である。故
にこの場合、制御部２０５は、この［動作Ａ３］として、ジョブＸの６０セット目の印刷
から１００セット目の印刷までを実行させるように制御する。
【０２３７】
　このように、印刷が再開されたジョブの本番用の印刷動作が未完了であり、且つ現在実
行中である事を条件に、制御部２０５は、そのジョブの為の確認プリント要求を再びオペ
レータから受付ける事を許可するように、操作部２０４を制御する。また制御部２０５は
自動確認プリントの実行判定を再開するよう制御する。そして、この確認プリント要求が
再度オペレータから要求されたか、そのジョブの印刷進捗状況が自動確認プリントの実行
条件に合致したとする。この場合、制御部２０５は、この確認プリントが再度実行された
ジョブに関して、上述の一連の処理（即ち、本番用の印刷動作の中断処理、このジョブの
確認プリント、このジョブの本番用の印刷動作の再開）を再び印刷システム１０００に実
行させる。
【０２３８】
　以上のように、本番用の印刷動作が実行中であるならば、そのジョブの為の確認プリン
ト要求を何回でも繰り返しオペレータから受付ける事を制御部２０５は許可する。そして
制御部２０５は、確認プリント要求が入力される毎に何回でもそのジョブの確認プリント
動作を実行可能に印刷システム１０００を制御する。このように第２のモード（手動モー
ド）でも、１つのジョブが完了するまでの期間中ならば、ユーザからの明示的な指示に応
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答して、そのジョブの印刷結果及び／又は処理条件、の変更に利用可能な確認プリントを
繰り返し実行可能に制御部２０５により制御する。
【０２３９】
　なお、制御部２０５は、自動確認プリントの実行条件判定を行い、条件に合致する場合
は何度でも確認プリントを実行するように、印刷システム１０００を制御する。このよう
に第１のモード（自動モード）でも、１つのジョブが完了するまでの期間中に前述の条件
を満足するならば、ユーザからの明示的な指示無しにそのジョブの印刷結果及び／又は処
理条件の変更に利用可能な確認プリントを繰り返し実行可能に制御する。
【０２４０】
　例えば、処理対象のジョブが５０００枚もの大量枚数の印刷を要するジョブであるとす
る。また、自動確認プリントの実行条件を２０分毎とする。この場合に、例えば、１００
０枚目の印刷を行った時点で、オペレータはそのジョブの為の１回目の確認プリントを実
行する。次に１５００枚印刷を行った時点で、印刷開始から２０分経過したので、自動確
認プリントの実行条件に従い、オペレータからの実行要求がなくても２回目の確認プリン
トを実行する。その後、２５００枚目の印刷を行った時点で、オペレータはそのジョブの
為の３回目の確認プリントを実行させる。続いて、３０００枚印刷を行った時点で、印刷
開始から４０分経過したので、自動確認プリントの実行条件に従い、オペレータからの実
行要求がなくても４回目の確認プリントを実行する。その後、更に、４０００枚目の印刷
を行った時点で、オペレータはそのジョブの為の５回目の確認プリントを実行させる。最
後に、４５００枚印刷を行った時点で、印刷開始から６０分経過したので、自動確認プリ
ントの実行条件に従い、オペレータからの実行要求がなくても６回目の確認プリントを実
行する。
【０２４１】
　このように、同一ジョブでも、定期的に繰り返し確認プリント動作を実行できるように
印刷システム１０００を制御することができる。これにより例えば、大量の印刷を要する
ジョブの本番用の印刷動作で出力される印刷物の出力結果に問題がないか否かの確認を、
印刷動作は継続させたままで抜き取りチェックのように、確認プリントの実行タイミング
を忘れることなく定期的に行う事ができる。又、出力結果の濃度や印刷位置等の変化が、
印刷を継続させている最中に生じていないか否かを、生産性を損なう事無く、定期的にオ
ペレータがチェック可能となる。また、例えば、大量枚数の印刷を要するジョブの本番用
の印刷物の出力結果に変化が生じれば、速やかに印刷条件を変更し、その印刷動作を継続
させることができる。これにより、例えば、以下に示すような問題が発生することも未然
に防止することができるという効果が得られる。
【０２４２】
　（１）　大量枚数の印刷を要するジョブの本番用の印刷動作を全て完了した後に、この
ジョブの大量の印刷結果をオペレータが全て検品した結果、印刷物の出力結果が途中から
変化していることにその時点で初めて気づくといった問題。
【０２４３】
　（２）　（１）の問題が発生した事に起因し、本番用の印刷動作が全て完了した後に最
初からもう一度そのジョブの本番用の印刷動作をやり直すといった問題。且つ、この問題
の発生が原因で、必要以上に資源を利用したり、必要以上に作業時間が要求されたり、と
いった資源の無駄使いや無駄な作業時間の発生の問題。
【０２４４】
　（３）　確認プリントによりジョブの印刷結果の確認を行うが、大量ジョブの出力中に
オペレータが常に検品を行うために、このオペレータが印刷システムの側に常駐していな
ければならない問題。かつ、大量ジョブの出力中、オペレータは確認プリントを行うタイ
ミングを意識していなければならないというような煩雑さの問題。
【０２４５】
　本実施形態では更に、確認プリント動作の実行直後にオペレータから受付を許可するオ
ペレータ要求として、例えば以下に示す要求（１）～（４）の少なくとも何れかを含む複
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数種類の要求を選択的に受付可能に制御部２０５が印刷システム１０００を制御する。
【０２４６】
　［確認プリント実行直後に制御部２０５が受付を許可するオペレータ要求（１）］
　この要求（１）は、確認プリント動作が実行された後に本番用の印刷動作が再開された
ジョブの本番用の印刷動作を一時停止させるオペレータ要求である。
【０２４７】
　制御部２０５は、確認プリントが済んだジョブの本番用の印刷動作が印刷システム１０
００にて再開している期間中に、この要求（１）を操作部２０４を介してオペレータから
受け付け可能にする。そして、この要求（１）を受付けた場合、制御部２０５は、その本
番用の印刷動作を一時停止するよう、印刷システム１０００を制御する。このケースの場
合、このジョブの一時停止期間中に、そのジョブの出力結果、及び他の印刷待ちの後続ジ
ョブの印刷結果に影響のある機器固有の処理条件をオペレータが変更できるように、制御
部２０５は操作部２０４を制御する。そして、この処理条件の変更が済んだら、制御部２
０５は、その変更後の処理条件でもって、そのジョブの本番用の印刷動作を再開するよう
印刷システム１０００を制御する。そして、そのジョブの印刷動作が完了したら、制御部
２０５は、その変更後の処理条件でもって、ＨＤＤ２０９に印刷データが記憶済の他の印
刷待ち状態の後続ジョブの本番用の印刷動作を開始させるように、印刷システム１０００
を制御する。
【０２４８】
　このように制御部２０５は、１つのジョブの確認プリントが実行された後にこのジョブ
を含む複数のジョブの出力結果に影響がある処理パラメータに該当する、印刷システム１
０００固有の処理条件に関する印刷処理条件を変更（調整）できるようにする。ここで、
「確認プリントが実行されたジョブを含む複数のジョブの出力結果に影響がある」とは、
「複数のジョブに共通する」ということである。そして制御部２０５は、その変更後の処
理条件で、これら複数のジョブの印刷動作を連続的に印刷システム１０００により実行で
きるようにする。
【０２４９】
　この要求（１）に基いた制御に関する具体例を、上述したジョブＸを用いて説明する。
【０２５０】
　例えば現在、ジョブＸの本番用の印刷動作が再開され、この印刷動作が印刷システム１
０００にて実行している最中であるとする。そして、このようにジョブＸの印刷動作が再
開されている最中にて、上述した確認プリント動作により出力済のこのジョブＸの確認用
の印刷物の出力結果を目視で確認しているとする。そして、このジョブＸの確認用の印刷
物の出力結果を目視で確認した結果、オペレータが、印刷システム１０００機器固有の処
理条件を変更する必要があると判断したとする。
【０２５１】
　この状況の場合、図９Ｆに示すように、画面２３００Ａが表示されたままの状態であっ
ても「システム状況／中止」キー２３０１が有効表示されるように、制御部２０５はタッ
チパネル部４０１を制御する。
【０２５２】
　そして、この状況にて、このキー２３０１がオペレータにより指示されたとする。この
場合、ジョブＸの本番用の印刷動作は印刷システム１０００で継続させたままの状態で、
制御部２０５は、このキー２３０１の操作に応答して、図１０Ａに示す画面をタッチパネ
ル部４０１に表示させる。
【０２５３】
　図１０Ａに示す画面２４００Ａには、以下に示す情報に基いた表示内容が表示されるよ
うに、制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。
【０２５４】
　（情報１）　この情報１は、印刷システム１０００のシステム構成情報である。この情
報は、例えば、印刷装置１００にどのようなシート処理装置がどのような順序で何台接続
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されているのかをオペレータに通知するための情報である。
【０２５５】
　（情報２）　この情報２は、印刷中のジョブ、及び印刷待ち状態のジョブを含む、印刷
対象のデータがＨＤＤ２０９に記憶されており且つプリンタ部２０３で印刷すべき各ジョ
ブの情報である。例えば、受付け番号や、受付け時刻、ジョブ名（ジョブの種類）、ユー
ザ名、状況等の情報が、この情報２に含まれている。
【０２５６】
　これら（情報１）や（情報２）に基いて、制御部２０５は、図１０Ａに示すように、印
刷システム１０００の概観図を視覚的に表現したデバイス情報を画面２４００Ａに表示さ
せるようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０２５７】
　また、これら（情報１）や（情報２）に基いて、制御部２０５は、図１０Ａに示すよう
に、画面２４００Ａの表示領域の上方箇所にジョブリストを表示させるようにタッチパネ
ル部４０１を制御する。
【０２５８】
　このようにジョブリストの一覧表示を実行させる場合、制御部２０５は、ＨＤＤ２０９
に印刷データが記憶されたジョブであって、プリンタ部２０３による印刷動作を要する複
数のジョブの情報をジョブ毎に区別してこのジョブリストに一覧表示させる。係る複数の
ジョブは、印刷中のジョブ、印刷待ち状態のジョブを含む。
【０２５９】
　尚、この画面２４００Ａ中のジョブリストに一覧表示させるジョブの順番は、オペレー
タから印刷実行要求を受付けた順番と同じ順番となるように制御部２０５は制御する。即
ち、印刷システム１０００による処理順番と同じ順序で各ジョブの情報をリスト表示させ
る。
【０２６０】
　又、この画面２４００Ａ中のジョブリストは、オペレータがタッチパネル部４０１に対
して行う操作に応答し、このジョブリストに表示されている複数のジョブの中からオペレ
ータが所望のジョブを選択出来るように構成されている。そして、この図１０Ａに示すジ
ョブリストにおける複数のジョブの中から何れかのジョブの表示ラインをタッチすること
で、オペレータによるジョブの選択がなされたと制御部２０５は判断する。
【０２６１】
　又、画面２４００Ａのジョブリストからオペレータが所望のジョブを選択した場合、選
択されたジョブがどのジョブであるかを特定出来るようにする為に、選択対象のジョブの
表示ラインを反転表示するよう、制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。例え
ば、図１０Ａに示した表示状態は、オペレータによりジョブＸが選択された後の状態を示
している。
【０２６２】
　また、画面２４００Ａは更に、以下の表示構成要素が具備されるように構成されている
。
【０２６３】
　プリントの一時停止のキー２４０１Ａは、画面２４００Ａ中のジョブリストで選択され
たジョブ（プリンタ部２０３による印刷動作を要し且つ現時点で印刷未完了のジョブ）の
印刷動作を一時停止する指示をオペレータが入力可能にする為の表示キーである。
【０２６４】
　尚、印刷動作が一時的に停止されたジョブは、後でオペレータからの指示により、一時
停止状態が解除され、印刷動作が再開できるように、制御部２０５は印刷システム１００
０を制御する。
【０２６５】
　又、本実施形態では、このキー２４０１Ａによりプリントの一時停止指示がオペレータ
から入力された場合に、画面２４００Ａ中のジョブリストに表示されている全てのジョブ
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の印刷動作の実行開始をロックすることができる。
【０２６６】
　但し、このジョブリストにおいて、オペレータにより選択されたジョブの印刷動作のみ
をロック（一時停止）するように制御しても良い。例えば、図１０Ａに示した表示状態に
て、ジョブＸが選択されたうえで、キー２４０１Ａがオペレータにより指示されたとする
。この場合、制御部２０５は、このジョブＸの印刷動作のみを一時停止させ、かわりに、
ジョブＹやジョブＺ等の印刷待ち状態の後続ジョブの印刷動作を印刷システム１０００に
実行させるように制御しても良い。
【０２６７】
　キー２４０１Ａがオペレータにより指示されていない場合、制御部２０５は画面２４０
０Ａをタッチパネル部４０１に実行させた状態のままで、現在印刷動作を実行中のジョブ
（この例ではジョブＸ）の印刷動作をプリンタ部２０３により継続させ続ける。
【０２６８】
　そしてこの状況でも、制御部２０５は、この印刷実行中のジョブの情報をリアルタイム
にオペレータに通知すべく、表示欄２３００の表示も随時、そのジョブの進捗状況に対応
するよう更新させる。例えば、図９Ｄに示した表示の段階では、ジョブＸは１００セット
分の印刷のうちの４セット目の印刷を実行中であった。しかし、図９Ｆに示した表示の段
階では、ジョブＸの進捗は進んでいる。
【０２６９】
　また、図１０Ａに示した画面２４００Ａ中のキー２４０１Ａがオペレータにより指示さ
れたとする。この場合、このキー２４０１Ａが指示された事に応答し、制御部２０５は、
図１０Ｂに例示する画面２４００Ｂをタッチパネル部４０１にポップアップ表示させる。
【０２７０】
　この画面２４００Ｂは、プリント中のジョブのプリント動作を一時停止するか否かをオ
ペレータが決定出来るように構成されたプリント一時停止確認画面である。
【０２７１】
　例えば、画面２４００Ｂ中のキー２４０２Ｂがオペレータにより指示されたとする。こ
の場合、制御部２０５は、現在プリント実行中のジョブＸのプリント動作は停止させるこ
となく、この画面２４００Ｂの表示を終了させ、図１０Ａに示す表示に戻るようにタッチ
パネル部４０１を制御する。
【０２７２】
　一方、画面２４００Ｂ中のキー２４０１Ｂがオペレータにより指示されたとする。この
場合、制御部２０５は、プリント中のジョブＸのプリント動作を停止させる。これにより
、制御部２０５は、ジョブＸのプリント動作を一時停止状態にする。
【０２７３】
　なお、上述したような方法で、プリンタ部２０３によるプリント動作が一時停止状態に
なったとする。そして、この状況下にて、操作部２０４のユーザモードキー５０５がオペ
レータにより指示されたとする。この場合、このキー操作に応答し、制御部２０５は、図
１０Ｃに例示する画面２４００Ｃをタッチパネル部４０１に実行させる。
【０２７４】
　この画面２４００Ｃは、プリンタ部２０３による印刷対象となる１つのジョブに限らず
複数のジョブの各ジョブの印刷結果に共通して影響のある処理条件をオペレータからの指
示に応じて変更できるようにする為の表示画面である。また、この画面２４００Ｃは、印
刷装置１００を含む印刷システム１０００が有する複数のユニットのクリーニングを印刷
システム１０００に実行させる際に利用される。
【０２７５】
　例えば、上述したジョブＸの本番用の印刷動作が一時停止期間中に、オペレータが画面
２４００Ｃの「クリープ（ずれ）補正量の調整」キー２４９０を指示したとする。この場
合、制御部２０５はこの操作に応答し、クリープ補正量調整画面（不図示）をタッチパネ
ル部４０１に表示させる。
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【０２７６】
　このクリープ補正量調整画面（不図示）は、印刷媒体（印刷用紙）に印刷する画像の印
刷媒体上における印字位置をオペレータが微調整する指示を入力可能に構成された表示画
面である。且つ、この画面（不図示）は、印字画像のずらし量（クリープ補正量）等をオ
ペレータが明示的に入力出来るように構成された表示画面である。
【０２７７】
　また、このクリープ補正量調整画面（不図示）を介して、制御部２０５は、印刷媒体に
対する画像の印字位置の補正量をオペレータから受付ける。本実施形態では、この補正量
は、印刷システム１０００固有の印刷処理条件に該当する。そして本実施形態では、この
印刷処理条件は、プリンタ部２０３により印刷対象となる１つのジョブのみならず複数の
ジョブに共通するパラメータに該当する。
【０２７８】
　例えば、この「クリープ補正量」が上述のクリープ補正量調整画面（不図示）を介して
オペレータにより変更されたとする。そしてその後、ジョブＸの印刷動作の再開指示が入
力されたとする。このように、ジョブＸの印刷動作の一時停止状態が解除されてジョブＸ
の印刷動作が再開された場合、制御部２０５は、以下に例示する処理を順次実行させる。
【０２７９】
　まず、制御部２０５は、ジョブＸの印刷データの印字画像の印刷媒体に対する印字位置
が、上述した変更後のクリープ補正値に従った印字位置となるように、印刷装置１００に
よる印刷処理を制御する。
【０２８０】
　その後、ジョブＸに後続するジョブＹの印刷動作においても、制御部２０５は、ジョブ
Ｙの印刷データの印字画像の印刷媒体に対する印字位置が、上述の変更後のクリープ補正
値に従った印字位置となるように、印刷装置１００による印刷処理を制御する。
【０２８１】
　またその後、ジョブＹに後続するジョブＺの印刷動作においても、制御部２０５は、ジ
ョブＺの印刷データの印字画像の印刷媒体に対する印字位置が、上述の変更後のクリープ
補正値に従った印字位置となるように、印刷装置１００による印刷処理を制御する。
【０２８２】
　なお、画面２４００Ｃを介してオペレータにより設定変更されたクリープ補正値に従っ
てジョブＸの印刷動作を完了させると、その設定変更後の補正値に従ってジョブＹの印刷
動作を自動的に開始させるように、制御部２０５は印刷装置１００を制御する。そして、
このジョブＹの印刷動作を完了させると、この設定変更後の補正値に従ってジョブＺの印
刷動作を自動的に開始させるように、制御部２０５は印刷装置１００を制御する。このよ
うに、処理対象の複数のジョブを全て、オペレータにより設定変更後の補正値を反映した
状態で順次自動的且つ連続的に処理するように、制御部２０５は印刷システム１０００を
制御する。
【０２８３】
　また、本実施形態の印刷システム１０００は、確認プリント実行後にオペレータによる
設定変更を許可する「複数のジョブの印刷動作に関係の有る印刷処理条件」として、上述
したパラメータ以外にも複数対応できるように構成されている。
【０２８４】
　例えば、ジョブＸの本番用の印刷動作が一時停止期間中に、オペレータが画面２４００
Ｃ中の「濃度補正」キー２４９１を指示したとする。この場合、制御部２０５は、この操
作に応答し、濃度補正画面（不図示）をタッチパネル部４０１に表示させる。
【０２８５】
　この濃度補正画面（不図示）は、印刷媒体（印刷用紙）に印刷する画像の印刷濃度をオ
ペレータが微調整する指示を入力可能に構成された表示画面である。また、この画面（不
図示）は、印字画像の濃度等をオペレータが明示的に入力出来るように構成された表示画
面である。
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【０２８６】
　そして、この濃度補正画面（不図示）にて、既に実行済のジョブＸの確認プリント動作
時におけるジョブＸの印刷データの印刷媒体に対する画像の印字濃度よりも濃くする濃度
設定変更がオペレータによりなされたとする。その後、ジョブＸの印刷動作の再開指示が
入力されたとする。このように、ジョブＸの印刷動作の一時停止状態が解除され、ジョブ
Ｘの印刷動作が再開される場合、例えば、制御部２０５は、以下に例示するジョブ処理を
順次実行させる。
【０２８７】
　まず制御部２０５は、ジョブＸの印刷データの印字画像の印刷媒体に対する印字濃度が
上述の変更後の濃度値（濃度補正値）に従った印字濃度となるように、印刷装置１００に
よる印刷処理を制御する。
【０２８８】
　その後、ジョブＸに後続するジョブＹの印刷動作においても、制御部２０５は、ジョブ
Ｙの印刷データの印字画像の印刷媒体に対する印字濃度も、その変更後の濃度値に従った
印字濃度となるように、印刷装置１００による印刷処理を制御する。
【０２８９】
　その後、ジョブＹに後続するジョブＺの印刷動作においても、制御部２０５は、ジョブ
Ｚの印刷データの印字画像の印刷媒体に対する印字濃度も、その変更後の濃度値に従った
印字濃度となるように、印刷装置１００による印刷処理を制御する。
【０２９０】
　このように、図１０Ｃに示す画面２４００Ｃを介して、オペレータにより印刷濃度が設
定変更された場合も、制御部２０５は、先程と同様に複数のジョブを処理する。即ち、ジ
ョブＸ、Ｙ、Ｚを含む印刷対象となる複数のジョブを全て、オペレータにより設定変更後
の印刷濃度に従って順次自動的且つ連続的に処理するように、制御部２０５は印刷システ
ム１０００を制御する。
【０２９１】
　また、上述した「クリープ補正値」や「濃度補正値」などの処理条件以外にも、複数の
ジョブの印刷動作にも関係する印刷処理条件が存在する。例えば、「自動階調補正に関す
る印刷処理条件」や「文字／背景のコントラスト調整に係る処理条件」等がこれに該当す
る。これらの変更も、「自動階調補正」キー２４９２や「文字／背景のコントラスト調整
」キー２４９３等に対するオペレータ操作に応答してタッチパネル部４０１に表示される
不図示の画面を介してオペレータが行えるように、制御部２０５が制御する。
【０２９２】
　又、本実施形態では更に、制御部２０５はこの画面２４００Ｃを介して、以下に例示す
るクリーニング処理を印刷システム１０００に実行させる為の指示をオペレータから受付
けることができる。
【０２９３】
　（フィーダのクリーニング処理）　この処理は、スキャナ部２０１に具備される自動原
稿搬送装置（ＡＤＦ）３０１の原稿搬送ユニットのクリーニング処理を実行する為の処理
である。この処理を行う場合の具体例を以下に説明する。
【０２９４】
　例えば、ジョブＸの本番用の印刷動作が一時停止中の期間中においてこの画面２４００
Ｃ中の「フィーダのクリーニング」キー２４９４がオペレータにより指示されたとする。
この場合、制御部２０５は、このキー操作に応答し、フィーダのクリーニング処理をＡＤ
Ｆ３０１に開始させる指示をオペレータが入力する為のフィーダクリーニング実行画面（
不図示）を、タッチパネル部４０１に表示させる。
【０２９５】
　このフィーダクリーニング実行画面（不図示）は、「フィーダに白紙を１０枚位セット
して「開始」キーを押して下さい」等、オペレータに対するガイダンスメッセージを示す
ように構成された表示画面である。また、この画面（不図示）には、フィーダのクリーニ
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ング処理をＡＤＦ３０１に実行させる為の「開始」キーが具備されている。
【０２９６】
　そして例えば、オペレータが、係るガイダンスメッセージに従い、汚れ除去用の白紙を
ＡＤＦ３０１の原稿トレイにセットしたうえで、この開始キー（不図示）を指示したとす
る。この場合、このキー操作に応答し、制御部２０５は、この白紙原稿の給送動作をＡＤ
Ｆ３０１に開始させる。この場合、ＡＤＦ３０１では、原稿搬送ローラによりこの白紙が
連続して搬送される。これにより、このＡＤＦ３０１の原稿搬送ローラに付着した鉛筆の
粉等の汚れが原稿搬送ローラから除去されてこの白紙へと付着する。このように汚れ除去
用の白紙原稿を特定枚数連続して給送することで、原稿搬送ローラの汚れが除去される。
【０２９７】
　尚、本実施形態では、このようなフィーダのクリーニング処理を印刷システム１０００
に実行させるための処理も、印刷システム１０００機器固有の印刷処理条件を変更する処
理に含まれる。
【０２９８】
　また、このフィーダのクリーニング処理が行われた後に、制御部２０５は、ジョブＸの
印刷動作を再開させ、このジョブＸおよび後続のジョブＹやジョブＺを含む複数のジョブ
を順次連続して処理できるように、印刷システム１０００を制御する。
【０２９９】
　また、本実施形態にて制御部２０５は、以下に例示するクリーニング処理を印刷システ
ム１０００に実行させる為の指示を、この画面２４００Ｃを介してオペレータから受付け
ることができる。
【０３００】
　（ワイヤのクリーニング処理）　この処理は、プリンタ部２０３内部に具備するワイヤ
ユニット（不図示）のクリーニング処理を実行する為の処理である。この処理が行われる
場合の具体例を以下に示す。
【０３０１】
　例えば、ジョブＸの本番用の印刷動作が一時停止中期間中にて、画面２４００Ｃ中の「
ワイヤのクリーニング」キー２４９５がオペレータにより指示されたとする。この場合、
制御部２０５は、このクリーニング処理をプリンタ部２０３に開始させる指示をオペレー
タが入力するためのワイヤクリーニング実行画面（不図示）をタッチパネル部４０１に表
示させる。
【０３０２】
　このワイヤクリーニング実行画面（不図示）には、プリンタ部２０３内部のワイヤニッ
トのクリーニング処理をプリンタ部２０３に実行させる為の「開始」キー（不図示）が具
備される。
【０３０３】
　そして、オペレータがその開始キー（不図示）を押下したとする。これに応答し、制御
部２０５は、プリンタ部２０３内部のワイヤユニット（不図示）のクリーニング処理をプ
リンタ部２０３に実行させる。
【０３０４】
　本実施形態では、この「プリンタ部２０３内部のワイヤユニット（不図示）のクリーニ
ング処理を実行するための処理」も、印刷システム１０００機器固有の印刷処理条件を変
更する処理に含まれる。
【０３０５】
　また、プリンタ部２０３内部のワイヤユニットのクリーニング処理が行われた後、制御
部２０５はジョブＸの印刷動作を再開させ、ジョブＸ及び後続のジョブＹやジョブＺを含
む複数のジョブを順次連続して処理できるように、印刷システム１０００を制御する。
【０３０６】
　尚、上述したクリーニング処理の他にも、プリンタ部２０３の印刷用紙を搬送するため
の搬送ローラのクリーニング処理を実行する為の項目もある。例えば、画面２４００Ｃ中
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に「ローラのクリーニング」キー（不図示）を設け、係るキーが指示された場合、制御部
２０５は、プリンタ部２０３内部の搬送ローラのクリーニング処理をプリンタ部２０３に
実行させる。なお、本実施形態では、このクリーニング処理を実行するための処理も、印
刷システム１０００機器固有の印刷処理条件を変更する処理に含まれる。また、プリンタ
部２０３内部の搬送ローラのクリーニング処理が行われた後、制御部２０５は、ジョブＸ
の印刷動作を再開させ、ジョブＸ及び後続のジョブＹやジョブＺを含む複数のジョブを順
次連続して処理できるように、印刷システム１０００を制御する。
【０３０７】
　なお、本実施形態では、例えば、ジョブＸの印刷動作が一時停止期間中に、画面２４０
０Ｃを介して受付けたオペレータからの指示により、上述したような印刷処理条件の変更
が完了したとする。その後、「システム状況／中止」キー２３０１がオペレータにより指
示されたとする。この場合、制御部２０５は、ジョブＸの本番用の印刷動作の一時停止状
態は維持したままで、図１０Ｄに例示する画面２４００Ｄをタッチパネル部４０１に実行
させる。
【０３０８】
　図１０Ｄに示すように、制御部２０５は、表示欄２３００にはジョブＸのプリント動作
が一時停止中である旨を表示させた状態で、画面２４００Ｄをタッチパネル部４０１にポ
ップアップ表示させる。
【０３０９】
　この画面２４００Ｄは、印刷システム１０００における印刷動作の一時停止状態を解除
し、印刷動作をプリンタ部２０３により再開させるか否かをオペレータが決定出来るよう
に構成された表示画面である。
【０３１０】
　例えば、画面２４００Ｄ中のキー２４０２Ｄがオペレータにより指示されたとする。こ
の場合、制御部２０５は、現在のプリント動作の一時停止状態は維持したままで、プリン
タ部２０３によるプリント動作も再開させずに、画面２４００Ｄの表示を終了させる。そ
してこの場合、例えば、画面２４００Ａを再度タッチパネル部４０１に表示させる。但し
、この画面２４００Ａでは、ジョブＸがプリント動作一時停止中である事をジョブリスト
上で示すように、制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。
【０３１１】
　一方、画面２４００Ｄ中のキー２４０１Ｄがオペレータにより指示されたとする。この
場合、制御部２０５は、印刷システム１０００における印刷動作の一時停止状態を解除し
、プリンタ部２０３によるプリント動作を再開させる。これにより、制御部２０５は、ジ
ョブＸの本番用の印刷動作を印刷システム１０００で再開させる。
【０３１２】
　もし、画面２４００Ｄ中のキー２４０１Ｄに対するオペレータからの指示入力に先立ち
、画面２４００Ｃを介して、上述したように、ジョブＸに限らず複数のジョブの印刷動作
に共通して関係する印刷処理条件の変更がなされていたとする。この場合、制御部２０５
はまず、キー２４０１Ｄに対するユーザからの指示に応答し、ジョブＸの本番用の印刷動
作を再開させる。この際、キー２４０１Ｄに対するユーザからの指示に先立って受付けた
設定変更後の印刷処理条件、に従った印刷動作を実行させる。その後、このジョブＸの印
刷が全て完了した事に応じ、制御部２０５は、ジョブＹの印刷動作を印刷システム１００
０にて実行させる。但し、このジョブＹの印刷動作においても、制御部２０５は、その設
定変更後の印刷処理条件に従った印刷動作を実行させる。その後、ジョブＹの印刷が全て
完了した事に応じ、制御部２０５は、ジョブＺの印刷動作を印刷システム１０００にて実
行させる。但し、このジョブＺの印刷動作においても、制御部２０５は、その設定変更後
の印刷処理条件に従った印刷動作を実行させる。
【０３１３】
　尚、画面２４００Ｃを用いて例示した設定変更の対象となる各種印刷処理条件は、全て
、例示的なものである。
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【０３１４】
　以上の説明のように、確認プリント動作により出力された確認用の印刷物の出力結果を
オペレータが確認した後に、その確認プリントされたジョブだけでなく他のジョブの印刷
動作にも関係のある印刷処理条件の変更を受付けることができる。そのうえで、この設定
変更後の印刷処理条件に従って、複数のジョブを印刷システム１０００にて印刷させるこ
とができる。
【０３１５】
　尚、本実施形態では、確認プリント動作が実行されたジョブ固有の印刷処理条件のみを
変更する事も出来るように構成されている。
【０３１６】
　例えば図９Ｆを用いて説明したように、確認プリント実行後にジョブＸの本番用の印刷
動作が再開され、この印刷動作を印刷システム１０００に実行させ続けている状態で制御
部２０５は、画面２３００Ａを再度表示すべくタッチパネル部４０１を制御する。このよ
うに、本番用の印刷動作が印刷実行中であれば、繰り返し表示可能な画面２３００Ａには
プリント濃度を選択する為の表示キーが具備される。
【０３１７】
　ここで、例えば、ジョブＸの本番用の印刷動作が再開され、この印刷動作が実行期間中
に、再表示された図９Ｆに示す画面２３００Ａ中のプリント濃度調整の為のキー２３０１
Ｄがオペレータにより指示されたとする。
【０３１８】
　このように、ジョブＸの印刷動作の再開動作中にジョブＸのための印刷濃度変更の要求
が行われたとする。この場合、ジョブＸの本番用の印刷動作を停止させることなく、この
ジョブＸの一連の印刷工程の途中から印刷濃度を変更してこのジョブＸの本番用の印刷動
作を継続し続けるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。例えば、プ
リント濃度調整の為のキー２３０１Ｄが指示された直後に給紙部から給紙される印刷媒体
にジョブＸの画像を印刷する時点から制御部２０５は、変更後の印刷濃度でジョブＸの印
刷画像を印刷媒体に印刷するように印刷システム１０００を制御する。
【０３１９】
　このように、制御部２０５は、画面２３００Ａを介して受付けた印刷濃度の変更指示に
従い、ジョブＸの本番用の印刷動作における一連の印刷工程の途中から印刷濃度を自動的
に変更するよう制御する。
【０３２０】
　なお、ジョブＸの本番用の印刷動作が終了したら、制御部２０５は自動的にジョブＹの
印刷動作をプリンタ部２０３に開始させる。但し、このケースの場合では、ジョブＹの印
刷動作は、そのジョブＹの為にオペレータが設定した印刷濃度に基いた印刷処理を実行す
るように制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０３２１】
　また、このジョブＹの本番用の印刷動作が終了したら、制御部２０５は、自動的にジョ
ブＺの印刷動作をプリンタ部２０３に開始させる。但し、この場合でも、制御部２０５は
、そのジョブＺの印刷動作においてはそのジョブＺの為にオペレータが設定した印刷濃度
に基いた印刷処理を実行するように印刷システム１０００を制御する。
【０３２２】
　以上説明したように、確認プリント動作が実行されたジョブには関係するが、そのジョ
ブ以外のジョブには関係の無い、そのジョブ固有の印刷処理条件の変更も行うことができ
る。そして、そのジョブの印刷処理条件のみ設定変更して印刷動作を実行させ、後続ジョ
ブの印刷動作ではこの設定変更によらずに各ジョブ固有の印刷条件で順次自動的に処理で
きるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０３２３】
　また、本実施形態の印刷システム１０００は、この要求（１）以外にも、例えば以下の
要求にも対処可能に構成されている。
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【０３２４】
　［確認プリント実行直後に制御部２０５が受付けを許可するオペレータ要求（２）］
　この要求（２）は、確認プリント動作が実行され、且つ本番用の印刷動作が再開された
ジョブの本番用の印刷動作を中止（キャンセル）させるためのオペレータ要求である。
【０３２５】
　この要求（２）がなされた場合、制御部２０５は、その確認プリント動作の実行直後に
本番用の印刷動作が開始されたジョブの本番用の印刷動作を直ちに中止させる。
【０３２６】
　この要求（２）の具体例を以下に説明する。
【０３２７】
　例えば現在、確認プリント動作が終了し、本番用の印刷動作が再開されたジョブＸの本
番用の印刷動作が印刷システム１０００にて実行期間中であるとする。そして、この状況
下において、画面２４００Ａ中のジョブリストで、ジョブＸに相当する受付番号０００１
のジョブがオペレータにより選択されたとする。この場合、制御部２０５は、このジョブ
の情報を表示する表示ラインを反転表示させる。そして、このジョブＸがこのジョブリス
トで選択されたうえで、画面２４００Ａ中の中止キー２４０３Ａがオペレータにより指示
されたとする。この場合、制御部２０５は、このキー操作に応答し、図１０Ｅに示す画面
２４００Ｆをタッチパネル部４０１に実行させる。
【０３２８】
　中止キー２４０３Ａが指示された場合、図１０Ｅに示すように、制御部２０５は、表示
欄２３００にはジョブＸがプリント実行中である旨を表示させた状態のままで、画面２４
００Ｆをタッチパネル部４０１にポップアップ表示させる。
【０３２９】
　この画面２４００Ｆは、現在プリント実行中のジョブ（この例ではジョブＸ）のプリン
ト動作をキャンセルするか否かをオペレータが決定出来るように構成された表示画面であ
る。
【０３３０】
　例えば、画面２４００Ｆ中のキー２４０２Ｆがオペレータにより指示されたとする。こ
の場合、制御部２０５は、現在プリント動作を実行中のジョブＸのプリント動作は維持し
た状態のままで、画面２４００Ｆの表示を終了させる。そして、制御部２０５は、画面２
４００Ａの表示を再度タッチパネル部４０１により実行させる。
【０３３１】
　一方、画面２４００Ｆ中のキー２４０１Ｆがオペレータにより指示されたとする。この
場合、制御部２０５は、現在プリント動作を実行中のジョブＸの印刷動作を中止するよう
印刷システム１０００を制御する。例えばこの際、このジョブの中止処理として、制御部
２０５は、以下に例示する処理の全てを実行するように印刷システム１０００を制御する
。
【０３３２】
　（中止処理１）　まず、制御部２０５は、ジョブＸの印刷動作をストップするように印
刷装置１００を制御する。
【０３３３】
　（中止処理２）　制御部２０５は、ジョブＸの１０ページ分の印刷データをＨＤＤ２０
９から消去するよう印刷装置１００を制御する。
【０３３４】
　（中止処理３）　制御部２０５は、画面２４００Ａ中のジョブリストからジョブＸのジ
ョブ情報を削除するように、タッチパネル部４０１を制御する。
【０３３５】
　このように、ジョブＸの為の処理を中止する指示がキー２４０１Ｆを用いて入力された
場合に、これら（中止処理１）～（中止処理３）が含まれる中止処理（キャンセル処理）
を行うように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。また、このキー２４０
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１Ｆがオペレータにより指示された場合、制御部２０５は更に、以下の制御も実行する。
【０３３６】
　（制御１）　上述したキャンセル処理をジョブＸについて行った直後に、ジョブＹの印
刷動作を自動的にプリンタ部２０３により開始させるように、制御部２０５は印刷装置１
００を制御する。また、このジョブＹの印刷動作が開始された事をジョブリストに反映表
示させるべく、画面２４００Ａにおけるシステム構成情報の表示内容を更新するように制
御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。
【０３３７】
　（制御２）　その後、ジョブＹの印刷動作が完了すると、ジョブＺの印刷動作を自動的
にプリンタ部２０３により開始させるように、制御部２０５は印刷装置１００を制御する
。また、ジョブＹの印刷動作が完了し、ジョブＺの印刷動作が開始された事をジョブリス
トに反映表示させるべく、画面２４００Ａの表示内容を更新するように制御部２０５はタ
ッチパネル部４０１を制御する。
【０３３８】
　例えば、ジョブＸの本番用の印刷動作が中止されたとする。この場合、例えば、あらた
めて、図５や図９Ａに示した表示の段階に戻って、最初から、このジョブＸの為の印刷条
件を設定することもできる。そしてその後、この変更後の印刷処理条件に従った印刷動作
を要するジョブとして改めてこのジョブＸを投入し、印刷動作を行わせる事もできる。
【０３３９】
　但し、この場合、このあらためて投入しなおしたジョブＸを、ジョブＹやジョブＺの処
理の後に処理するように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０３４０】
　また、本実施形態の印刷システム１０００は、この要求（２）以外の以下の要求にも対
処可能に構成されている。
【０３４１】
　［確認プリント実行直後に制御部２０５が受付を許可するオペレータ要求（３）］
　この要求（３）は、確認プリント動作が実行され、且つ本番用の印刷動作が再開された
ジョブの本番用の印刷動作に関する詳細情報をタッチパネル部４０１に表示させる為のオ
ペレータ要求である。
【０３４２】
　また、本実施形態の印刷システム１０００は、この要求（３）以外にも以下の要求にも
対処可能に構成されている。
【０３４３】
　［確認プリント実行直後に制御部２０５が受付けを許可するオペレータ要求（４）］
　この要求（４）は、確認プリント動作が実行され、且つ本番用の印刷動作が再開された
ジョブの本番用の印刷動作の実行中に再度、そのジョブの確認プリントを実行させる為の
オペレータ要求である。
【０３４４】
　この要求（４）の具体例は、図９Ｆを用いて詳述済みのためここでは省略する。
【０３４５】
　以上、図１０Ａ～図１０Ｅを用いて例示したように、制御部２０５は、確認プリント動
作を印刷システム１０００で実行させた直後に、上述の４種類のオペレータからの要求を
操作部２０４を介して選択的に受付可能にする。これにより、制御部２０５は、確認プリ
ント動作が終了したジョブの本番用の印刷動作が再開期間中に、上述の４種類のオペレー
タからの要求を操作部２０４を介して選択的に受付可能にする。そして、これらの何れか
の要求を受け付けると制御部２０５は、その受付けた要求に応じた処理や動作を実行する
ように、印刷装置１００を含む本実施形態の印刷システム１０００を制御する。
【０３４６】
　また、図９Ｆを用いて上述したように制御部２０５は、現在印刷実行中のジョブに該当
するジョブについては、その印刷動作が終了しない限り、何度でも繰り返し確認プリント
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要求をオペレータから受付け、確認プリントの自動実行条件を判定する。ただし、制御部
２０５は、現在印刷実行中のジョブに該当しないジョブに対する確認プリント要求をオペ
レータから受付ける事は禁止し、自動実行条件の判定も行わない。
【０３４７】
　例えば、制御部２０５が現在、ジョブＸの本番用の印刷動作を印刷システム１０００に
て継続させている最中に、キー２３０１に対する指示に応答し、図１０Ａに示す画面２４
００Ａをタッチパネル部４０１に表示させたとする。
【０３４８】
　そして、このジョブＸの本番用の印刷動作を実行中に、この画面２４００Ａ中のジョブ
リストで、このジョブＸに相当する受付番号０００１のジョブがオペレータにより選択さ
れたとする。この場合、制御部２０５は、ジョブリスト上のこのジョブの情報を表示する
表示ラインを反転表示させる。
【０３４９】
　このように、印刷実行中の受付番号０００１のジョブ、即ち、ジョブＸが画面２４００
Ａ内でオペレータにより選択されたとする。この場合、図１０Ａに示すように、制御部２
０５は、画面２４００Ａにおけるキー２４０４Ａを有効表示状態にすべく、タッチパネル
部４０１を制御する。そして、例えば、キー２４０４Ａが指示された場合、図９Ｅに示し
た画面２３００Ｂを再度表示するよう、制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する
。そしてキー２３０４Ｂへの指示で、再度ジョブＸの為に確認プリント要求が入力される
と、この場合でも制御部２０５は上述のように、ジョブＸの本番用の印刷動作を再度中断
させた後にジョブＸの２回目の確認プリントを印刷システム１０００に実行させる。この
ように、確認プリント要求をオペレータから画面２４００Ａを介して受付ることができる
。これにより、図９Ｆを用いて説明したように、再表示される画面２３００Ａを利用しな
い方法で、同一ジョブにて複数回、確認プリント動作を実行することができる。
【０３５０】
　例えば、画面２４００Ａ中のジョブリストにおいて、現在印刷実行中のジョブには該当
しないジョブが選択されたとする。例えば、受付番号０００２のジョブＹが画面２４００
Ａ中のジョブリストにおいてオペレータから選択されたとする。このように、印刷待ち状
態のジョブが画面２４００Ａで選択された場合、制御部２０５は、画面２４００Ａ中のキ
ー２４０４Ａを無効表示状態にすべくタッチパネル部４０１を制御する。このように、制
御部２０５は、現在印刷動作中のジョブ以外のジョブが操作部２０４を介してオペレータ
により選択された場合に、その選択されたジョブの為の確認プリント要求をオペレータか
ら受付ける事は禁止するように操作部２０４を制御する。これにより、ジョブＸの印刷動
作を中断させてジョブＹやジョブＺの印刷物を出力させる確認プリント動作が実行されな
いように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０３５１】
　以上、図１０Ａ～図１０Ｅ等を用いて説明したように、本実施形態の印刷システム１０
００の確認プリント機能に関する構成によれば、次のような効果がある。即ち、確認プリ
ント機能により出力させる確認用の印刷物によって、印刷システム１０００にて現在印刷
中のジョブの印刷確認をオペレータにより迅速に目視確認することができる。そして図３
に示す如く、複数台のシート処理装置を印刷装置１００に接続したことで印刷システム１
０００内部のシート搬送路が長くなっても、現在如何なるジョブの如何なる画像を印刷し
ているのかをオペレータは迅速且つ容易に判断することができる。又、現在印刷中のジョ
ブの印刷物の出力先が大容量スタッカや糊付け製本機等のシート処理装置内部に具備され
る出力先であっても、如何なるジョブの如何なる画像を現在印刷しているのかを、オペレ
ータは迅速且つ容易に判断することができる。かつ、上記全ての処理を、オペレータが実
行タイミングを意識することなく、定期的に行うことが可能となる。しかも、オペレータ
がこの確認用の印刷物を確認している最中にも、滞りなく印刷動作を印刷システム１００
０で継続させ続けることが出来る。このように、印刷システム１０００の高い稼働率が無
駄に低下することなく持続させ続ける事が可能となる。
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【０３５２】
　また、図１０Ｃを用いて説明したように、確認プリント動作対象のジョブと後続ジョブ
とを含む複数の印刷ジョブに関係のある印刷処理条件を変更後にこれら複数のジョブを完
了できるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。これにより、ジョブ
毎に個別に処理条件を変更せずとも、複数のジョブのどのジョブも全て印刷結果の品位を
無駄に低下させない印刷環境が構築可能となるという効果が得られる。また、印刷システ
ム１０００は、図１０Ｅ等を用いて説明したように、確認プリントの結果に不備がある場
合には、速やかにジョブＸの本番用の印刷動作をキャンセルすることができるように構成
されている。これにより、確認プリント動作によって得られる効果としては、確認プリン
ト動作対象のジョブ固有の効果も享受可能となる、という効果がある。このように、極力
高い生産性でもって複数のジョブを処理する事が重要視されうる印刷環境であっても、可
能な限り無駄な出力は控える事が可能となるという効果が得られる。
【０３５３】
　なお、図８に示した［工程１］において本番用のプリント動作を実行している期間中に
、制御部２０５は、キー２３０１Ａが表示可能に構成された画面２３００Ａをタッチパネ
ル部４０１に実行させる。
【０３５４】
　そして、この処理対象のジョブの印刷実行期間中に、タッチパネル部４０１にて図９Ｄ
に示した画面２３００Ａのように、有効表示状態のキー２３０１Ａがオペレータにより指
示されたとする。後述する図１６のステップＳ１１５の判断では、制御部２０５は、この
有効表示状態のキー２３０１Ａがオペレータにより指示された否かに基づいて、確認プリ
ント要求をオペレータから受付けたか否かの判断を行う。
【０３５５】
　そして、キー２３０１Ａが指示されたと判断した場合、制御部２０５は、図９Ｅに示す
ように、確認プリントの種類を選択するための画面２３００Ｂをタッチパネル部４０１に
表示させる。これは、制御部２０５が、図１６のステップＳ１１５においてＹＥＳと判定
し、処理をステップＳ１１６に進めた場合に相当する。
【０３５６】
　そして、画面２３００Ｂをタッチパネル部４０１に表示させた時点では未だ、図８に示
す［工程１］の段階、即ち、確認プリント動作対象のジョブの本番用の印刷動作が継続中
の状態である。
【０３５７】
　そして、画面２３００Ｂにおいて、オペレータによってキー２３０１Ｂ、キー２３０２
Ｂの何れかが指示された上でキー２３０４Ｂが指示されたとする。これは、制御部２０５
が、図１６のステップＳ１１７にてＹＥＳと判定した場合に相当する。
【０３５８】
　そして上述したように、制御部２０５は、オペレータがキー２３０４Ｂを指示したこと
で入力された確認プリント開始指示に応じて、確認プリントの実行対象であるジョブにつ
いて印刷システム１０００が現在実行中の本番用の印刷動作を中断させる。そして制御部
２０５は、この本番用の印刷動作の中断処理が完了したことに応じて、キー２３０１Ｂ、
キー２３０２Ｂのうちオペレータが指定した方に対応するタイプの確認プリントを自動的
に印刷システム１０００に開始させる。
【０３５９】
　本実施形態では、この本番用の印刷動作を中断する際に、例えば以下に示す制御を、上
述した本番用の印刷動作の中断処理として実行するように、制御部２０５が印刷システム
１０００を制御する。
【０３６０】
　例えば、確認プリントの開始を指示した時点で既に、印刷システム１０００の給紙部か
ら本番用の印刷動作に要する印刷物の給紙を開始してしまっているとする。この場合、制
御部２０５は、これらの、既に給紙開始済の本番用の印刷物に対しては全て、プリンタ部
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２０３による印刷を実行するように制御する。且つ、制御部２０５は、これら印刷済のジ
ョブの本番用の印刷物の全てを、このジョブの本番用の最終成果物を保持するのに利用す
るシート処理装置の出力先（排紙先）へ排出させ、出力先にて保持させる。
【０３６１】
　このように、確認プリント要求がオペレータから入力された時点、或いは確認プリント
の自動実行条件の条件判定に合致した時点で既に本番用の印刷物の給紙が印刷システム１
０００で開始済の場合には、制御部２０５は、上述したような中断処理を実行させる。
【０３６２】
　但し、制御部２０５は、前者の時点若しくは後者の時点で既に給送開始済の本番用の印
刷物の全てが、本番用の印刷物の出力先に全て排出完了しない場合でも、このジョブの確
認用の印刷媒体を印刷システム１０００の給紙部から給送する事は、許可する。
【０３６３】
　これにより、例えば、図３に示すように印刷システム１０００における印刷媒体の搬送
経路がある程度長い場合でも、確認プリントの実行タイミングが遅延しないようにするこ
とが可能となる。
【０３６４】
　このように、本実施形態の印刷システム１０００は、確認プリント要求が入力された時
点で既に給紙済みの本番用の印刷物の全てが印刷システム１０００の出力先へ排出完了し
ないうちに、確認プリントを開始することができるように構成されている。これにより、
確認プリントの開始タイミングに遅延が生じる等のトラブルが原因で、確認用の印刷物の
出力が済むまでの時間が遅延する等のトラブルが発生するのを未然に抑えることができる
。また、係るトラブルが原因で確認用の印刷物に対するオペレータの目視確認や本番用の
印刷動作の再開開始のタイミング、が遅延してジョブの生産性のみならず後続ジョブを含
むジョブ全体の生産性にも影響が生じる等のトラブル発生も未然に抑える事ができる。
【０３６５】
　このように、確認プリント開始指示が入力され時点で既に本番用の印刷物の給紙が開始
してしまっている場合でも、それら全ての印刷物を出力先へ排出していなくても、確認用
の印刷物は給送部から給送可能に制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０３６６】
　例えば、この具体例として、図３に示したシステム構成を例にとる。ここでは、処理対
象のジョブが、本番用の印刷動作による印刷物は図３の中綴じ製本機２００－３ｃの出力
先Ｚに排出すべきジョブ、であるとする。そしてここでは、確認プリント開始指示が入力
された時点で既に、給紙デッキ３１９からこのジョブの本番用の印刷物の給送が開始され
た直後であるとする。
【０３６７】
　この場合、例えば、制御部２０５は、既に給送開始済の本番用の印刷物が図３のＡ点を
通過した事を確認したうえで、このジョブの確認用の印刷物を給紙デッキ３１９から取出
し、給送処理を開始させるように印刷装置１００を制御する。このように、制御部２０５
は、本番用の印刷物が図３のＡ点を通過した事を条件として、この印刷物が排紙先（出力
先）Ｚへ排出完了したか否かに関係なく、この確認用の印刷物の給送処理を開始させる。
【０３６８】
　このように、制御部２０５は、本番用の印刷動作の中断後に、可能な限り速やかに、確
認プリント動作を印刷システム１０００において開始可能にする。これにより、制御部２
０５は、確認プリント動作の開始が無駄に遅延する事無く（滞ることなく）、確認プリン
ト動作を印刷システム１０００にて実行可能にする。
【０３６９】
　尚、本実施形態では、確認プリント実行後に本番用の印刷動作を再開させる場合でも、
この上述した構成の動作と同様の動作を実行可能に印刷システム１０００は構成されてい
る。
【０３７０】
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　例えば、図３を引き続き用いて説明すると、制御部２０５は、確認用の印刷物が図３の
Ａ点を通過した事を確認したうえで、このジョブの本番用の印刷物を給紙デッキ３１９か
ら取出し、給送処理を開始させるように印刷装置１００を制御する。このように、制御部
２０５は、確認プリント実行対象のジョブの確認用の印刷物が図３のＡ点を通過した事を
条件として、その印刷物が排紙先（出力先）へ排出完了したか否かに関係なく、このジョ
ブの本番用の印刷動作に要する印刷物の給送処理を開始させる。
【０３７１】
　また、上述したように、オペレータがキー２３０４Ｂを指示することで入力された確認
プリント開始要求、もしくは確認プリントの自動実行指示に基き、制御部２０５は、図８
に示すＴＸの時点から確認プリント動作を印刷システム１０００に開始させる。そして、
この確認プリントが済んだ時点、即ち、図８に示すＴＹの時点から、この確認プリントが
行われたジョブの本番用の印刷動作を印刷システム１０００で自動的に再開させる。なお
、この再開処理が図８に示す［工程３］に相当する。
【０３７２】
　このジョブの本番用の印刷動作の再開処理では、図８に示す［工程２］の直前までの期
間において、未処理分の印刷のみを実行するように制御部２０５は印刷システム１０００
を制御する。
【０３７３】
　又、この再開処理を行うにあたり、制御部２０５は、画面２３００Ａの表示処理に必要
な情報として制御部２０５が利用する処理対象のジョブの処理状況（進捗状況）を示す情
報を、この再開処理を行う際にも必要な情報として利用する。このように、制御部２０５
は、処理対象のジョブの本番用の印刷動作が印刷システム１０００にて全て完了するまで
の期間中は少なくとも、ＨＤＤ２０９にこの情報を保持させておくように制御する。
【０３７４】
　又、本番用の印刷動作が再開された場合、制御部２０５は、そのジョブの画面２３００
Ａを自動的にタッチパネル部４０１に再表示させる。例えば、制御部２０５は、図８に示
す［工程３］にて本番用の印刷動作の再開動作期間中に、このジョブの画面２３００Ａを
再度タッチパネル部４０１に表示可能にする。そしてこのように現在のタイミングが、あ
るジョブの本番用の印刷動作が開始された直後の時点から、そのジョブの本番用の印刷動
作が終了する直前の時点までの期間中に含まれているとする。この場合、制御部２０５は
、次のようにして印刷システム１０００を制御する。即ち、タッチパネル部４０１に再度
表示されたキー２３０１Ａに対するオペレータ指示で確認プリント要求が再入力、或いは
確認プリントの自動実行毎に、その１つのジョブの為に確認プリント動作を複数回繰り返
し実行すべく印刷システム１０００を制御する。
【０３７５】
　尚、図８に示すＴＹの時点から印刷システム１０００に再開させた本番用の印刷動作の
実行期間中に、制御部２０５は、上述のオペレータ要求（１）～（４）を選択的にオペレ
ータから操作部２０４を介して受付ける。これにより、その受付けた要求に応じた処理を
印刷システム１０００に実行させることができる。
【０３７６】
　また、本実施形態にて、図８に示すＴＹの時点から再開させたジョブの本番用の印刷動
作を継続させたままの状態で、上述したような印刷システム１０００の機器固有の設定変
更をオペレータが実行できるように制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。例
えば、図８に示す［工程３］において本番用の印刷動作が再開されている最中に、図１０
Ｃに示した画面２４００Ｃを用いて印刷システム１０００の機器固有の設定変更要求を受
付ける。この場合、制御部２０５は、この要求を受付けた時点から、このジョブの印刷動
作の処理条件を自動的に変更するように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御す
る。更に、このジョブの後に処理すべき後続ジョブの印刷動作を実行する際にも、この画
面２４００Ｃを介してオペレータから受付けた設定変更後の印刷処理条件でこれらの後続
ジョブを処理しつづけるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
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【０３７７】
　例えば、確認プリントを定期的に同一ジョブに対して繰り返し実行してみた結果、徐々
に印刷結果の濃度が薄くなっている状況が発生したとする。この場合でも、例えば、この
画面２４００Ｃを介して濃度を濃くする為の設定変更をオペレータが行えば、この印刷実
行中のジョブは勿論のこと、後続ジョブの印刷結果も、適正な印字濃度の出力結果が得ら
れる。
【０３７８】
　図１６に示すフローチャートは、制御部２０５により実行される確認プリント動作の処
理を示すフローチャートである。
【０３７９】
　ステップＳ１０１において制御部２０５は、印刷装置１００の電源投入後、図５に示す
ような印刷システム１０００の基本画面を、操作部２０４のタッチパネル部４０１に表示
させる。次に、ステップＳ１０２に進む。
【０３８０】
　ステップＳ１０２において制御部２０５は、図１１Ａに示すようなキー１４０１を操作
部２０４のタッチパネル部４０１に表示させる。オペレータはキー１４０１を指示するこ
とで、自動確認プリントの初期設定を行うことができる。キー１４０１を指示して自動確
認プリントの初期設定を行う場合は、ステップＳ１０３に進む。初期設定を行わない場合
は、ステップＳ１０４に進む。
【０３８１】
　ステップＳ１０３において制御部２０５は、操作部２０４のタッチパネル部４０１に図
１１Ｂに示すような画面（自動確認プリントの初期設定画面）を表示させる。オペレータ
は初期設定画面において、自動確認プリントの初期設定を行うことが可能である。自動確
認プリントの初期設定画面における領域１５０１には、自動確認プリント機能を選択可能
とする印刷ジョブ枚数を入力することができる。ここで入力（設定）された初期設定は、
設定以降の全ての印刷ジョブに適用される。次に、ステップＳ１０４に進む。
【０３８２】
　ステップＳ１０４において制御部２０５は、オペレータによる操作部２０４を介したキ
ー操作に応答して、各種の印刷条件の設定をオペレータから受け付ける。次に、ステップ
Ｓ１０５に進む。
【０３８３】
　ステップＳ１０５において制御部２０５は、ステップＳ１０４で設定された印刷条件の
１つである部数と印刷ジョブの印刷ページ数とから、印刷ジョブの印刷枚数を求める。そ
して求めた印刷枚数が、ステップＳ１０３で設定された自動確認プリントを選択可能とす
る印刷ジョブ枚数の条件を満たすかどうか判定する。そして、求めた印刷枚数が、自動確
認プリントを選択可能とする印刷ジョブ枚以上である場合、自動確認プリントを実行可能
な印刷ジョブと判断し、ステップＳ１０６に進む。一方、求めた印刷枚数が、自動確認プ
リントを選択可能とする印刷ジョブ枚よりも少ない場合、自動確認プリントを実行できな
い印刷ジョブと判断し、ステップＳ１０８に進む。
【０３８４】
　ステップＳ１０６において制御部２０５は、操作部２０４のタッチパネル部４０１に図
１２に示す画面（自動確認プリントの実行条件設定画面）を表示させる。オペレータが自
動確認プリントの実行条件設定画面においてキー１６０１を指示すると、自動確認プリン
トの実行が設定される。この状態でオペレータがＯＫキー１６０５を指示すると、制御部
２０５は、確認プリント実行を設定した状態で、ステップＳ１０８に進む。
【０３８５】
　一方、オペレータが自動確認プリントの実行条件設定画面においてＯＦＦキー１６０２
を指示した状態で、ＯＫキー１６０５を指示すると、確認プリント実行設定がなされない
状態でステップＳ１０８に進む。また、オペレータが詳細設定キー１６０３を指示すると
、ステップＳ１０７に進む。
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【０３８６】
　ステップＳ１０７において制御部２０５は、操作部２０４のタッチパネル部４０１に図
１３Ａに示す画面（自動確認プリントの実況条件の詳細設定画面）を表示させる。オペレ
ータは自動確認プリントの実行条件の詳細設定画面で、印刷実行枚数と印刷実行時間とを
設定することができる。
【０３８７】
　また、ステップＳ１０７において制御部２０５は、操作部２０４のタッチパネル部４０
１に図１３Ｂに示す画面を表示させる。キー１７０５を指示した場合、第１タイプの確認
プリント動作を行うよう、制御部２０５は制御を行う。キー１７０６を指示した場合、第
２タイプの確認プリントを行うよう、制御部２０５は制御を行う。
【０３８８】
　制御部２０５は、オペレータが入力した実行条件を、予め保持していた所定の実行条件
設定に上書きし、保持する。即ち、ステップＳ１０６でキー１６０１を指示して確認プリ
ントの実行を設定するが、詳細設定キー１６０３を指示しないことでステップＳ１０７で
の詳細設定を行わない場合は、自動確認プリントの実行設定のみが行われる。そして、詳
細な実行条件は制御部２０５が予め保持する所定の設定に従う。
【０３８９】
　印刷ジョブの印刷実行枚数は、印刷ジョブにおいて、自動確認プリントの実行条件判定
の際に印刷された印刷実行枚数が、印刷実行枚数として設定された枚数を単位としてこれ
に達するたびに自動的に確認プリントを実行することを表す条件である。
【０３９０】
　ステップＳ１０７において自動確認プリントの実行条件が設定されると、制御部２０５
は、設定された印刷ジョブの印刷実行枚数ごとに、ステップＳ１１９において確認プリン
トの実行を設定する。例えば、印刷部数が１０部で１部当たり１０枚印刷するジョブの総
印刷枚数は１００枚であるが、設定キー１７０１により印刷実行枚数を「３０枚」と設定
すると、制御部は印刷累計枚数が３０枚、６０枚、９０枚に達する毎に確認プリントを実
行する。
【０３９１】
　同様に印刷ジョブの印刷実行時間は、印刷ジョブにおいて、自動確認プリントの実行条
件判定の際に印刷ジョブの印刷実行時間の累計が、印刷実行時間として設定された時間を
単位としてこれに達する度に自動的に確認プリントを実行することを表す条件である。
【０３９２】
　ステップＳ１０７において制御部２０５は、設定された印刷ジョブの印刷実行時間ごと
に、ステップＳ１２０で確認プリントの実行を設定する。例えば印刷実行時間に「１０分
間隔」と設定すると、この印刷ジョブの印刷開始から印刷完了までの間に１０分毎に確認
プリントを実行する。
【０３９３】
　なお、オペレータは印刷実行時間と印刷実行時間のうち片方のみ設定しても良いし、同
時に設定することも可能である。オペレータが双方同時に設定する場合、制御部２０５は
ステップＳ１１９及びステップＳ１２０において、各処理のどちらかで条件に該当すると
確認プリントが設定される。
【０３９４】
　ステップＳ１０７において、図１３Ａに示したキー１７０４を指示すると、制御部２０
５は、図１３Ｂに示す画面を表示する。この画面では、図１３Ａに示した画面で設定され
た自動確認プリントの実行条件に基づいて自動的に確認プリントが実行される際の確認用
の印刷物の種類を設定する。キー１７０５「全ページ」が指示されると、制御部２０５は
、確認プリント印刷対象として印刷ジョブ中の１部を構成する全てのページを印刷する設
定を保持する。また、キー１７０６「１枚(自動)」が指示されると、制御部２０５は、確
認プリントの印刷対象として、前述の条件に合致する１枚を印刷する設定を保持する。
【０３９５】
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　図１３Ｂに示した画面において、制御部２０５はＯＫキー１７０８が指示されたことを
検知すると、確認プリントの種類を保持する。次に、ステップＳ１０８に進む。
【０３９６】
　ステップＳ１０８において制御部２０５は、処理対象のジョブの印刷開始要求がなされ
たか否かを、スタートキー５０３がオペレータにより押下された否かに基いて判断する。
【０３９７】
　例えば、処理対象のジョブの為に各種一連の印刷処理条件が、オペレータにより操作部
２０４を介してなされたうえで、オペレータがスタートキー５０３を押下したとする。こ
の場合、制御部２０５は、この印刷開始要求（スタートキー５０３入力）を検知し、ステ
ップＳ１０８にてＹＥＳという判定を行う。これにより、処理をステップＳ１０８からス
テップＳ１０９へ進める。
【０３９８】
　ステップＳ１０９にて制御部２０５は、この印刷開始要求がなされたジョブの処理条件
（進捗状況）を示す表示として図９Ｄ等で示した画面（ジョブ処理状況画面、印刷状況画
面）２３００Ａをポップアップ表示するようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０３９９】
　また制御部２０５は、ステップＳ１０９における処理を実行するのと同時に（並行して
）、ステップＳ１１０の処理も実行するように印刷装置１００を制御する。
【０４００】
　例えば、このジョブが、スキャナ部２０１による原稿読取動作を要するジョブであると
する。この場合、ステップＳ１１０にて制御部２０５は、スキャナ部２０１によりこのジ
ョブの読取動作を開始させる。また、制御部２０５は、この読取対象のジョブの印刷デー
タを、先頭頁から順次、ＨＤＤ２０９へ記憶させる。この記憶動作は、このジョブの最終
頁の印刷データがＨＤＤ２０９へ記憶させるまで実行される。このような印刷開始要求が
なされたジョブの印刷データをＨＤＤ２０９に記憶する動作をステップＳ１１０にて実行
するように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０４０１】
　ステップＳ１１１において制御部２０５は、ステップＳ１０８にて印刷開始要求がなさ
れたジョブの印刷データをＨＤＤ２０９から読み出し、読み出した印刷データに基づいた
印刷をプリンタ部２０３に行わせる。ステップＳ１１１において制御部２０５は、ステッ
プＳ１０４でオペレータから受付けたこのジョブの一連の印刷処理条件に従った印刷動作
を実行するように、印刷システム１０００を制御する。次に、ステップＳ１１２に進む。
【０４０２】
　尚、ステップＳ１１１における実行対象の「印刷動作」は、「本番用の印刷動作」に相
当する。
【０４０３】
　又、制御部２０５は、この本番用の印刷動作が印刷システム１０００にて全て完了する
までの期間中は、このジョブの印刷データを全ページＨＤＤ２０９に保持させたままにす
る。また制御部２０５は、ＨＤＤ２０９に保持させるジョブの印刷データを適宜利用可能
にＨＤＤ２０９を制御する。
【０４０４】
　また更に、制御部２０５は、ステップＳ１１１における処理を実行させつつ、ステップ
Ｓ１０９にて上述したこのジョブの為の画面２３００Ａのポップアップ表示は維持したま
まの状態となるようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０４０５】
　但し、画面２３００Ａの表示内容は図９Ｄを用いて説明したように、この処理対象のジ
ョブの印刷システム１０００における実際の処理状況（進捗状況）をリアルタイムに反映
した表示内容となるように、制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。
【０４０６】
　制御部２０５は、ステップＳ１０９で表示された画面２３００Ａにおいて設定したプリ
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ント濃度をプリンタ部２０３に設定し、印刷処理を止めることなく現在実行中の印刷ジョ
ブに反映させる。また、プリント濃度が変更された場合も同様に、この設定をプリンタ部
２０３に設定し、即座に現在実行中の印刷ジョブに反映させる。
【０４０７】
　この制御は、ステップＳ１０９で画面２３００Ａが表示されてからステップＳ１１３に
おいて本番用の印刷ジョブが完了するまで行われる。
【０４０８】
　ステップＳ１１２において制御部２０５は、図９Ｄに示したこのジョブの画面２３００
Ａのポップアップ表示において、実行中の印刷ジョブを中止する中止キー２３０１Ｃが指
示されたか否かを判定する。制御部２０５は、中止キー２３０１Ｃが指示されると直ちに
、プリンタ部２０３によるジョブの処理を停止させるよう制御する。制御部２０５は、プ
リンタ部２０３による印刷が停止するとステップＳ１０４に進み、印刷ジョブに対して印
刷設定を可能な状態にする。
【０４０９】
　オペレータは、印刷ジョブの印刷（本番用の印刷）の途中でこれに代わって行われた確
認プリントにより得られた確認用の印刷物の印刷品位を確認する。なお、確認プリント機
能による印刷が済み次第、この本番用の印刷は自動的に再開される。よって、オペレータ
が確認用の印刷物の結果を確認している最中でも、この本番用の印刷は実行中である。こ
こで、確認用の印刷物の印刷結果をチェックしたオペレータが、もし濃度に問題があると
判断すると、図９Ｄに示した画面２３００Ａにおいてキー２３０１Ｄを操作する。これに
より、印刷中の本番用の印刷物の濃度を変更することができる。また、濃度以外の品質に
問題がある、もしくは前述の濃度品位調整で調整できない場合は、中止キー２３０１Ｃを
指示して実行中の印刷ジョブを停止することができる。停止した印刷ジョブは印刷設定を
変更後、再印刷を行う。
【０４１０】
　ステップＳ１１３にて制御部２０５は、ステップＳ１１１で開始された本番用の印刷動
作が印刷システム１０００で完了したか否かを、このジョブの処理に必要な各ユニット（
例えばプリンタ部２０３やシート処理装置２００）からの情報に基き判断する。
【０４１１】
　そして、このジョブの本番用の印刷動作が全て完了したことをステップＳ１１３にて判
断した場合、制御部２０５はステップＳ１１３からステップＳ１１４へ処理を進める。
【０４１２】
　ステップＳ１１４において制御部２０５は、ステップＳ１０９の段階から既に実行状態
にあるこのジョブの画面２３００Ａのポップアップ表示を終了させる（ポップアップ画面
を消去する）ようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０４１３】
　このように、本番用の印刷動作が完了した事に応じて、この画面２３００Ａの表示を自
動的に終了するように制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。また、画面２３
００Ａの「閉じる」キーがオペレータにより指示された場合も、画面２３００Ａの表示を
終了するように制御部２０５はタッチパネル部４０１を制御する。ステップＳ１１４にお
ける処理が行われた後は、ステップＳ１０１の処理へと戻る。
【０４１４】
　一方、処理対象のジョブの本番用の印刷動作が印刷システム１０００にて完了していな
いと判断した場合、制御部２０５はステップＳ１１３からステップＳ１１５へ処理を進め
る。
【０４１５】
　ステップＳ１１５にて制御部２０５は、現在実行中のジョブの本番用の印刷動作をプリ
ンタ部２０３により継続させている状態で、そのジョブの確認用の印刷物を出力する為の
確認プリント要求がオペレータから入力されているか否かを判断する。
【０４１６】
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　ステップＳ１１５における判断は、ステップＳ１０９の段階から既にタッチパネル部４
０１に表示中のこのジョブの画面２３００Ａにおける「確認プリント」のキー２３０１Ａ
がオペレータにより指示されたか否かを判断することで行われる。
【０４１７】
　そして、キー２３０１Ａが指示されていないことで、確認プリント要求がオペレータに
よりなされていないと判断した場合、制御部２０５はステップＳ１１５からステップＳ１
１８に進む。
【０４１８】
　一方、キー２３０１Ａが指示されたことで、確認プリント要求がオペレータによりなさ
れたと判断した場合、制御部２０５は、ステップＳ１１５からステップＳ１１６へ処理を
移す。
【０４１９】
　ステップＳ１１６において制御部２０５は、図９Ｅに示したように、確認プリントの種
類に関する画面２３００Ｂの表示をタッチパネル部４０１に実行させる。
【０４２０】
　尚、制御部２０５は、現在実行中のジョブの本番用の印刷動作はプリンタ部２０３によ
り継続させたままの状態で、この図９Ｅに示す画面２３００Ｂをタッチパネル部４０１に
表示させる。次に、ステップＳ１１７に進む。
【０４２１】
　そして、制御部２０５は、このジョブの本番用の印刷動作は継続させたままの状態で、
このジョブの確認プリント開始指示がオペレータによりなされか否かを、ステップＳ１１
７にて判断する。
【０４２２】
　このステップＳ１１７における判断は、この図９Ｅに示す画面２３００Ｂ中のキー２３
０４Ｂがオペレータにより指示されたか否かを判断することで行われる。
【０４２３】
　そして、このキー２３０４Ｂを指示しないことで、確認プリントの開始指示がオペレー
タによりなされていないことをステップＳ１１７で判断したとする。この場合、ステップ
Ｓ１１７から処理を進めずに、制御部２０５は、この画面２３００Ｂを介して確認プリン
トの種類がオペレータにより選択されるのを待つ。尚、この状況では、現在実行中のこの
ジョブの本番用の印刷動作をプリンタ部２０３に継続させ続けるように、制御部２０５は
印刷システム１０００を制御する。
【０４２４】
　一方、この画面２３００Ｂにてキー２３０１Ｂとキー２３０２Ｂの何れかを用いて第１
タイプか第２タイプの何れかの確認プリント動作の種類がオペレータにより選択され、キ
ー２３０４Ｂがオペレータにより指示されたとする。この場合、制御部２０５は、このキ
ー２３０４Ｂによる確認プリントの開始指示がオペレータから入力されたことを受けて、
ステップＳ１１７からステップＳ１２１へ処理を進める。
【０４２５】
　一方、ステップＳ１１８において制御部２０５は、現在実行中の印刷ジョブについて、
自動確認プリントの実行条件が設定されているか否かを判定する。係る判定で、ステップ
Ｓ１０６で自動確認プリントの実行条件が設定されていると判断される場合、制御部２０
５は、現在実行中の印刷ジョブの状態が実行条件と適合するか否かを確認するため、ステ
ップＳ１１９に進む。一方、ステップＳ１０６での設定に基づき、ステップＳ１１８で自
動確認プリントの実行条件が設定されていないと判断される場合、制御部２０５はステッ
プＳ１１８からステップＳ１１２に処理を戻す。
【０４２６】
　ステップＳ１１９において制御部２０５は、現在実行中の印刷ジョブの累計印刷枚数が
、ステップＳ１０６で設定された自動確認プリントの実行条件に合致するか否かを判定す
る。制御部２０５は、現在実行中の印刷ジョブの印刷開始からの累計枚数と、ステップＳ
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１０６もしくはステップＳ１０７で設定された自動確認プリントの実行条件と、を比較す
る。
【０４２７】
　例えば、ステップＳ１０４で印刷設定の条件として１０ページの原稿を１０部印刷する
と設定する。このときステップＳ１０７において、２０部ごとに印刷を行うと設定すると
する。
【０４２８】
　この条件に合致すると、制御部２０５はステップＳ１１９からステップＳ１２１に進み
、現在実行中の印刷ジョブを停止して確認プリントを開始する。合致しない場合、制御部
２０５は印刷実行時間による自動確認プリントの実行条件を判定するためにステップＳ１
２０に進む。
【０４２９】
　ステップＳ１２０において制御部２０５は、現在実行中の印刷ジョブの累計印刷時間が
、ステップＳ１０６で設定された自動確認プリント実行条件に合致するか否かを判定する
。制御部２０５は、現在実行中の印刷ジョブの印刷開始から判定時点での実行時間と、ス
テップＳ１０６もしくはステップＳ１０７で設定された自動確認プリントの実行条件と、
を比較する。係る比較の結果、合致する場合には、制御部２０５はステップＳ１２１に進
む。合致しない場合、制御部２０５は確認プリントを実行せず、ステップＳ１１２に処理
を戻す。
【０４３０】
　ステップＳ１２１において制御部２０５は、上述の確認プリント要求がなされたジョブ
の本番用の印刷動作を中断させる。この本番用の印刷動作は、ステップＳ１１１の段階か
ら既に印刷システム１０００にて実行中の印刷動作である。制御部２０５は、この本番用
の印刷動作を中断するように印刷システム１０００を制御する。
【０４３１】
　そして、ステップＳ１２２において制御部２０５は、この本番用の印刷動作を中断（一
時停止）させた直後に、このジョブの確認用の印刷物を出力する為の確認プリント動作を
自動的に開始させるように、印刷システム１０００を制御する。
【０４３２】
　ステップＳ１２２で実行される確認プリント動作で要する印刷媒体（印刷用紙やシート
とも呼ぶ）には、このジョブの本番用の印刷動作で印刷対象となる印刷データと同一の印
刷データが印刷されるように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０４３３】
　その為に、制御部２０５は上述したように、ステップＳ１１０における処理でＨＤＤ２
０９に既に保持済のこのジョブの本番用の印刷動作に要する印刷データを、ステップＳ１
２２においても利用するように、印刷装置１００を制御する。
【０４３４】
　また、ステップＳ１２２にて実行される確認プリント動作では、この本番用の印刷動作
に要する印刷データのうちの全ページ分の印刷が実行できる。このケースは、キー２３０
１Ｂが選択されたことに応じて上述の第１タイプの確認プリント動作を印刷システム１０
００に実行させるように制御部２０５が制御するケースに相当する。
【０４３５】
　また、ステップＳ１２２にて実行される確認プリント動作では、この本番用の印刷動作
に要する印刷データのうちの１ページ分の印刷を実行することも出来る。このケースは、
キー２３０２Ｂが選択されたことに応じて上述の第２タイプの確認プリント動作を印刷シ
ステム１０００に実行させるように制御部２０５が制御するケースに相当する。
【０４３６】
　このように、ステップＳ１２２にて制御部２０５は、上述の第１タイプの確認プリント
動作と第２タイプの確認プリント動作のうち、オペレータから指定された動作を印刷シス
テム１０００に実行させる。
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【０４３７】
　その後、制御部２０５は、ステップＳ１２３の処理を行う。
【０４３８】
　ステップＳ１２３にて制御部２０５は、ステップＳ１２２にて開始させたジョブの確認
プリント動作が完了したか否かを、印刷システム１０００内部のシート搬送路上に複数配
設した各種検知センサからの情報等を基に判断する。
【０４３９】
　そして、上述の確認プリント動作が完了していないと、ステップＳ１２３にて判断した
場合、制御部２０５は、次の工程へ移行せずに、その確認プリント動作の完了を待機する
。
【０４４０】
　一方、上述の確認プリント動作が完了したことをステップＳ１２３にて判断した場合、
制御部２０５はステップＳ１２３からステップＳ１２４へ処理を進める。
【０４４１】
　ステップＳ１２４において制御部２０５は、所定の通知手段を実行する。これにより制
御部２０５は、印刷装置１００から離れた位置にいるオペレータに確認プリントが実行さ
れたことを通知し、通知を受けたオペレータは出力された印刷物の品位を確認する。
【０４４２】
　ステップＳ１２４で制御部２０５によって実行されるオペレータへの通知手段としては
、例えば、次のようなものがある。例えば、ＰＣ１０４に搭載されたアプリケーションの
UI（ユーザインターフェース）上での通知や、ネットワーク１０１上に存在するＰＣにお
いて実行されるWebブラウザ上で実行されるWebアプリケーションのUI上での通知がある。
更には、オペレータを宛先としたメール送信による通知、印刷装置１００もしくは印刷装
置１００に設置されたランプまたはブザーもしくはUI上の表示、オペレータが携帯する端
末上のＵＩへの表示などの通知手段による通知がある。またこれらの通知手段を組合せる
ことにより、オペレータに確認プリントが実行されたことを、より確実に通知することも
可能である。
【０４４３】
　ステップＳ１２４で制御部２０５は、通知手段によってオペレータに確認プリントの実
行を通知した後、ステップＳ１２５に進む。
【０４４４】
　ステップＳ１２５にて制御部２０５は、上述の確認プリント動作が実行されたジョブの
本番用の印刷動作を再度この時点から実行（継続）させるように印刷システム１０００を
制御する。
【０４４５】
　ステップＳ１２５において再実行の対象となるこのジョブの本番用の印刷動作では、ス
テップＳ１２１におけるこのジョブの印刷動作の中断の直前までに処理済の分については
印刷を行わないように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０４４６】
　そして、ステップＳ１２５では、ステップＳ１２１の段階にて未処理であった残り分の
印刷についてのみを実行するように、制御部２０５は印刷システム１０００を制御する。
【０４４７】
　ステップＳ１２５で本番用の印刷動作を再実行させるに際し、制御部２０５は上述の如
く、ステップＳ１１０等で既にＨＤＤ２０９に保持済のジョブの本番用の印刷動作に要す
る印刷データを、ステップＳ１２５でも利用するように印刷装置１００を制御する。
【０４４８】
　以上のステップＳ１２５の処理を経て、制御部２０５は、ステップＳ１２５からステッ
プＳ１１２へ処理を戻すように制御する。
【０４４９】
　なお、ステップＳ１２５からステップＳ１１２へ処理を戻した場合、図９Ｆを用いて説
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明したように、この本番用の印刷動作が完了していない事を条件に、制御部２０５は、画
面２３００Ａを再度表示するようにタッチパネル部４０１を制御する。
【０４５０】
　これにより、制御部２０５は、ステップＳ１１３からステップＳ１１５へ処理を再び移
行できるようにし、ステップＳ１１５からステップＳ１２５までの処理を再度実行できる
ように印刷システム１０００を制御する。
【０４５１】
　［その他のしくみ］
　各図に示す機能が、外部からインストールされるプログラムによって、ホストコンピュ
ータ（例えば、ＰＣ１０３やＰＣ１０４）により遂行されていてもよい。尚、この場合、
各画面を含む、本実施形態で述べた画面と同様の画面を表示させる為のデータを外部から
インストールし、ホストコンピュータの表示部に上記各種のユーザインターフェース画面
を提供可能に構成する。
【０４５２】
　ここで、以上のように、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した、コンピュータ読取可能な記憶媒体を、システムあるいは装置に供給す
る。そして、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶
媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、本発明の目的が達
成されることは言うまでもない。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード
自体が本発明の新規な機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。従って、このようなプログラムの機能を有していれ
ば、オブジェクトコード、インタプリタにより実行されるプログラム、ＯＳに供給するス
クリプトデータ等、プログラムの形態は問わない。
【０４５３】
　プログラムを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハー
ドディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ
、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤ等を用いることができる。この
場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現す
ることになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる
。
【０４５４】
　その他、プログラムの供給方法としては次のようなものがある、即ち、クライアントコ
ンピュータのブラウザを用いてインターネットのホームページに接続する。そして、この
ホームページから本発明のコンピュータプログラムそのもの、もしくは、圧縮され自動イ
ンストール機能を含むファイルをハードディスク等の記録媒体にダウンロードすることに
よっても供給できる。また、本発明のプログラムを構成するプログラムコードを複数のフ
ァイルに分割し、それぞれのファイルを異なるホームページからダウンロードすることに
よっても実現可能である。つまり、本発明の機能処理をコンピュータで実現するためのプ
ログラムファイルを、複数のユーザに対してダウンロードさせるＷＷＷサーバやｆｔｐサ
ーバ等も本発明に含まれるものである。
【０４５５】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページか
ら暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせる。そして、その鍵情報を使用することにより
、暗号化されたプログラムを実行してコンピュータにインストールさせて実現することも
可能である。
【０４５６】
　またコンピュータが読出したプログラムコードを実行することで、前述の実施形態の機
能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼
働しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部又は全部を行う。従
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って、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言う
までもない。
【０４５７】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
たとする。この場合、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能
拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行う。従って、その処理
によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０４５８】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からな
る装置に適用してもよい。また、本発明は、システムあるいは装置にプログラムを供給す
ることによって達成される場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明
を達成するためのソフトウェアのプログラムを格納した記憶媒体を、該システムあるいは
装置が読み出すことによって、そのシステムあるいは装置が、本発明の効果を享受するこ
とが可能となる。
【０４５９】
　本発明は本実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（各
実施形態の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から排除するも
のではない。
【０４６０】
　例えば、１例を挙げると、本実施形態にて、確認プリント機能により制御対象とするジ
ョブは、ＰＣのアプリケーションから発行される「印刷を行うプリントジョブ」も包含し
てもよい。この場合、ハードディスクに保存されたプリントジョブに対して確認プリント
を指示する形式も含まれる。
【０４６１】
　なお、前述の具体例では、印刷装置１００に具備される制御部２０５により上述の複数
の制御が実行される構成を例示的に説明した。しかし、制御部２０５とは異なる他の制御
部が、上述した複数の制御のうちの一部又は全部の制御を実行する構成でも良い。例えば
、制御部２０５とは異なる他の制御部として、印刷装置１００とは別筐体の外付けコント
ローラや、ＰＣ１０４などの遠隔の外部装置のＣＰＵや、インラインフィニッシャが具備
するＣＰＵを利用できるようにする。これにより、印刷システム１０００が設置されうる
印刷環境に即した、柔軟性に富んだ印刷環境が構築可能となるという効果が更に向上可能
となるという効果が図れる。
【０４６２】
　このように本実施形態によれば、今後のデジタルプリンティングシステムを見据えた利
便性のある印刷システムが提供可能となる。例えば、従来で想定したようなＰＯＤ環境で
想定されうるユースケースやニーズに対処可能な、便利で柔軟な印刷環境が構築可能とな
り、製品実用化に向けての様々な仕組みが提供可能となる。
　以上、本発明の様々な例と実施形態について説明したが、当業者であれば、本発明の趣
旨と範囲は、本明細書内の特定の説明に限定されるのものではないことは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【０４６３】
【図１】ＰＯＤシステム１００００の構成例を示す図である。
【図２】印刷システム１０００の内部構成例を説明する為の図である。
【図３】印刷装置１００と印刷装置１００に接続されたシート処理装置２００の断面図で
ある。
【図４】大容量スタッカの内部構成例を示す図である。
【図５】操作部２０４の１例を示す図である。
【図６】印刷装置１００により印刷されたシートに対して実行すべきシート処理の種類を
ユーザに選択させるための設定画面の表示例を示す図である。
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【図７】印刷装置１００にシート処理装置２００が接続されるケースにて、どのような種
類のシート処理装置をどのような接続順序で何台接続するのか等を特定するための情報を
ユーザが登録できるように構成された設定画面の表示例を示す図である。
【図８】タイミングチャートを示す図である。
【図９Ａ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図９Ｂ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図９Ｃ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図９Ｄ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図９Ｅ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図９Ｆ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１０Ａ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１０Ｂ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１０Ｃ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１０Ｄ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１０Ｅ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１１Ａ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１１Ｂ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１２】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１３Ａ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１３Ｂ】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１４】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１５】ユーザインタフェース画面の１例を示す図である。
【図１６】制御部２０５により実行される確認プリント動作の処理を示すフローチャート
である。

【図１】 【図２】
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【図９Ｆ】 【図１０Ａ】
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【図１０Ｄ】 【図１０Ｅ】
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【図１１Ｂ】

【図１２】

【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】 【図１４】
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